
1

1

12

18

37



別冊付録 一発合格マントラ・ヤントラ

英
語

国
語

別冊付録一発合格マントラ・ヤントラ

□神
かみ

人間を超越し、宇宙を創造・支配する全知全能の存在。心のよりどころにな
るもの。世界の根拠となるもの。□神

しん

話
わ

太古の歴史を語った神々の物語。根拠も
ないのに人々に広く信じられていること。□宗

しゅう

教
きょう

世界に意味を与える体系。神
仏などを信仰して、安らぎを得ようとする心の働き。□人

にん

間
げん

理性をもつ存在。社
会の中の一人、個人。□自

し

然
ぜん

この世界にもともと存在するもの。人間以外の存在。
人やものにもともと備わっている性質。□環

かん

境
きょう

人や生き物を取り囲む、周りの世
界。自然環境。□個

こ

一人の人。□社
しゃ

会
かい

多くの個人が集まって形作っている規模の
大きな集団のこと。□ 私

わたくし

自分自身に関する個人的なこと。プライバシー。
□ 公

おおやけ

組織や世間一般の人が関わっていること。社会的なこと。公共。□文
ぶん

化
か

人
間の精神活動によって生み出されたものの総体。衣食住・学問・芸術・宗教・政
治・経済など。□文

ぶん

明
めい

人間の技術的・物質的所産。人の知恵が進んで機械などが
発達し成熟・進歩した社会の状態。□近

きん

代
だい

資本主義の形成、個人の自由・平等・
独立が確立された市民社会以後の時代。□空

くう

間
かん

時間とともに物質界を成り立たせ
る基礎形式。場所の広がり。□時

じ

間
かん

空間とともに物質界を成り立たせる基礎形式。
時の広がり。□知

ち

識
しき

教育や経験を通して得た情報。□学
がく

問
もん

ある枠組みによって対
象を体系的に理解しようとすること。□科

か

学
がく

学問。世界に対する合理的な探求。
特に、自然科学。□テクノロジー（technology）・科

か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

科学を実際に応用す
る手段。□言

こと

葉
ば

・言
げん

語
ご

一定の決まりに従って音声・文字・記号を連ね、意味を表
すもの。伝達の手段。□記

き

号
ごう

意味を表すもの。□秩
ちつ

序
じょ

・コスモス（cosmos）一定
の順序や決まりに従って整然として、全体的なまとまりがある様子。□混

こん

沌
とん

・カオ
ス（chaos）入りまじって区別のつかない様子。無秩序。□分

ぶん

節
せつ

化
か

混沌とした世界
を認識しやすいように、言葉によってものごとを分類して世界に区切りをいれ、意
味を生じさせること。□分

ぶん

析
せき

ものごとを部分に分けて、その内容や性質を明らか
にすること。□総

そう

合
ごう

バラバラのものを一つにまとめあげること。□アナロジー
（analogy）・類

るい

比
ひ

・類
るい

推
すい

ものごとの共通性に注目して、別の点でも同じであろうと
考えること。□対

たい

比
ひ

・二
に

項
こう

対
たい

立
りつ

ものごとの違いに注目して、考えること。□一
いち

義
ぎ

ものごとが一つの意味にだけ解釈できること。□多
た

義
ぎ

ものごとがさまざまな意味
をもっていること。□一

いち

元
げん

論
ろん

ある一つのものだけを、真実の根本的なものとする
考え方。□二

に

元
げん

論
ろん

何事も二つのものを中心としてとらえる考え方。□形
けい

而
じ

下
か

・フ
ィジックス（physics）形あるもの。感性を通して経験的に認識できるもの。□形

けい

而
じ

上
じょう

・メタフィジックス（metaphysics）形のないもの。感性を通して経験的に認

頻出レベル

識できないもの。理性によってしかとらえられないもの。□理
り

性
せい

合理的に考え、
判断する能力。□悟

ご

性
せい

思考能力。知性。□感
かん

性
せい

感覚や知覚によって、ものごとを
感じ取る能力。□意

い

識
しき

人間の心が、外界の事物や状況に気づき、それを知覚して
いる状態。□無

む

意
い

識
しき

・深
しん

層
そう

心
しん

理
り

人間の心の中で起こっているにもかかわらず、そ
の働きや状態が、その人には意識されない心の領域。□概

がい

念
ねん

同一種類の多くのも
のごとから、共通内容を取り出し、それをまとめた一般的な考え。□概

がい

念
ねん

的
てき

とら
え方がおおまかで、具体性がない様子。□観

かん

念
ねん

あるものごとについての個人の心
の中にあるぼんやりとした考え。□観

かん

念
ねん

的
てき

理屈だけで、現実離れして、自分の頭
の中だけにかたよる様子。□理

り

念
ねん

こうあるべきだ、こうあるのが望ましいという
考え。理想。□イデア（idea）理性によってのみ認識できると考えられた事物の真
の姿。□イメージ（image）・心

しん

象
しょう

心の中に思い浮かべる像。□イデオロギー
（ideology）観念形態。人の思考や行動を拘

こう

束
そく

する、ものの見方・考え方。□パラダ
イム（paradigm）ある時代の思考の枠組み。□パラダイムシフト（paradigm shift）
ものの見方が根本的に変わること。□人

じん

為
い

人間のしわざ。人工。□心
しん

身
しん

二
に

元
げん

論
ろん

世
界が心と物という二つの要素から成り立っているという考え方。□身

か ら だ

体 我々の人
格の一部を形成すると考えられる人間の身体。□精

せい

神
しん

思考や感情を働かせている
もの。□機

き

械
かい

意志を働かせず、決まったことだけを行うこと。自然の因果関係に
従って動くこと。メカニズム。□物

ぶっ

質
しつ

デカルト二元論における、世界の実体の一
つ。□人

じん

工
こう

人の手が加わること。作為。□行
こう

為
い

人間のあらゆる意識的な動作のこ
と。□アイデンティティー（identity）・自

じ

己
こ

同
どう

一
いつ

性
せい

自分が自分であることの証明。
自己と他者を区別する根拠。□近

きん

代
だい

的
てき

自
じ

我
が

自分が理性をもつ一人の人間だという、
意識をもつ主体。□自

じ

我
が

意識や行為の中心としての自分。自分にこだわる気持ち。
エゴ。□自

じ

己
こ

自分自身。自ら感覚・知覚し思考し行為する主体として、他者と区
別して意識される「自分」という存在。□アイデンティティーの危

き

機
き

自分が何者
なのかを見失うこと。□帰

き

属
ぞく

意
い

識
しき

ある集団の一員だと意識すること。□比
ひ

喩
ゆ

たと
え。物事を説明するとき、別の物事になぞらえて表現すること。□レトリック
（rhetoric）言葉を巧みに使って、自分の発言に説得力を持たせたり、文章を美しく
飾ったりする表現技法。□直

ちょく

喩
ゆ

・明
めい

喩
ゆ

「ようだ」「ごとし」などを用いる、はっき
り比喩だとわかる表現。□隠

いん

喩
ゆ

・暗
あん

喩
ゆ

・メタファー（metaphor）「ようだ」「ごとし」
など、たとえを表す表現を用いない比喩。暗示するもの。□擬

ぎ

人
じん

人間でないもの
を人間になぞらえた表現。□象

しょう

徴
ちょう

・シンボル（symbol）抽象的な概念を具体的な
事物で表すこと。誰でも知っているわかりやすいものとつなぐことで、わかりにく
いものがわかるようになること。□情

じょう

報
ほう

判断を下したり行動を決めたりするのに
役立つ知識。やりとりされる指令や信号。□情

じょう

報
ほう

化
か

社会 情報そのものに、商品と

マントラ　現代文用語（頻出レベル・応用レベル）
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否定的に見ること。□オプティミズム（optimism）・楽
らっ

観
かん

物事をよい方に考えて心
配しないこと。□ポジティブ（positive）肯定的。積極的。□ネガティブ（negative）
否定的。消極的。□本

ほん

質
しつ

ものごとの根本にある性質。それなしではそのものが成
り立たないような要素。□現

げん

象
しょう

感覚や意識によってとらえることのできる物事。
□逆

ぎゃく

説
せつ

一見、真理とは反対のことを述べているようで、実際は本質をついている
考え。□皮

ひ

肉
にく

期待したり予想していたのとは違った、悪い結果になること。遠ま
わしに意地悪く相手を非難すること。□還

かん

元
げん

より基本的で単純だと考えられる要
素の組み合わせや働きとして考えること。

□恒
こう

常
じょう

一定で変化しないこと。□偶
ぐう

像
ぞう

崇
すう

拝
はい

やあこがれの対象となるもの。□啓
けい

示
じ

人知で理解できないことを神があらわし示すこと。□超
ちょう

越
えつ

程度・範囲をはる
かにとびぬけること。□銘

めい

記
き

心に深く刻みつけること。□紐
ちゅう

帯
たい

二つものを結び
つける大切なもの。□重

じゅう

層
そう

いくえにも重なること。□淘
とう

汰
た

よりわけて除くこと。
□固

こ

有
ゆう

そのものだけにあること。□受
じゅ

容
よう

受け入れること。□変
へん

容
よう

姿・形がかわる
こと。□主

しゅ

眼
がん

中心になる大事なところ。□伏
ふく

線
せん

かくされた筋立て。□享
きょう

受
じゅ

味わ
い楽しむこと。□吐

と

露
ろ

心のうちを隠さずに打ち明けること。□表
ひょう

白
はく

言葉や文字
にして述べること。□珠

しゅ

玉
ぎょく

尊いものや美しいもの。□類
るい

型
けい

型にはまっていて個
性を失っていること。□挿

そう

話
わ

中途にはさみこまれる本筋と関係のない話。□透
とう

徹
てつ

はっきりして筋道が通っていること。□礼
らい

讃
さん

ありがたく思い、たたえること。
□結

けっ

晶
しょう

苦心・努力の結果が、ある形となって現れたもの。□官
かん

能
のう

性的な感覚。
□余

よ

韻
いん

あとに残る響きや味わい。□母
ぼ

語
ご

幼児期に最初に習得した言語。□語
ご

彙
い

語
を集めて一定の順序に書いたもの。□託

たく

宣
せん

お告げ。神
しん

託
たく

。□美
び

学
がく

自然や芸術にお
ける美について研究する学問。□高

こう

踏
とう

世俗をぬけでて、気高く身を処すること。
□寓

ぐう

喩
ゆ

他のことにかこつけて、ある意味をほのめかすこと。□背
はい

馳
ち

そむくこと。
反対になること。□不

ふ

条
じょう

理
り

物事の道理が通らないこと。□因
いん

果
が

原因と結果。
□歌

うた

枕
まくら

和歌によく詠まれた名所。□造
ぞう

化
か

造物主。宇宙。自然。□発
ほっ

句
く

和歌の第
一句。連歌・俳諧の第一句。□言

こと

霊
だま

ことばに宿っていると考えられる不思議な力。
□遁

とん

世
せい

仏門に入ること。俗世間をのがれて隠れ住むこと。□唯
ゆい

物
ぶつ

論
ろん

物質こそ根源
的なもので、精神はそれによって規定されるとする説。□月

つき

並
なみ

平凡でありきたり
なこと。□次

じ

元
げん

ある物事を考えたり行ったりするときの立場・程度。□位
い

相
そう

動き
や変化のあるものがとる、ある特定の位置や局面での姿。□属

ぞく

性
せい

そのものが本来
もっている性質。□洞

どう

察
さつ

見抜くこと。□思
し

惟
い

物事の本質・原理・根本を心で深く
考えること。□決

けっ

定
てい

論
ろん

すべての事象が何らかの要因で前もって決められていると

応用レベル

しての大きな価値を認める社会。□メディア（media）・媒
ばい

体
たい

情報の送り手と受け
手をつなぐもの。□コミュニケーション（communication）情報伝達。気持ちや考
えを伝え合うこと。□マスコミュニケーション（mass communication）大衆に大
量の情報を伝えること。マスコミ。□マスメディア（mass media） マスコミの媒体
となるもの。□虚

きょ

構
こう

つくりごと。フィクション。□ノンフィクション（non-
fiction）現実。リアリティ。□絶

ぜっ

対
たい

唯一のものであること。一つのものだけを信じ
込んでいること。□相

そう

対
たい

二つ以上のものがあること。見比べること。さまざまな
面からものを見ること。□一

いっ

般
ぱん

例外はあるものの多くの場合にあてはまること。
全体的にあてはまること。□普

ふ

遍
へん

いつの時代でも、どこの場所でも、例外なくす
べて成り立つこと。□特

とく

殊
しゅ

他とは共通しない、ある時代、ある場所に固有のもの
であること。□個

こ

別
べつ

一つひとつ別々なこと。□演
えん

繹
えき

ある原理から、さまざまな事
柄を論理的に導き出す思考法。□帰

き

納
のう

さまざまな事実から、一般的な法則や原理
を導き出す思考法。□抽

ちゅう

象
しょう

ものごとのある共通する本質的な性質を取り出すこ
と。□具

ぐ

体
たい

はっきりとした姿や形をもっていて、直接感覚でとらえること。□捨
しゃ

象
しょう

抽象するために、本質的でない個々の特徴を捨て去ること。□合
ごう

理
り

論理や道
理にかなっていること。無駄がなく能率的であること。□非

ひ

合
ごう

理
り

理性や論理では
とらえられないこと。（現代のように「論理」が絶対正しいとは言えない世の中では、
この言葉は必ずしもマイナスイメージではない。例えば、人の心情。）□不

ふ

合
ごう

理
り

論
理や道理に合わないこと。（マイナスイメージを伴うことが多い。）□ディジタル
（digital）ものごとを割り切って考えること。ものごとを柔軟にとらえられないこ
と。□アナログ（analog）ものごとを曖昧にとらえること。ものごとを全体的にと
らえること。□有

ゆう

機
き

各部分が密接に結びつきあい、まとまりをもっている様子。
□無

む

機
き

整然としていてあたたかみのない様子。機械的。□主
しゅ

体
たい

行為の作用を、他
に対して及ぼす存在。□客

きゃく

体
たい

 主体の行為・行動の対象となる存在。□主
しゅ

観
かん

自分
以外の人には必ずしも通用するとは限らない、その人だけの個人的な見方。□客

きゃっ

観
かん

自分だけではなく、他の誰もに共通するものの見方。□対
たい

象
しょう

化
か

本来は対象と
して特別には意識していなかったものを主体から切り離して、よく見えるように少
し距離を置いてみること。□自

じ

律
りつ

自分で自分の行動をコントロールすること。
□他

た

律
りつ

自分の意志ではなく他人の意志にしたがって行動すること。□能
のう

動
どう

自分で
考えて自分で行動すること。□受

じゅ

動
どう

自分で考えようとせず他に合わせて行動する
こと。□日

にち

常
じょう

日々繰り返される何の変
へん

哲
てつ

もない世界のこと。□非
ひ

日
にち

常
じょう

日々繰り
返される何の変哲もない世界からの脱出をイメージさせる世界のこと。□正

せい

常
じょう

一
定の基準に即した秩序ある日常的な状態。□異

い

常
じょう

一定の基準から外れた混沌とし
た非日常的な状態。□ペシミズム（pessimism）・悲

ひ

観
かん

失望すること。人生などを
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否定的に見ること。□オプティミズム（optimism）・楽
らっ

観
かん

物事をよい方に考えて心
配しないこと。□ポジティブ（positive）肯定的。積極的。□ネガティブ（negative）
否定的。消極的。□本

ほん

質
しつ

ものごとの根本にある性質。それなしではそのものが成
り立たないような要素。□現

げん

象
しょう

感覚や意識によってとらえることのできる物事。
□逆

ぎゃく

説
せつ

一見、真理とは反対のことを述べているようで、実際は本質をついている
考え。□皮

ひ

肉
にく

期待したり予想していたのとは違った、悪い結果になること。遠ま
わしに意地悪く相手を非難すること。□還

かん

元
げん

より基本的で単純だと考えられる要
素の組み合わせや働きとして考えること。

□恒
こう

常
じょう

一定で変化しないこと。□偶
ぐう

像
ぞう

崇
すう

拝
はい

やあこがれの対象となるもの。□啓
けい

示
じ

人知で理解できないことを神があらわし示すこと。□超
ちょう

越
えつ

程度・範囲をはる
かにとびぬけること。□銘

めい

記
き

心に深く刻みつけること。□紐
ちゅう

帯
たい

二つものを結び
つける大切なもの。□重

じゅう

層
そう

いくえにも重なること。□淘
とう

汰
た

よりわけて除くこと。
□固

こ

有
ゆう

そのものだけにあること。□受
じゅ

容
よう

受け入れること。□変
へん

容
よう

姿・形がかわる
こと。□主

しゅ

眼
がん

中心になる大事なところ。□伏
ふく

線
せん

かくされた筋立て。□享
きょう

受
じゅ

味わ
い楽しむこと。□吐

と

露
ろ

心のうちを隠さずに打ち明けること。□表
ひょう

白
はく

言葉や文字
にして述べること。□珠

しゅ

玉
ぎょく

尊いものや美しいもの。□類
るい

型
けい

型にはまっていて個
性を失っていること。□挿

そう

話
わ

中途にはさみこまれる本筋と関係のない話。□透
とう

徹
てつ

はっきりして筋道が通っていること。□礼
らい

讃
さん

ありがたく思い、たたえること。
□結

けっ

晶
しょう

苦心・努力の結果が、ある形となって現れたもの。□官
かん

能
のう

性的な感覚。
□余

よ

韻
いん

あとに残る響きや味わい。□母
ぼ

語
ご

幼児期に最初に習得した言語。□語
ご

彙
い

語
を集めて一定の順序に書いたもの。□託

たく

宣
せん

お告げ。神
しん

託
たく

。□美
び

学
がく

自然や芸術にお
ける美について研究する学問。□高

こう

踏
とう

世俗をぬけでて、気高く身を処すること。
□寓

ぐう

喩
ゆ

他のことにかこつけて、ある意味をほのめかすこと。□背
はい

馳
ち

そむくこと。
反対になること。□不

ふ

条
じょう

理
り

物事の道理が通らないこと。□因
いん

果
が

原因と結果。
□歌

うた

枕
まくら

和歌によく詠まれた名所。□造
ぞう

化
か

造物主。宇宙。自然。□発
ほっ

句
く

和歌の第
一句。連歌・俳諧の第一句。□言

こと

霊
だま

ことばに宿っていると考えられる不思議な力。
□遁

とん

世
せい

仏門に入ること。俗世間をのがれて隠れ住むこと。□唯
ゆい

物
ぶつ

論
ろん

物質こそ根源
的なもので、精神はそれによって規定されるとする説。□月

つき

並
なみ

平凡でありきたり
なこと。□次

じ

元
げん

ある物事を考えたり行ったりするときの立場・程度。□位
い

相
そう

動き
や変化のあるものがとる、ある特定の位置や局面での姿。□属

ぞく

性
せい

そのものが本来
もっている性質。□洞

どう

察
さつ

見抜くこと。□思
し

惟
い

物事の本質・原理・根本を心で深く
考えること。□決

けっ

定
てい

論
ろん

すべての事象が何らかの要因で前もって決められていると

応用レベル

しての大きな価値を認める社会。□メディア（media）・媒
ばい

体
たい

情報の送り手と受け
手をつなぐもの。□コミュニケーション（communication）情報伝達。気持ちや考
えを伝え合うこと。□マスコミュニケーション（mass communication）大衆に大
量の情報を伝えること。マスコミ。□マスメディア（mass media）マスコミの媒体
となるもの。□虚

きょ

構
こう

つくりごと。フィクション。□ノンフィクション（non-
fiction）現実。リアリティ。□絶

ぜっ

対
たい

唯一のものであること。一つのものだけを信じ
込んでいること。□相

そう

対
たい

二つ以上のものがあること。見比べること。さまざまな
面からものを見ること。□一

いっ

般
ぱん

例外はあるものの多くの場合にあてはまること。
全体的にあてはまること。□普

ふ

遍
へん

いつの時代でも、どこの場所でも、例外なくす
べて成り立つこと。□特

とく

殊
しゅ

他とは共通しない、ある時代、ある場所に固有のもの
であること。□個

こ

別
べつ

一つひとつ別々なこと。□演
えん

繹
えき

ある原理から、さまざまな事
柄を論理的に導き出す思考法。□帰

き

納
のう

さまざまな事実から、一般的な法則や原理
を導き出す思考法。□抽

ちゅう

象
しょう

ものごとのある共通する本質的な性質を取り出すこ
と。□具

ぐ

体
たい

はっきりとした姿や形をもっていて、直接感覚でとらえること。□捨
しゃ

象
しょう

抽象するために、本質的でない個々の特徴を捨て去ること。□合
ごう

理
り

論理や道
理にかなっていること。無駄がなく能率的であること。□非

ひ

合
ごう

理
り

理性や論理では
とらえられないこと。（現代のように「論理」が絶対正しいとは言えない世の中では、
この言葉は必ずしもマイナスイメージではない。例えば、人の心情。）□不

ふ

合
ごう

理
り

論
理や道理に合わないこと。（マイナスイメージを伴うことが多い。）□ディジタル
（digital）ものごとを割り切って考えること。ものごとを柔軟にとらえられないこ
と。□アナログ（analog）ものごとを曖昧にとらえること。ものごとを全体的にと
らえること。□有

ゆう

機
き

各部分が密接に結びつきあい、まとまりをもっている様子。
□無

む

機
き

整然としていてあたたかみのない様子。機械的。□主
しゅ

体
たい

行為の作用を、他
に対して及ぼす存在。□客

きゃく

体
たい

主体の行為・行動の対象となる存在。□主
しゅ

観
かん

自分
以外の人には必ずしも通用するとは限らない、その人だけの個人的な見方。□客

きゃっ

観
かん

自分だけではなく、他の誰もに共通するものの見方。□対
たい

象
しょう

化
か

本来は対象と
して特別には意識していなかったものを主体から切り離して、よく見えるように少
し距離を置いてみること。□自

じ

律
りつ

自分で自分の行動をコントロールすること。
□他

た

律
りつ

自分の意志ではなく他人の意志にしたがって行動すること。□能
のう

動
どう

自分で
考えて自分で行動すること。□受

じゅ

動
どう

自分で考えようとせず他に合わせて行動する
こと。□日

にち

常
じょう

日々繰り返される何の変
へん

哲
てつ

もない世界のこと。□非
ひ

日
にち

常
じょう

日々繰り
返される何の変哲もない世界からの脱出をイメージさせる世界のこと。□正

せい

常
じょう

一
定の基準に即した秩序ある日常的な状態。□異

い

常
じょう

一定の基準から外れた混沌とし
た非日常的な状態。□ペシミズム（pessimism）・悲

ひ

観
かん

失望すること。人生などを
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真理に達する方法。止
し

揚
よう

することで、真理に達する方法。□実
じつ

存
ぞん

自らの生を問い
ながら生きる、人間の主体的なあり方。□テキスト 本文。文章表現。□コード 規
則。ルール。□文

ぶん

脈
みゃく

・コンテクスト 状況。全体の流れ。□韻
いん

文
ぶん

詩
し い か

歌。□散
さん

文
ぶん

普
通の文章。□強

きょう

迫
はく

観
かん

念
ねん

どうしても頭から追い払えない考え。□優
ゆう

越
えつ

感
かん

自分が他
人より優れているという感情。□コンプレックス 脅迫複合体。心のしこり。劣等
感。□劣

れっ

等
とう

感
かん

自分が他人より劣っているという感情。□追
つい

体
たい

験
けん

他人の体験を、自
分の体験として味わうこと。□ユーモア・諧

かい

謔
ぎゃく

・滑
こっ

稽
けい

おかしみのあること。□グ
ロテスク 怪奇的。気味の悪い様子。□風

ふう

刺
し

他のことに託して、社会や人物を批判、
嘲笑すること。□寓

ぐう

話
わ

動物などに託して、教訓や風刺をこめたたとえ話。□無
む

常
じょう

・儚
はかな

さ 永遠に変わらないものは何一つないこと。生
せい

滅
めつ

流
る

転
てん

。□幽
ゆう

玄
げん

余情のあ
る、深い味わい。□侘

わ

び 飾りを捨てた、ひっそりとした味わい。□寂
さ

び 閑
かん

寂
じゃく

。
静かで、落ち着いた味わい。□辞

じ

世
せい

死に際して残す言葉や詩。□ロマン主義・ロ
マンティシズム・浪

ろう

漫
まん

主
しゅ

義
ぎ

個人の感情や空想を重視する、芸術上の立場。現実よ
りも夢や空想を重視する傾向。□リアリズム 現実主義。現実を重視する立場。写
実主義。ありのまま描こうとする、芸術上の立場。□叙

じょ

情
じょう

感情を述べ表すこと。
□郷

きょう

愁
しゅう

・ノスタルジー 故郷を懐かしむ気持ち。望
ぼう

郷
きょう

。過去を懐かしむ気持ち。
□享

きょう

楽
らく

快楽を味わうこと。□禁
きん

欲
よく

欲望を抑えること。□虚
きょ

無
む

・ニヒル 何もない
こと。人生を空しいと思うこと。□相

そう

貌
ぼう

様相。相
そう

好
ごう

。□趨
すう

勢
せい

ものごとの動向。趨
すう

向
こう

。□恣
し

意
い

自分勝手な考え。□詮
せん

索
さく

細かい点まで調べ求めること。□模
も

索
さく

あれこ
れと探し求めること。□均

きん

衡
こう

物事の間につりあいがとれていること。□示
し

唆
さ

それ
となく教えること。ほのめかすこと。□逸

いつ

脱
だつ

本筋や枠からはずれること。□契
けい

機
き

きっかけ。要因。□遺
い

憾
かん

不本意で残念なこと。□駆
く

使
し

自由に使いこなすこと。
□便

べん

宜
ぎ

都合のよいこと。□換
かん

言
げん

言い換えること。□機
き

微
び

微妙な心のはたらきやこ
とがら。□恐

きょう

縮
しゅく

相手に申し訳なく思うこと。□対
たい

照
しょう

比べること。対比。違い
が際立つこと。コントラスト。□投

とう

影
えい

物の姿をうつすこと。影響が他のものに現
れること。□平

へい

衡
こう

つりあいのとれていること。□露
ろ

呈
てい

さらけだすこと。□依
い

拠
きょ

よ
りどころとすること。よりどころにするもの。□巧

こう

拙
せつ

じょうずとへた。□端
たん

的
てき

手
っとり早く要点だけを述べるようす。□踏

とう

襲
しゅう

今までのやり方を受け継ぐこと。
□偏

へん

狭
きょう

度量のせまいこと。□抑
よく

揚
よう

ことばなどの調子の高低。□因
いん

縁
ねん

結果をもた
らす関係。由来。いわれ。□貫

かん

徹
てつ

やり通すこと。□奇
き

異
い

ふつうと変わっているさ
ま。□既

き

存
そん

以前からあること。□君
くん

臨
りん

高い地位に立ち勢力をふるうこと。□刻
こく

印
いん

しるしを刻みつけること。□固
こ

執
しつ

こだわること。煩
ぼん

悩
のう

。□思
し

索
さく

筋道をたどって、
考えをめぐらすこと。□丹

たん

念
ねん

細部まで念を入れるさま。入念。□特
とく

異
い

他と特に違
っているさま。□脳

のう

裏
り

意識の中。頭の中。□彼
ひ

我
が

かれとわれ。相手と自分。

する説。□省
せい

察
さつ

自分のことを省みること。□思
し

弁
べん

経験によらず、頭の中で理性だ
けに訴えて考えること。□思

し

索
さく

物事の道理や筋道をたどって考えること。□総
そう

括
かつ

全体を見通してまとめること。□包
ほう

摂
せつ

一つにまとめること。□敷
ふ

衍
えん

意味をおしひ
ろげて詳しく説明すること。□援

えん

用
よう

自説を主張するために他の文献・事柄などを
引用すること。□詭

き

弁
べん

ごまかしの議論。□即
そく

物
ぶつ

主観をまじえずに物に即して考え
ること。□直

ちょっ

観
かん

推理や経験によらず、直接に物事の本質をとらえること。□表
ひょう

象
しょう

あらわれた姿。形にあらわすこと。□通
つう

念
ねん

一般に共通した考え。□因
いん

習
しゅう

古く
からのしきたり。□鳥

ちょう

瞰
かん

空中や高所から見おろすこと。□啓
けい

蒙
もう

無知の人に正し
い知識を与えること。□終

しゅう

焉
えん

命の終わり。物事の終わり。□匿
とく

名
めい

名前を隠して
知らせないこと。□疎

そ

外
がい

人間が自分の本来のあり方を失って別のものになってし
まうこと。□媒

ばい

介
かい

二つの間にあって、なかだちをすること。□介
かい

在
ざい

物事と物事の
間にはさまってあること。□饒

じょう

舌
ぜつ

口数が多く、おしゃべりなこと。□雄
ゆう

弁
べん

弁舌
が力強く、よどみがないこと。□是

ぜ

認
にん

よいとして認めること。□順
じゅん

境
きょう

物事がう
まく運び、心配事のない境遇。□希

き

薄
はく

少なく薄いこと。□野
や

暮
ぼ

洗練されていない
こと・人。□流

りゅう

動
どう

常に移り変わること。□巨
きょ

視
し

物事を大きくとらえて見ること。
□内

ない

発
はつ

内部から自然に起こること。□前
ぜん

衛
えい

芸術の世界で革新的な活動をするこ
と。□異

い

端
たん

正統なものからはずれていること。□狭
きょう

義
ぎ

せまい意味。□聖
ひじり

けがれ
なく、尊いこと。神聖。□俗

ぞく

世間。世俗。□先
せん

験
けん

・先
せん

天
てん

・アプリオリ 生まれつき。
□後

こう

天
てん

生まれた後に得ること。□創
そう

造
ぞう

新しいものを造り出すこと。想像力。□本
ほん

音
ね

本心。□建
たて

前
まえ

表向きの考え。□矛
む

盾
じゅん

・撞
どう

着
ちゃく

・二
に

律
りつ

背
はい

反
はん

つじつまの合わないこ
と。つじつまの合わないおかしな点。□原

げん

理
り

根本的な法則。□体
たい

系
けい

・システム 秩
序をもったまとまり。□先

せん

入
にゅう

観
かん

あらかじめ作り上げられた見方・考え方。□常
じょう

識
しき

・コモンセンス 社会の人々が当然もっているはずの知識。□タブー・禁
きん

忌
き

避け
るべきものとして、社会的に禁じられていること。□アニミズム 精霊崇拝。□共

きょう

通
つう

感
かん

覚
かく

すべての感覚を統合する、根源的な感覚。□無
む

為
い

あるがままでいること。
□個

こ

人
じん

主
しゅ

義
ぎ

個人を重視する態度。自分勝手な態度。利己主義。□集
しゅう

団
だん

主
しゅ

義
ぎ

社会
や集団の利益を重視する態度。□ヒューマニズム人間主義。□利

り

己
こ

主
しゅ

義
ぎ

・エゴイ
ズム 自分本位の態度。個人主義。□家

か

族
ぞく

主
しゅ

義
ぎ

ある集団を一つの家族と見なす考え。
□共

きょう

同
どう

体
たい

地縁や血縁など自然な仲間意識によって、有機的に結びついた集団・社
会。□文

ぶん

化
か

相
そう

対
たい

主
しゅ

義
ぎ

すべての文化を同等だと考える態度。□文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

明治初頭の
近代化・西洋化。□和

わ

魂
こん

洋
よう

才
さい

日本人の精神を守りながら、西洋の学問を取り入れ
ようとすること。□命

めい

題
だい

・テーゼ・措
そ

定
てい

・定
てい

立
りつ

主張する。判断を言葉で表すこ
と。□実

じっ

証
しょう

経験的な事実から、証明すること。□止
し

揚
よう

・揚
よう

棄
き

あるものをそのも
のとしては否定するが、より高次な段階で生かすこと。□弁

べん

証
しょう

法
ほう

対話を通して、
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真理に達する方法。止
し

揚
よう

することで、真理に達する方法。□実
じつ

存
ぞん

自らの生を問い
ながら生きる、人間の主体的なあり方。□テキスト 本文。文章表現。□コード 規
則。ルール。□文

ぶん

脈
みゃく

・コンテクスト 状況。全体の流れ。□韻
いん

文
ぶん

詩
し い か

歌。□散
さん

文
ぶん

普
通の文章。□強

きょう

迫
はく

観
かん

念
ねん

どうしても頭から追い払えない考え。□優
ゆう

越
えつ

感
かん

自分が他
人より優れているという感情。□コンプレックス 脅迫複合体。心のしこり。劣等
感。□劣

れっ

等
とう

感
かん

自分が他人より劣っているという感情。□追
つい

体
たい

験
けん

他人の体験を、自
分の体験として味わうこと。□ユーモア・諧

かい

謔
ぎゃく

・滑
こっ

稽
けい

おかしみのあること。□グ
ロテスク 怪奇的。気味の悪い様子。□風

ふう

刺
し

他のことに託して、社会や人物を批判、
嘲笑すること。□寓

ぐう

話
わ

動物などに託して、教訓や風刺をこめたたとえ話。□無
む

常
じょう

・儚
はかな

さ 永遠に変わらないものは何一つないこと。生
せい

滅
めつ

流
る

転
てん

。□幽
ゆう

玄
げん

余情のあ
る、深い味わい。□侘

わ

び 飾りを捨てた、ひっそりとした味わい。□寂
さ

び 閑
かん

寂
じゃく

。
静かで、落ち着いた味わい。□辞

じ

世
せい

 死に際して残す言葉や詩。□ロマン主義・ロ
マンティシズム・浪

ろう

漫
まん

主
しゅ

義
ぎ

個人の感情や空想を重視する、芸術上の立場。現実よ
りも夢や空想を重視する傾向。□リアリズム 現実主義。現実を重視する立場。写
実主義。ありのまま描こうとする、芸術上の立場。□叙

じょ

情
じょう

感情を述べ表すこと。
□郷

きょう

愁
しゅう

・ノスタルジー 故郷を懐かしむ気持ち。望
ぼう

郷
きょう

。過去を懐かしむ気持ち。
□享

きょう

楽
らく

快楽を味わうこと。□禁
きん

欲
よく

欲望を抑えること。□虚
きょ

無
む

・ニヒル 何もない
こと。人生を空しいと思うこと。□相

そう

貌
ぼう

様相。相
そう

好
ごう

。□趨
すう

勢
せい

ものごとの動向。趨
すう

向
こう

。□恣
し

意
い

自分勝手な考え。□詮
せん

索
さく

細かい点まで調べ求めること。□模
も

索
さく

あれこ
れと探し求めること。□均

きん

衡
こう

物事の間につりあいがとれていること。□示
し

唆
さ

それ
となく教えること。ほのめかすこと。□逸

いつ

脱
だつ

本筋や枠からはずれること。□契
けい

機
き

きっかけ。要因。□遺
い

憾
かん

不本意で残念なこと。□駆
く

使
し

自由に使いこなすこと。
□便

べん

宜
ぎ

都合のよいこと。□換
かん

言
げん

言い換えること。□機
き

微
び

微妙な心のはたらきやこ
とがら。□恐

きょう

縮
しゅく

相手に申し訳なく思うこと。□対
たい

照
しょう

比べること。対比。違い
が際立つこと。コントラスト。□投

とう

影
えい

物の姿をうつすこと。影響が他のものに現
れること。□平

へい

衡
こう

つりあいのとれていること。□露
ろ

呈
てい

さらけだすこと。□依
い

拠
きょ

よ
りどころとすること。よりどころにするもの。□巧

こう

拙
せつ

じょうずとへた。□端
たん

的
てき

手
っとり早く要点だけを述べるようす。□踏

とう

襲
しゅう

今までのやり方を受け継ぐこと。
□偏

へん

狭
きょう

度量のせまいこと。□抑
よく

揚
よう

ことばなどの調子の高低。□因
いん

縁
ねん

結果をもた
らす関係。由来。いわれ。□貫

かん

徹
てつ

やり通すこと。□奇
き

異
い

ふつうと変わっているさ
ま。□既

き

存
そん

以前からあること。□君
くん

臨
りん

高い地位に立ち勢力をふるうこと。□刻
こく

印
いん

しるしを刻みつけること。□固
こ

執
しつ

こだわること。煩
ぼん

悩
のう

。□思
し

索
さく

筋道をたどって、
考えをめぐらすこと。□丹

たん

念
ねん

細部まで念を入れるさま。入念。□特
とく

異
い

他と特に違
っているさま。□脳

のう

裏
り

意識の中。頭の中。□彼
ひ

我
が

かれとわれ。相手と自分。

する説。□省
せい

察
さつ

自分のことを省みること。□思
し

弁
べん

経験によらず、頭の中で理性だ
けに訴えて考えること。□思

し

索
さく

物事の道理や筋道をたどって考えること。□総
そう

括
かつ

全体を見通してまとめること。□包
ほう

摂
せつ

一つにまとめること。□敷
ふ

衍
えん

意味をおしひ
ろげて詳しく説明すること。□援

えん

用
よう

自説を主張するために他の文献・事柄などを
引用すること。□詭

き

弁
べん

ごまかしの議論。□即
そく

物
ぶつ

主観をまじえずに物に即して考え
ること。□直

ちょっ

観
かん

推理や経験によらず、直接に物事の本質をとらえること。□表
ひょう

象
しょう

あらわれた姿。形にあらわすこと。□通
つう

念
ねん

一般に共通した考え。□因
いん

習
しゅう

古く
からのしきたり。□鳥

ちょう

瞰
かん

空中や高所から見おろすこと。□啓
けい

蒙
もう

無知の人に正し
い知識を与えること。□終

しゅう

焉
えん

命の終わり。物事の終わり。□匿
とく

名
めい

名前を隠して
知らせないこと。□疎

そ

外
がい

人間が自分の本来のあり方を失って別のものになってし
まうこと。□媒

ばい

介
かい

二つの間にあって、なかだちをすること。□介
かい

在
ざい

物事と物事の
間にはさまってあること。□饒

じょう

舌
ぜつ

口数が多く、おしゃべりなこと。□雄
ゆう

弁
べん

弁舌
が力強く、よどみがないこと。□是

ぜ

認
にん

よいとして認めること。□順
じゅん

境
きょう

物事がう
まく運び、心配事のない境遇。□希

き

薄
はく

少なく薄いこと。□野
や

暮
ぼ

洗練されていない
こと・人。□流

りゅう

動
どう

常に移り変わること。□巨
きょ

視
し

物事を大きくとらえて見ること。
□内

ない

発
はつ

内部から自然に起こること。□前
ぜん

衛
えい

芸術の世界で革新的な活動をするこ
と。□異

い

端
たん

正統なものからはずれていること。□狭
きょう

義
ぎ

せまい意味。□聖
ひじり

けがれ
なく、尊いこと。神聖。□俗

ぞく

世間。世俗。□先
せん

験
けん

・先
せん

天
てん

・アプリオリ 生まれつき。
□後

こう

天
てん

生まれた後に得ること。□創
そう

造
ぞう

新しいものを造り出すこと。想像力。□本
ほん

音
ね

本心。□建
たて

前
まえ

表向きの考え。□矛
む

盾
じゅん

・撞
どう

着
ちゃく

・二
に

律
りつ

背
はい

反
はん

つじつまの合わないこ
と。つじつまの合わないおかしな点。□原

げん

理
り

根本的な法則。□体
たい

系
けい

・システム 秩
序をもったまとまり。□先

せん

入
にゅう

観
かん

あらかじめ作り上げられた見方・考え方。□常
じょう

識
しき

・コモンセンス 社会の人々が当然もっているはずの知識。□タブー・禁
きん

忌
き

避け
るべきものとして、社会的に禁じられていること。□アニミズム 精霊崇拝。□共

きょう

通
つう

感
かん

覚
かく

すべての感覚を統合する、根源的な感覚。□無
む

為
い

あるがままでいること。
□個

こ

人
じん

主
しゅ

義
ぎ

個人を重視する態度。自分勝手な態度。利己主義。□集
しゅう

団
だん

主
しゅ

義
ぎ

社会
や集団の利益を重視する態度。□ヒューマニズム人間主義。□利

り

己
こ

主
しゅ

義
ぎ

・エゴイ
ズム 自分本位の態度。個人主義。□家

か

族
ぞく

主
しゅ

義
ぎ

ある集団を一つの家族と見なす考え。
□共

きょう

同
どう

体
たい

地縁や血縁など自然な仲間意識によって、有機的に結びついた集団・社
会。□文

ぶん

化
か

相
そう

対
たい

主
しゅ

義
ぎ

すべての文化を同等だと考える態度。□文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

明治初頭の
近代化・西洋化。□和

わ

魂
こん

洋
よう

才
さい

日本人の精神を守りながら、西洋の学問を取り入れ
ようとすること。□命

めい

題
だい

・テーゼ・措
そ

定
てい

・定
てい

立
りつ

主張する。判断を言葉で表すこ
と。□実

じっ

証
しょう

経験的な事実から、証明すること。□止
し

揚
よう

・揚
よう

棄
き

あるものをそのも
のとしては否定するが、より高次な段階で生かすこと。□弁

べん

証
しょう

法
ほう

対話を通して、
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しばしば。□回
かい

帰
き

ひとまわりして元にもどること。□懐
かい

柔
じゅう

手なずけて自分の思
うようにさせること。□階

かい

層
そう

社会を構成する人々を職業などで分けた層。□瓦
が

解
かい

一部のくずれから全体がくずれること。□佳
か

境
きょう

最も興味を感じる部分。□確
かく

執
しつ

自己主張から起こる不和・争い。□覚
かく

者
しゃ

仏
ぶ っ だ

陀の別名。さとりをひらいた人。□画
かく

然
ぜん

区別のはっきりしているさま。□佳
か

人
じん

薄
はく

命
めい

美人はとかく短命であること。□過
か

程
てい

経過の道すじ。プロセス。□過
か

度
ど

適正な程度をこえてしまうこと。□可
か

否
ひ

賛成
と反対。物事のよしあし。□緩

かん

急
きゅう

ゆるいことときびしいこと。□歓
かん

呼
こ

喜んで大
声をあげること。□感

かん

傷
しょう

感じやすいこと。感じて悲しむこと。□勧
かん

奨
しょう

積極的に
すすめること。□歓

かん

心
しん

喜ぶ心。□間
かん

断
だん

絶え間。きれめ。□看
かん

破
ぱ

見破ること。□甘
かん

美
び

うっとりするほど快いこと。□感
かん

服
ぷく

感心して恐れ入ること。□緩
かん

慢
まん

のろいさ
ま。□還

かん

暦
れき

数え年六十一歳のこと。□起
き

因
いん

物事の起こる原因。□気
き

鋭
えい

意気がさか
んなこと。□機

き

縁
えん

きっかけ。□疑
ぎ

似
じ

本物に似てまぎらわしいこと。□机
き

上
じょう

机の
上。卓上。□既

き

成
せい

すでに世間に通用していること。□軌
き

跡
せき

ある人のたどったあと。
□帰

き

属
ぞく

組織や個人に属するものとなること。□基
き

調
ちょう

基本となるもの。基本の考
え。□詰

きつ

問
もん

相手を責めて問い詰めること。□基
き

底
てい

基礎となる部分。□究
きゅう

明
めい

深く
さぐって明らかにすること。□ 行

ぎょう

儀
ぎ

作法にそった態度。□ 胸
きょう

襟
きん

胸のうち。
□興

きょう

趣
しゅ

おもしろみ。興味。□曲
きょく

折
せつ

こみいった事情。折れ曲がること。□琴
きん

線
せん

心
の中の感じやすい部分。□吟

ぎん

味
み

念入りに調査・点検すること。□駆
く

逐
ちく

追い払うこ
と。□経

けい

緯
い

細かい事情。いきさつ。□継
けい

起
き

あいついで起こること。□迎
げい

合
ごう

人の気
に入るように調子を合わせること。□境

けい

内
だい

神社や寺の敷
しき

地
ち

の中。□傾
けい

倒
とう

うちこん
で熱中すること。□希

け

有
う

めったになくて、めずらしいさま。□懸
けん

隔
かく

かけはなれて
いること。へだたり。□顕

けん

現
げん

はっきりと形になって現れること。□堅
けん

固
ご

ことに動
じないこと。□顕

けん

在
ざい

はっきりと形に現れて存在すること。□現
げん

前
ぜん

目の前にあるこ
と。□堅

けん

牢
ろう

かたくてじょうぶなこと。□講
こう

釈
しゃく

文章の意義を説明して聞かせるこ
と。□高

こう

慢
まん

うぬぼれて人を見下すさま。□高
こう

揚
よう

精神や気分を高めること。□枯
こ

渇
かつ

水が枯れてなくなること。□雑
ざっ

踏
とう

人ごみ。□散
さん

開
かい

広がり散らばること。□参
さん

画
かく

計
画に加わること。□散

さん

策
さく

散歩。ぶらぶら歩くこと。□暫
ざん

定
てい

一時的に仮のこととし
て決めること。□参

さん

与
よ

あずかり加わること。□思
し

案
あん

あれこれと考えること。□自
じ

戒
かい

自身を戒
いまし

めて気をつけること。□時
じ

期
き

尚
しょう

早
そう

その時期に達するにはまだ早いこ
と。□試

し

行
こう

錯
さく

誤
ご

失敗を重ねながら解決へと近づくこと。□自
じ

在
ざい

支障がなく思いの
ままなさま。□私

し

淑
しゅく

ひそかにある人を尊敬し、学ぶこと。□至
し

上
じょう

絶対的でこの
上もないこと。最上。□市

し

井
せい

俗世間。世間。まち。□姿
し

態
たい

何かをしているときの
からだのようす。□自

じ

嘲
ちょう

自分で自分の行動をあざけり笑うこと。□実
じっ

体
たい

本質。
□使

し

徒
と

キリストの教えを伝える使者。□指
し

標
ひょう

目指す目標。□充
じゅう

足
そく

満ちたりるこ

□漂
ひょう

泊
はく

さまよい歩くこと。さすらうこと。□傍
ぼう

観
かん

はたで見ていること。□埋
まい

没
ぼつ

うもれかくれてしまうこと。□漫
まん

然
ぜん

目的がなくぼんやりしているようす。□無
む

造
ぞう

作
さ

気軽に考えて簡単にするさま。□鋭
えい

敏
びん

才知や才能が鋭いさま。□得
え

体
たい

本性。正
体。□円

えん

滑
かつ

物事がとどこおりなく進むさま。□懐
かい

古
こ

昔の情
じょう

緒
ちょ

などを思いなつか
しむこと。□渇

かつ

望
ぼう

切実に願い望むこと。□感
かん

慨
がい

心に深く感じること。□感
かん

銘
めい

深く
感じて忘れないこと。□驚

きょう

嘆
たん

驚き感心すること。□傑
けっ

出
しゅつ

ずばぬけて他よりすぐ
れていること。□権

けん

威
い

人を従わせる力。信頼性。□荒
こう

涼
りょう

荒れはててさびしいさ
ま。□克

こく

明
めい

細かいところまで念をいれるようす。□主
しゅ

宰
さい

中心となり人をまとめて
物事を行うこと。□触

しょく

発
はつ

物事にふれて行動などを起こすこと。□叙
じょ

述
じゅつ

考えなど
を順序だてて述べること。□衰

すい

弱
じゃく

おとろえ弱ること。□崇
すう

高
こう

気高く偉大なこと。
□精

せい

巧
こう

細工などが細部まで正確なさま。□総
そう

括
かつ

全体を見通してまとめること。
□端
たん

緒
しょ

てがかり。□陶
とう

酔
すい

心を奪われてうっとりすること。□唐
とう

突
とつ

だしぬけで違和
感を与えるさま。□徒

と

労
ろう

むだな骨おり。□判
はん

然
ぜん

はっきりしているさま。□皮
ひ

相
そう

物
事のうわべ。□不

ふ

朽
きゅう

長く滅びないで残ること。□墨
ぼく

守
しゅ

固く守って変えないこと。
□遊

ゆう

離
り

他とかけ離れて存在すること。□営
えい

為
い

人間の意識的ないとなみ・行い。
□恩

おん

恵
けい

自然や人から受ける恵み。□回
かい

顧
こ

過去のことをいろいろ思い返すこと。
□核

かく

心
しん

物事の中心となる大事な部分。□含
がん

蓄
ちく

表面に現れない深い意味や内容。
□帰

き

結
けつ

考え・議論などが最後に落ち着くところ。□忌
き

避
ひ

嫌って避けること。□空
くう

疎
そ

形ばかりで内容のないさま。□形
けい

象
しょう

視覚的なかたち。すがた。□警
けい

鐘
しょう

危険を
知らせるために打ち鳴らす鐘。□傑

けっ

作
さく

すぐれたできばえの作品。□拘
こう

泥
でい

こだわる
こと。□功

こう

利
り

功労・巧妙と利益。□鼓
こ

舞
ぶ

はげまし勢いづけること。□顧
こ

慮
りょ

あれこ
れと心を配って気にかけること。□刷

さっ

新
しん

悪い点を直し、すっかり新しくすること。
□斬

ざん

新
しん

趣
しゅ

向
こう

がきわだって新しいこと。□四
し

肢
し

両手両足。□釈
しゃく

然
ぜん

疑いが消えてさ
っぱりするさま。□秀

しゅう

逸
いつ

ずばぬけてすぐれていること。□眺
ちょう

望
ぼう

景色を見わたす
こと。見晴らし。□沈

ちん

潜
せん

落ち着いて深く没頭すること。□追
つい

随
ずい

人のしたあとを追
って行くこと。□如

にょ

実
じつ

ありのまま。□破
は

顔
がん

顔をほころばせて笑うこと。□破
は

綻
たん

物
事が駄目になること。□必

ひっ

至
し

避けることができないこと。必然。□変
へん

貌
ぼう

姿やよう
すが変わること。□隆

りゅう

盛
せい

栄えてさかんなさま。□流
る

布
ふ

世に広く知れわたること。
□連
れん

帯
たい

責任を共にして協力して事にあたること。□哀
あい

歓
かん

悲しみと喜び。□悪
あく

弊
へい

悪
いならわし。□委

い

曲
きょく

くわしい事情。□遺
い

稿
こう

死後に残された未発表の原稿。□異
い

彩
さい

きわだってすぐれているようす。□意
い

匠
しょう

くふうをこらすこと。趣向。□異
い

存
ぞん

反対の意見。□遺
い

物
ぶつ

前時代から残されたもの。□陰
いん

惨
さん

陰気で暗くみじめなさま。
□隠

いん

然
ぜん

表面に立たないがどこか勢いのあるさま。□隠
いん

微
び

かすかで外からはわかり
にくいさま。□閲

えつ

歴
れき

経歴。履歴。□沿
えん

革
かく

うつりかわり。変
へん

遷
せん

。□往
おう

々
おう

ときどき。
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しばしば。□回
かい

帰
き

ひとまわりして元にもどること。□懐
かい

柔
じゅう

手なずけて自分の思
うようにさせること。□階

かい

層
そう

社会を構成する人々を職業などで分けた層。□瓦
が

解
かい

一部のくずれから全体がくずれること。□佳
か

境
きょう

最も興味を感じる部分。□確
かく

執
しつ

自己主張から起こる不和・争い。□覚
かく

者
しゃ

仏
ぶ っ だ

陀の別名。さとりをひらいた人。□画
かく

然
ぜん

区別のはっきりしているさま。□佳
か

人
じん

薄
はく

命
めい

美人はとかく短命であること。□過
か

程
てい

経過の道すじ。プロセス。□過
か

度
ど

適正な程度をこえてしまうこと。□可
か

否
ひ

賛成
と反対。物事のよしあし。□緩

かん

急
きゅう

ゆるいことときびしいこと。□歓
かん

呼
こ

喜んで大
声をあげること。□感

かん

傷
しょう

感じやすいこと。感じて悲しむこと。□勧
かん

奨
しょう

積極的に
すすめること。□歓

かん

心
しん

喜ぶ心。□間
かん

断
だん

絶え間。きれめ。□看
かん

破
ぱ

見破ること。□甘
かん

美
び

うっとりするほど快いこと。□感
かん

服
ぷく

感心して恐れ入ること。□緩
かん

慢
まん

のろいさ
ま。□還

かん

暦
れき

数え年六十一歳のこと。□起
き

因
いん

物事の起こる原因。□気
き

鋭
えい

意気がさか
んなこと。□機

き

縁
えん

きっかけ。□疑
ぎ

似
じ

本物に似てまぎらわしいこと。□机
き

上
じょう

机の
上。卓上。□既

き

成
せい

すでに世間に通用していること。□軌
き

跡
せき

ある人のたどったあと。
□帰

き

属
ぞく

組織や個人に属するものとなること。□基
き

調
ちょう

基本となるもの。基本の考
え。□詰

きつ

問
もん

相手を責めて問い詰めること。□基
き

底
てい

基礎となる部分。□究
きゅう

明
めい

深く
さぐって明らかにすること。□ 行

ぎょう

儀
ぎ

作法にそった態度。□ 胸
きょう

襟
きん

胸のうち。
□興

きょう

趣
しゅ

おもしろみ。興味。□曲
きょく

折
せつ

こみいった事情。折れ曲がること。□琴
きん

線
せん

心
の中の感じやすい部分。□吟

ぎん

味
み

念入りに調査・点検すること。□駆
く

逐
ちく

追い払うこ
と。□経

けい

緯
い

細かい事情。いきさつ。□継
けい

起
き

あいついで起こること。□迎
げい

合
ごう

人の気
に入るように調子を合わせること。□境

けい

内
だい

神社や寺の敷
しき

地
ち

の中。□傾
けい

倒
とう

うちこん
で熱中すること。□希

け

有
う

めったになくて、めずらしいさま。□懸
けん

隔
かく

かけはなれて
いること。へだたり。□顕

けん

現
げん

はっきりと形になって現れること。□堅
けん

固
ご

ことに動
じないこと。□顕

けん

在
ざい

はっきりと形に現れて存在すること。□現
げん

前
ぜん

目の前にあるこ
と。□堅

けん

牢
ろう

かたくてじょうぶなこと。□講
こう

釈
しゃく

文章の意義を説明して聞かせるこ
と。□高

こう

慢
まん

うぬぼれて人を見下すさま。□高
こう

揚
よう

精神や気分を高めること。□枯
こ

渇
かつ

水が枯れてなくなること。□雑
ざっ

踏
とう

人ごみ。□散
さん

開
かい

広がり散らばること。□参
さん

画
かく

計
画に加わること。□散

さん

策
さく

散歩。ぶらぶら歩くこと。□暫
ざん

定
てい

一時的に仮のこととし
て決めること。□参

さん

与
よ

あずかり加わること。□思
し

案
あん

あれこれと考えること。□自
じ

戒
かい

自身を戒
いまし

めて気をつけること。□時
じ

期
き

尚
しょう

早
そう

その時期に達するにはまだ早いこ
と。□試

し

行
こう

錯
さく

誤
ご

失敗を重ねながら解決へと近づくこと。□自
じ

在
ざい

支障がなく思いの
ままなさま。□私

し

淑
しゅく

ひそかにある人を尊敬し、学ぶこと。□至
し

上
じょう

絶対的でこの
上もないこと。最上。□市

し

井
せい

俗世間。世間。まち。□姿
し

態
たい

何かをしているときの
からだのようす。□自

じ

嘲
ちょう

自分で自分の行動をあざけり笑うこと。□実
じっ

体
たい

本質。
□使

し

徒
と

キリストの教えを伝える使者。□指
し

標
ひょう

目指す目標。□充
じゅう

足
そく

満ちたりるこ

□漂
ひょう

泊
はく

さまよい歩くこと。さすらうこと。□傍
ぼう

観
かん

はたで見ていること。□埋
まい

没
ぼつ

うもれかくれてしまうこと。□漫
まん

然
ぜん

目的がなくぼんやりしているようす。□無
む

造
ぞう

作
さ

気軽に考えて簡単にするさま。□鋭
えい

敏
びん

才知や才能が鋭いさま。□得
え

体
たい

本性。正
体。□円

えん

滑
かつ

物事がとどこおりなく進むさま。□懐
かい

古
こ

昔の情
じょう

緒
ちょ

などを思いなつか
しむこと。□渇

かつ

望
ぼう

切実に願い望むこと。□感
かん

慨
がい

心に深く感じること。□感
かん

銘
めい

深く
感じて忘れないこと。□驚

きょう

嘆
たん

驚き感心すること。□傑
けっ

出
しゅつ

ずばぬけて他よりすぐ
れていること。□権

けん

威
い

人を従わせる力。信頼性。□荒
こう

涼
りょう

荒れはててさびしいさ
ま。□克

こく

明
めい

細かいところまで念をいれるようす。□主
しゅ

宰
さい

中心となり人をまとめて
物事を行うこと。□触

しょく

発
はつ

物事にふれて行動などを起こすこと。□叙
じょ

述
じゅつ

考えなど
を順序だてて述べること。□衰

すい

弱
じゃく

おとろえ弱ること。□崇
すう

高
こう

気高く偉大なこと。
□精

せい

巧
こう

細工などが細部まで正確なさま。□総
そう

括
かつ

全体を見通してまとめること。
□端

たん

緒
しょ

てがかり。□陶
とう

酔
すい

心を奪われてうっとりすること。□唐
とう

突
とつ

だしぬけで違和
感を与えるさま。□徒

と

労
ろう

むだな骨おり。□判
はん

然
ぜん

はっきりしているさま。□皮
ひ

相
そう

物
事のうわべ。□不

ふ

朽
きゅう

長く滅びないで残ること。□墨
ぼく

守
しゅ

固く守って変えないこと。
□遊

ゆう

離
り

他とかけ離れて存在すること。□営
えい

為
い

人間の意識的ないとなみ・行い。
□恩

おん

恵
けい

自然や人から受ける恵み。□回
かい

顧
こ

過去のことをいろいろ思い返すこと。
□核

かく

心
しん

物事の中心となる大事な部分。□含
がん

蓄
ちく

表面に現れない深い意味や内容。
□帰

き

結
けつ

考え・議論などが最後に落ち着くところ。□忌
き

避
ひ

嫌って避けること。□空
くう

疎
そ

形ばかりで内容のないさま。□形
けい

象
しょう

視覚的なかたち。すがた。□警
けい

鐘
しょう

危険を
知らせるために打ち鳴らす鐘。□傑

けっ

作
さく

すぐれたできばえの作品。□拘
こう

泥
でい

こだわる
こと。□功

こう

利
り

功労・巧妙と利益。□鼓
こ

舞
ぶ

はげまし勢いづけること。□顧
こ

慮
りょ

あれこ
れと心を配って気にかけること。□刷

さっ

新
しん

悪い点を直し、すっかり新しくすること。
□斬

ざん

新
しん

趣
しゅ

向
こう

がきわだって新しいこと。□四
し

肢
し

両手両足。□釈
しゃく

然
ぜん

疑いが消えてさ
っぱりするさま。□秀

しゅう

逸
いつ

ずばぬけてすぐれていること。□眺
ちょう

望
ぼう

景色を見わたす
こと。見晴らし。□沈

ちん

潜
せん

落ち着いて深く没頭すること。□追
つい

随
ずい

人のしたあとを追
って行くこと。□如

にょ

実
じつ

ありのまま。□破
は

顔
がん

顔をほころばせて笑うこと。□破
は

綻
たん

物
事が駄目になること。□必

ひっ

至
し

避けることができないこと。必然。□変
へん

貌
ぼう

姿やよう
すが変わること。□隆

りゅう

盛
せい

栄えてさかんなさま。□流
る

布
ふ

世に広く知れわたること。
□連

れん

帯
たい

責任を共にして協力して事にあたること。□哀
あい

歓
かん

悲しみと喜び。□悪
あく

弊
へい

悪
いならわし。□委

い

曲
きょく

くわしい事情。□遺
い

稿
こう

死後に残された未発表の原稿。□異
い

彩
さい

きわだってすぐれているようす。□意
い

匠
しょう

くふうをこらすこと。趣向。□異
い

存
ぞん

反対の意見。□遺
い

物
ぶつ

前時代から残されたもの。□陰
いん

惨
さん

陰気で暗くみじめなさま。
□隠

いん

然
ぜん

表面に立たないがどこか勢いのあるさま。□隠
いん

微
び

かすかで外からはわかり
にくいさま。□閲

えつ

歴
れき

経歴。履歴。□沿
えん

革
かく

うつりかわり。変
へん

遷
せん

。□往
おう

々
おう

ときどき。

マントラ　現代文用語（応用レベル）マントラ　現代文用語（応用レベル）

9



別冊付録 一発合格マントラ・ヤントラ

英
語

国
語

別冊付録一発合格マントラ・ヤントラ

近
きん

身近で理解しやすいこと。□卑
ひ

下
げ

自分をいやしめ、へりくだること。□微
び

細
さい

き
わめて小さいさま。□秘

ひ

蔵
ぞう

大切にしまっておくこと。□被
ひ

膜
まく

おおい包んでいる
膜。□ 表

ひょう

象
しょう

表れたかたち。□無
ぶ

愛
あい

想
そう

ぶっきらぼうで人づき合いの悪いさま。
□腐

ふ

心
しん

ひどく心を悩ますこと。□風
ふ

情
ぜい

おもむき。ようす。□赴
ふ

任
にん

任地におもむく
こと。□憤

ふん

慨
がい

いきどおりなげくこと。□平
へい

板
ばん

単調でおもしろみのないこと。□偏
へん

愛
あい

特定の者だけを愛すること。□編
へん

纂
さん

一定の方針のもとに書物をつくること。
□変

へん

遷
せん

時がたつにつれて移り変わること。□偏
へん

重
ちょう

そればかりを特別に重んじる
こと。□片

へん

片
ぺん

ひらひらとひるがえるさま。□遍
へん

歴
れき

諸国をめぐり歩くこと。□方
ほう

策
さく

うまい方法。手段。□包
ほう

摂
せつ

ある概念が他の概念を含むこと。□保
ほ

持
じ

たもちつづけ
ること。□保

ほ

証
しょう

まちがいのないことをうけあうこと。□補
ほ

償
しょう

損害などをつぐな
うこと。□勃

ぼっ

興
こう

にわかに起こること。□発
ほっ

端
たん

事件などのはじまり。□捕
ほ

縛
ばく

つかま
えてしばること。□翻

ほん

弄
ろう

思うままにもてあそぶこと。□枚
まい

挙
きょ

一つ一つ数えあげる
こと。□磨

ま

滅
めつ

すりへること。すりへってなくなること。□無
む

援
えん

助けのないこと。
□無

む

邪
じゃ

気
き

あどけなくてかわいいようす。□名
めい

状
じょう

状態をことばで言い表すこと。
□綿

めん

密
みつ

こまかくてくわしいさま。□毛
もう

頭
とう

すこしも。全然。□模
も

倣
ほう

まねること。
□紋

もん

様
よう

模様。あや。□躍
やく

動
どう

勢いよく活動すること。□由
ゆい

緒
しょ

物事の経てきた道筋。
りっぱな来歴。□融

ゆう

解
かい

とけること。□悠
ゆう

久
きゅう

はるかに長く続くさま。永遠。□有
ゆう

事
じ

事件・戦争などが起こること。□融
ゆう

通
ずう

互いに都合をつけて賃
ちん

借
しゃく

すること。
□誘

ゆう

致
ち

さそい寄せること。□誘
ゆう

発
はつ

ある原因で他のことをさそい起こすこと。□余
よ

技
ぎ

専門でない技芸。□抑
よく

留
りゅう

むりに引きとめておくこと。□律
りち

義
ぎ

義理がたいこと。
□臨

りん

席
せき

その場に出席すること。□哀
あい

惜
せき

悲しみ惜しむこと。□威
い

圧
あつ

威光や権威など
でおさえつけること。□遺

い

棄
き

捨てておくこと。□委
い

譲
じょう

他人にゆずりまかせるこ
と。□逸

いつ

話
わ

あまり知られてない興味深い話。□慰
い

問
もん

なぐさめ見舞うこと。□英
えい

邁
まい

非常にすぐれてかしこいさま。□縁
えん

起
ぎ

物事の吉凶のきざし。□怨
えん

恨
こん

うらむこと。
□横

おう

着
ちゃく

やるべきことをやらないこと。□嘔
おう

吐
と

胃の中のものを吐くこと。□懐
かい

旧
きゅう

昔のことを思いなつかしむこと。□慨
がい

嘆
たん

嘆きいきどおること。□懐
かい

中
ちゅう

ふところ、
ポケットの中。□概

がい

評
ひょう

全体についてのだいたいの批評。□隔
かく

意
い

うちとけないよ
そよそしい気持ち。□隔

かく

絶
ぜつ

かけ離れ隔たっていること。□学
がく

閥
ばつ

同じ学校の出身者
による派閥。□禍

か

根
こん

災いの起こるもと。□仮
か

借
しゃく

見逃すこと。許すこと。□我
が

執
しゅう

自分自身の狭い考えを曲げないこと。□過
か

疎
そ

ある地域の人口が少なすぎること。
□渦

か

中
ちゅう

もめごとや事件のただ中。□喝
かっ

采
さい

手をたたき声をあげほめはやすこと。
□間

かん

隙
げき

すきま。□慣
かん

行
こう

前からのならわしとして行われること。□甘
かん

受
じゅ

甘んじて受
けること。□閑

かん

職
しょく

ひまで重要でない職。□敢
かん

然
ぜん

危険を恐れず思い切って行うさ
ま。□簡

かん

明
めい

簡単ではっきりしていること。□頑
がん

迷
めい

がんこで道理のわからないさ

と。□収
しゅう

奪
だつ

むりにうばうこと。□述
じゅっ

懐
かい

思い出を静かに述べること。□出
しゅつ

自
じ

生
まれ。出所。□首

しゅ

脳
のう

おもだった人。幹部。□需
じゅ

要
よう

買いもとめられているものの量。
□手

しゅ

練
れん

すぐれたうでまえ。□常
じょう

軌
き

ふつうのやりかた。常道。□焦
しょう

燥
そう

あせってい
らいらすること。□情

じょう

緒
ちょ

対象のまわりの味わいある雰囲気。□障
しょう

壁
へき

しきりのか
べ。妨げとなるもの。□所

しょ

業
ぎょう

おこない。悪いおこない。しわざ。ふるまい。□処
しょ

遇
ぐう

人をもてなすその仕方。待
たい

遇
ぐう

。□触
しょく

媒
ばい

自身は変化せず他の反応を促進する物
質。□所

しょ

作
さ

ふるまい。身のこなし。□所
しょ

産
さん

つくりだしうみだされたもの。□深
しん

遠
えん

予想できないほど奥深いさま。□深
しん

奥
おう

奥深いところ。□尋
じん

常
じょう

見苦しくないさま。
潔いさま。□侵

しん

食
しょく

他人の領地をおかしむしばむこと。□伸
しん

展
てん

のびひろがること。
□審

しん

美
び

美しいものと醜いものとを見分けること。□衰
すい

微
び

おとろえ弱ること。□性
せい

急
きゅう

せっかち。気みじか。□盛
せい

況
きょう

非常ににぎやかでさかんなさま。□精
せい

彩
さい

生き生
きとして元気があること。□精

せい

細
さい

くわしく細かいさま。精密。□清
せい

貧
ひん

潔白で貧乏
に安んじていること。□性

せい

癖
へき

性質のかたより。□折
せっ

衷
ちゅう

両極端をすてほどよく調
和させること。□摂

せつ

理
り

自然界の理法。□是
ぜ

認
にん

よいと認めること。□潜
せん

在
ざい

外に出な
いで内にひそんでいること。□想

そう

起
き

過ぎ去ったことを思い起こすこと。□相
そう

克
こく

相
対立するものが争うこと。□相

そう

殺
さい

差し引きゼロにすること。□荘
そう

重
ちょう

おごそかで
重々しいさま。□疎

そ

遠
えん

長い間会わず親しみがうすくなること。□疎
そ

外
がい

のけものに
すること。□遡

そ

行
こう

川をさかのぼって行くこと。□祖
そ

述
じゅつ

先人の考えを少し発展さ
せて述べること。□組

そ

成
せい

成分を合わせて組み立てること。□礎
そ

石
せき

土台石。物事の
基礎。□措

そ

置
ち

とりはからうこと。□粗
そ

野
や

がさつであらあらしいさま。□存
ぞん

外
がい

思い
のほか。案外。□太

たい

古
こ

有史以前の大昔。□台
たい

頭
とう

群を抜いて現れること。□弾
だん

圧
あつ

権
力や武力で強く抑えつけること。□嘆

たん

願
がん

事情を訴えて願いがかなうよう頼むこと。
□端

たん

正
せい

きちんと、ととのっているさま。□丹
たん

精
せい

心をこめて物事をすること。□嘆
たん

息
そく

どうにもならずにためいきをつくこと。□断
だん

腸
ちょう

腸がちぎれるほどつらく悲し
いこと。□堪

たん

能
のう

十分に満足すること・すぐれているさま。□短
たん

絡
らく

いきなり結論に
結びつけるようなこと。□弾

だん

力
りょく

情勢に応じて自由に変化できること。□恥
ち

辱
じょく

は
ずかしめ。不名誉。□超

ちょう

然
ぜん

物事にこだわらず悠
ゆう

然
ぜん

としているさま。□調
ちょう

停
てい

中に
立って和解させること。□弔

ちょう

問
もん

遺族をたずねて、おくやみを述べること。□沈
ちん

滞
たい

とどこおって意気が上がらないこと。□陳
ちん

腐
ぷ

古くさくてありふれているさま。
□体

てい

裁
さい

外見。世間体。□徹
てっ

頭
とう

徹
てつ

尾
び

始めから終わりまで。あくまでも。□伝
でん

承
しょう

風
習などを受け継ぎ伝えること。□天

てん

賦
ぷ

生まれつき。天性。□倒
とう

錯
さく

混乱のため正常
の状態でなくなること。□踏

とう

破
は

行程を歩き通すこと。□得
とく

策
さく

うまいやり方。□得
とく

心
しん

納得すること。□認
にん

可
か

みとめて許可すること。□忍
にん

従
じゅう

じっと耐えて服従する
こと。□発

はつ

揚
よう

ふるいたたせること。□彼
ひ

岸
がん

春分・秋分の日の前後各三日間。□卑
ひ
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英
語
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語
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近
きん

身近で理解しやすいこと。□卑
ひ

下
げ

自分をいやしめ、へりくだること。□微
び

細
さい

き
わめて小さいさま。□秘

ひ

蔵
ぞう

大切にしまっておくこと。□被
ひ

膜
まく

おおい包んでいる
膜。□ 表

ひょう

象
しょう

表れたかたち。□無
ぶ

愛
あい

想
そう

ぶっきらぼうで人づき合いの悪いさま。
□腐

ふ

心
しん

ひどく心を悩ますこと。□風
ふ

情
ぜい

おもむき。ようす。□赴
ふ

任
にん

任地におもむく
こと。□憤

ふん

慨
がい

いきどおりなげくこと。□平
へい

板
ばん

単調でおもしろみのないこと。□偏
へん

愛
あい

特定の者だけを愛すること。□編
へん

纂
さん

一定の方針のもとに書物をつくること。
□変

へん

遷
せん

時がたつにつれて移り変わること。□偏
へん

重
ちょう

そればかりを特別に重んじる
こと。□片

へん

片
ぺん

ひらひらとひるがえるさま。□遍
へん

歴
れき

諸国をめぐり歩くこと。□方
ほう

策
さく

うまい方法。手段。□包
ほう

摂
せつ

ある概念が他の概念を含むこと。□保
ほ

持
じ

たもちつづけ
ること。□保

ほ

証
しょう

まちがいのないことをうけあうこと。□補
ほ

償
しょう

損害などをつぐな
うこと。□勃

ぼっ

興
こう

にわかに起こること。□発
ほっ

端
たん

事件などのはじまり。□捕
ほ

縛
ばく

つかま
えてしばること。□翻

ほん

弄
ろう

思うままにもてあそぶこと。□枚
まい

挙
きょ

一つ一つ数えあげる
こと。□磨

ま

滅
めつ

すりへること。すりへってなくなること。□無
む

援
えん

助けのないこと。
□無

む

邪
じゃ

気
き

あどけなくてかわいいようす。□名
めい

状
じょう

状態をことばで言い表すこと。
□綿

めん

密
みつ

こまかくてくわしいさま。□毛
もう

頭
とう

すこしも。全然。□模
も

倣
ほう

まねること。
□紋

もん

様
よう

模様。あや。□躍
やく

動
どう

勢いよく活動すること。□由
ゆい

緒
しょ

物事の経てきた道筋。
りっぱな来歴。□融

ゆう

解
かい

とけること。□悠
ゆう

久
きゅう

はるかに長く続くさま。永遠。□有
ゆう

事
じ

事件・戦争などが起こること。□融
ゆう

通
ずう

互いに都合をつけて賃
ちん

借
しゃく

すること。
□誘

ゆう

致
ち

さそい寄せること。□誘
ゆう

発
はつ

ある原因で他のことをさそい起こすこと。□余
よ

技
ぎ

専門でない技芸。□抑
よく

留
りゅう

むりに引きとめておくこと。□律
りち

義
ぎ

義理がたいこと。
□臨

りん

席
せき

その場に出席すること。□哀
あい

惜
せき

悲しみ惜しむこと。□威
い

圧
あつ

威光や権威など
でおさえつけること。□遺

い

棄
き

捨てておくこと。□委
い

譲
じょう

他人にゆずりまかせるこ
と。□逸

いつ

話
わ

あまり知られてない興味深い話。□慰
い

問
もん

なぐさめ見舞うこと。□英
えい

邁
まい

非常にすぐれてかしこいさま。□縁
えん

起
ぎ

物事の吉凶のきざし。□怨
えん

恨
こん

うらむこと。
□横

おう

着
ちゃく

やるべきことをやらないこと。□嘔
おう

吐
と

胃の中のものを吐くこと。□懐
かい

旧
きゅう

昔のことを思いなつかしむこと。□慨
がい

嘆
たん

嘆きいきどおること。□懐
かい

中
ちゅう

ふところ、
ポケットの中。□概

がい

評
ひょう

全体についてのだいたいの批評。□隔
かく

意
い

うちとけないよ
そよそしい気持ち。□隔

かく

絶
ぜつ

かけ離れ隔たっていること。□学
がく

閥
ばつ

同じ学校の出身者
による派閥。□禍

か

根
こん

災いの起こるもと。□仮
か

借
しゃく

見逃すこと。許すこと。□我
が

執
しゅう

自分自身の狭い考えを曲げないこと。□過
か

疎
そ

ある地域の人口が少なすぎること。
□渦

か

中
ちゅう

もめごとや事件のただ中。□喝
かっ

采
さい

手をたたき声をあげほめはやすこと。
□間

かん

隙
げき

すきま。□慣
かん

行
こう

前からのならわしとして行われること。□甘
かん

受
じゅ

甘んじて受
けること。□閑

かん

職
しょく

ひまで重要でない職。□敢
かん

然
ぜん

危険を恐れず思い切って行うさ
ま。□簡

かん

明
めい

簡単ではっきりしていること。□頑
がん

迷
めい

がんこで道理のわからないさ

と。□収
しゅう

奪
だつ

むりにうばうこと。□述
じゅっ

懐
かい

思い出を静かに述べること。□出
しゅつ

自
じ

生
まれ。出所。□首

しゅ

脳
のう

おもだった人。幹部。□需
じゅ

要
よう

買いもとめられているものの量。
□手

しゅ

練
れん

すぐれたうでまえ。□常
じょう

軌
き

ふつうのやりかた。常道。□焦
しょう

燥
そう

あせってい
らいらすること。□情

じょう

緒
ちょ

対象のまわりの味わいある雰囲気。□障
しょう

壁
へき

しきりのか
べ。妨げとなるもの。□所

しょ

業
ぎょう

おこない。悪いおこない。しわざ。ふるまい。□処
しょ

遇
ぐう

人をもてなすその仕方。待
たい

遇
ぐう

。□触
しょく

媒
ばい

自身は変化せず他の反応を促進する物
質。□所

しょ

作
さ

ふるまい。身のこなし。□所
しょ

産
さん

つくりだしうみだされたもの。□深
しん

遠
えん

予想できないほど奥深いさま。□深
しん

奥
おう

奥深いところ。□尋
じん

常
じょう

見苦しくないさま。
潔いさま。□侵

しん

食
しょく

他人の領地をおかしむしばむこと。□伸
しん

展
てん

のびひろがること。
□審

しん

美
び

美しいものと醜いものとを見分けること。□衰
すい

微
び

おとろえ弱ること。□性
せい

急
きゅう

せっかち。気みじか。□盛
せい

況
きょう

非常ににぎやかでさかんなさま。□精
せい

彩
さい

生き生
きとして元気があること。□精

せい

細
さい

くわしく細かいさま。精密。□清
せい

貧
ひん

潔白で貧乏
に安んじていること。□性

せい

癖
へき

性質のかたより。□折
せっ

衷
ちゅう

両極端をすてほどよく調
和させること。□摂

せつ

理
り

自然界の理法。□是
ぜ

認
にん

よいと認めること。□潜
せん

在
ざい

外に出な
いで内にひそんでいること。□想

そう

起
き

過ぎ去ったことを思い起こすこと。□相
そう

克
こく

相
対立するものが争うこと。□相

そう

殺
さい

差し引きゼロにすること。□荘
そう

重
ちょう

おごそかで
重々しいさま。□疎

そ

遠
えん

長い間会わず親しみがうすくなること。□疎
そ

外
がい

のけものに
すること。□遡

そ

行
こう

川をさかのぼって行くこと。□祖
そ

述
じゅつ

先人の考えを少し発展さ
せて述べること。□組

そ

成
せい

成分を合わせて組み立てること。□礎
そ

石
せき

土台石。物事の
基礎。□措

そ

置
ち

とりはからうこと。□粗
そ

野
や

がさつであらあらしいさま。□存
ぞん

外
がい

思い
のほか。案外。□太

たい

古
こ

有史以前の大昔。□台
たい

頭
とう

群を抜いて現れること。□弾
だん

圧
あつ

権
力や武力で強く抑えつけること。□嘆

たん

願
がん

事情を訴えて願いがかなうよう頼むこと。
□端

たん

正
せい

きちんと、ととのっているさま。□丹
たん

精
せい

心をこめて物事をすること。□嘆
たん

息
そく

どうにもならずにためいきをつくこと。□断
だん

腸
ちょう

腸がちぎれるほどつらく悲し
いこと。□堪

たん

能
のう

十分に満足すること・すぐれているさま。□短
たん

絡
らく

いきなり結論に
結びつけるようなこと。□弾

だん

力
りょく

情勢に応じて自由に変化できること。□恥
ち

辱
じょく

は
ずかしめ。不名誉。□超

ちょう

然
ぜん

物事にこだわらず悠
ゆう

然
ぜん

としているさま。□調
ちょう

停
てい

中に
立って和解させること。□弔

ちょう

問
もん

遺族をたずねて、おくやみを述べること。□沈
ちん

滞
たい

とどこおって意気が上がらないこと。□陳
ちん

腐
ぷ

古くさくてありふれているさま。
□体

てい

裁
さい

外見。世間体。□徹
てっ

頭
とう

徹
てつ

尾
び

始めから終わりまで。あくまでも。□伝
でん

承
しょう

風
習などを受け継ぎ伝えること。□天

てん

賦
ぷ

生まれつき。天性。□倒
とう

錯
さく

混乱のため正常
の状態でなくなること。□踏

とう

破
は

行程を歩き通すこと。□得
とく

策
さく

うまいやり方。□得
とく

心
しん

納得すること。□認
にん

可
か

みとめて許可すること。□忍
にん

従
じゅう

じっと耐えて服従する
こと。□発

はつ

揚
よう

ふるいたたせること。□彼
ひ

岸
がん

春分・秋分の日の前後各三日間。□卑
ひ
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英
語

国
語

別冊付録一発合格マントラ・ヤントラ

□完
かん

遂
すい

─成
じょうじゅ

就 □虚
きょ

構
こう

─架
か

空
くう

□屈
くっきょう

強─頑
がん

健
けん

□傑
けっしゅつ

出─卓
たく

抜
ばつ

□混
こん

乱
らん

─紛
ふんきゅう

糾
□省
しょうりゃく

略─割
かつ

愛
あい

□疎
そ

外
がい

─排
はい

斥
せき

□滞
たい

在
ざい

─駐
ちゅうりゅう

留 □不
ふ

意
い

─唐
とう

突
とつ

□普
ふきゅう

及─流
る

布
ふ

□面
めん

倒
どう

─厄
やっ

介
かい

□没
ぼっ

頭
とう

─専
せん

念
ねん

□流
る

浪
ろう

─漂
ひょうはく

泊 □歴
れき

然
ぜん

─顕
けん

著
ちょ

□朗
ろう

報
ほう

─福
ふく

音
いん

□固
こ

執
しつ

─拘
こう

泥
でい

□一
いっ

切
さい

─万
ばん

事
じ

□欲
よく

望
ぼう

─煩
ぼん

悩
のう

□容
よう

赦
しゃ

─寛
かん

恕
じょ

□匹
ひっ

敵
てき

─比
ひ

肩
けん

□懐
かいじゅう

柔─篭
ろう

絡
らく

□封
ふう

鎖
さ

─閉
へい

塞
そく

□無
む

視
し

─黙
もく

殺
さつ

□億
おっ

劫
くう

─大
たい

儀
ぎ

□続
ぞくしゅつ

出─頻
ひん

発
ぱつ

□消
しょうきょ

去─払
ふっしょく

拭 □世
せ

話
わ

─斡
あっ

旋
せん

□高
こう

慢
まん

─不
ふ

遜
そん

□洪
こう

水
ずい

─氾
はん

濫
らん

□工
く

面
めん

─捻
ねんしゅつ

出
□逆
ぎゃくじょう

上─激
げき

昂
こう

□清
せい

楚
そ

─可
か

憐
れん

□秘
ひ

匿
とく

─隠
いん

蔽
ぺい

□崩
ほう

壊
かい

─瓦
が

解
かい

□矛
むじゅん

盾─撞
どうちゃく

着
□突

とつ

如
じょ

─忽
こつ

然
ぜん

□強
きょうこ

固─堅
けん

牢
ろう

□極
ごく

意
い

─秘
ひ

訣
けつ

□傾
けい

斜
しゃ

─勾
こう

配
ばい

□収
しゅうだつ

奪─搾
さく

取
しゅ

□欠
けっ

点
てん

─短
たん

所
しょ

□向
こうじょう

上─進
しん

歩
ぽ

□最
さい

期
ご

─臨
りんじゅう

終 □次
し

第
だい

─順
じゅんじょ

序 □使
し

命
めい

─任
にん

務
む

□盛
せい

衰
すい

─興
こう

廃
はい

□親
しん

友
ゆう

─知
ち

己
き

□善
ぜん

戦
せん

─健
けん

闘
とう

□奇
き

抜
ばつ

─突
とっ

飛
ぴ

□列
れっ

挙
きょ

─羅
ら

列
れつ

□追
ついじゅう

従─追
つい

随
ずい

□発
はつ

議
ぎ

─提
てい

案
あん

□快
かい

活
かつ

─明
めい

朗
ろう

□同
どうりょう

僚─同
どう

輩
はい

□一
いっ

新
しん

─刷
さっ

新
しん

□完
かん

全
ぜん

─無
む

欠
けつ

□気
き

分
ぶん

─機
き

嫌
げん

□座
ざ

視
し

─傍
ぼう

観
かん

□対
たい

価
か

─報
ほうしゅう

酬 □本
ほん

復
ぷく

─快
かい

癒
ゆ

□恐
きょうかつ

喝─威
い

嚇
かく

□対
たい

等
とう

─互
ご

角
かく

□出
しゅっぽん

奔─逐
ちく

電
でん

□手
て

当
あて

─報
ほうしゅう

酬 □高
こう

低
てい

─起
き

伏
ふく

□従
じゅうじゅん

順─恭
きょうじゅん

順 □舶
はく

来
らい

─舶
はく

載
さい

□綿
めん

密
みつ

─精
せい

密
みつ

□勘
かん

弁
べん

─堪
かん

忍
にん

□削
さく

除
じょ

─抹
まっしょう

消
□結

けっ

婚
こん

─婚
こん

姻
いん

□事
じ

前
ぜん

─未
み

然
ぜん

□失
しつ

意
い

─落
らく

胆
たん

□念
ねん

願
がん

─本
ほん

懐
かい

□免
めんしょく

職─罷
ひ

免
めん

□仮
かしゃく

借─容
よう

赦
しゃ

□育
いく

成
せい

─培
ばい

養
よう

□苦
く

労
ろう

─難
なんじゅう

渋 □容
よう

態
だい

─症
しょうじょう

状 □模
も

倣
ほう

─模
も

擬
ぎ

□排
はい

斥
せき

─疎
そ

外
がい

□周
しゅうゆう

遊─遍
へん

歴
れき

□薄
はくじょう

情─冷
れい

淡
たん

□偏
へん

屈
くつ

─頑
がん

迷
めい

□残
ざん

存
ぞん

─余
よじょう

剰
□描
びょうしゃ

写─叙
じょじゅつ

述 □富
ふう

貴
き

─裕
ゆう

福
ふく

□操
そうぎょう

業─稼
か

働
どう

□暗
あん

示
じ

─示
し

唆
さ

□上
じょうひん

品─高
こうしょう

尚
□犠

ぎ

牲
せい

─献
けん

身
しん

□深
しん

慮
りょ

─遠
えん

謀
ぼう

□育
いく

成
せい

─培
ばい

養
よう

□処
しょ

罰
ばつ

─懲
ちょうかい

戒 □不
ぶしょう

精─怠
たい

惰
だ

□催
さいそく

促─督
とくそく

促 □核
かく

心
しん

─中
ちゅうすう

枢 □媒
ばい

介
かい

─周
しゅうせん

旋 □手
て

足
あし

─四
し

肢
し

□平
へい

凡
ぼん

─凡
ぼん

庸
よう

□動
どう

作
さ

─挙
きょ

動
どう

□緩
かん

慢
まん

─悠
ゆうちょう

長 □敬
けい

慕
ぼ

─崇
すう

拝
はい

□受
じゅ

胎
たい

─妊
にん

娠
しん

□詩
しい

歌
か

─韻
いん

文
ぶん

□愛
あい

護
ご

⇔虐
ぎゃくたい

待 □哀
あい

楽
らく

⇔喜
き

怒
ど

□暁
あかつき

⇔黄
たそ

昏
がれ

□悪
あく

運
うん

⇔幸
こう

運
うん

□悪
あく

事
じ

⇔善
ぜん

事
じ

□齷
あく

齪
せく

⇔悠
ゆう

々
ゆう

□悪
あく

政
せい

⇔善
ぜん

政
せい

□悪
あくひょう

評⇔好
こうひょう

評 □悪
あく

天
てん

⇔好
こう

天
てん

□悪
あく

風
ふう

⇔美
び

風
ふう

□悪
あく

文
ぶん

⇔名
めい

文
ぶん

□朝
あさがすみ

霞⇔夕
ゆうがすみ

霞 □彼
あちら

方⇔此
こちら

方 □暗
あん

算
ざん

⇔筆
ひっ

算
さん

□暗
あん

愚
ぐ

⇔賢
けん

明
めい

□暗
あん

黒
こく

⇔光
こうみょう

明 □安
あん

心
しん

⇔心
しん

配
ぱい

□案
あん

の定
じょう

⇔案
あん

外
がい

□安
あん

定
てい

⇔不
ふ

安
あん

定
てい

□安
あん

定
てい

⇔変
へん

動
どう

□安
あん

楽
らく

⇔苦
く

労
ろう

□威
い

圧
あつ

⇔懐
かいじゅう

柔 □一
いっ

括
かつ

⇔分
ぶん

割
かつ

□粋
いき

⇔野
や

暮
ぼ

□異
い

義
ぎ

⇔同
どう

義
ぎ

□異
いきょう

郷⇔故
こきょう

郷 □委
い

細
さい

⇔概
がいりゃく

略 □意
い

字
じ

⇔音
おん

字
じ

□遺
い

失
しつ

⇔取
しゅ

得
とく

□萎
いしゅく

縮⇔伸
しんちょう

長
□移

いしゅつ

出⇔移
いにゅう

入 □異
いじょう

常⇔正
せいじょう

常 □偉
い

人
じん

⇔凡
ぼん

人
じん

□異
い

族
ぞく

⇔同
どう

族
ぞく

□已
い

然
ぜん

⇔未
み

然
ぜん

□委
い

託
たく

⇔受
じゅ

託
たく

□一
ひと

言
こと

⇔多
た

言
げん

□一
いち

事
じ

⇔万
ばん

事
じ

□一
いち

時
じ

⇔常
じょうじ

時 □一
いち

代
だい

⇔永
えい

代
だい

□一
いち

瞥
べつ

⇔熟
じゅくし

視 □一
いち

面
めん

⇔多
た

面
めん

□一
いっ

致
ち

⇔相
そう

違
い

□一
いっ

定
てい

⇔不
ふ

定
てい

□移
い

動
どう

⇔固
こ

定
てい

マントラ　対義語

ま。□慣
かん

例
れい

しきたり。ならわし。□基
き

幹
かん

中心となるもの。□希
き

代
たい

非常にめずらし
いこと。□窮

きゅう

余
よ

苦しまぎれ。□恐
きょう

慌
こう

恐れあわてること。□虚
きょ

栄
えい

心
しん

みえをはる心。
うわべを飾る心。□苦

く

慮
りょ

考え苦しむこと。□啓
けい

発
はつ

知識を与え教え導くこと。□嫌
けん

疑
ぎ

うたがわしいこと。□厳
げん

粛
しゅく

おごそかでつつしみ深いさま。□功
こう

罪
ざい

よい点と悪
い点。□高

こう

尚
しょう

上品で程度が高いさま。□巧
こう

遅
ち

上手であるが遅いこと。□公
こう

憤
ふん

社
会の悪に対するいきどおり。□固

こ

辞
じ

かたく辞退すること。□左
さ

遷
せん

それまでより低
い地位につけること。□斬

ざん

罪
ざい

打ち首。□慈
じ

愛
あい

いつくしみ愛すこと。□雌
し

伏
ふく

活躍す
る機会を待ちながら力を養うこと。□雌

し

雄
ゆう

優劣。勝負。□収
しゅう

賄
わい

わいろを受け取
ること。□趣

しゅ

向
こう

おもしろい工夫・考案。□出
すい

納
とう

金銭などの出し入れ。□聖
せい

域
いき

侵し
てはならない神聖な地域。□晴

せい

耕
こう

雨
う

読
どく

自由な境遇を楽しみながら生活すること。
□精
せい

髄
ずい

物事のいちばん大切なところ。□清
せい

廉
れん

心が清く私欲のないさま。□惜
せき

別
べつ

わ
かれを惜しむこと。□世

せ

襲
しゅう

子が親の仕事などを代々受け継ぐこと。□専
せん

横
おう

わが
ままで横暴なさま。□善

ぜん

処
しょ

適切にとりはからうこと。□草
そう

創
そう

事業などのはじめ。
□疎

そ

通
つう

両者にわからない点や誤解のないこと。□尊
そん

厳
げん

とうとくおごそかなさま。
□貸

たい

借
しゃく

貸すことと借りること。□陶
とう

冶
や

才能や性格をきたえ養うこと。□波
は

及
きゅう

し
だいに影響が広がり伝わっていくこと。□舶

はく

来
らい

外国から運んで来ること。□酷
こく

似
じ

きわめてよく似ていること。□骨
こっ

頂
ちょう

この上ないこと。□古
こ

色
しょく

古びた色つや。
□糊

こ

塗
と

一時しのぎにうわべを取りつくろうこと。□魂
こん

胆
たん

よくない考え。たくらみ。
□裁

さい

断
だん

型に合わせて布を断つこと。

□平
へい

穏
おん

─安
あん

寧
ねい

□互
ご

角
かく

─伯
はくちゅう

仲 □阻
そ

害
がい

─邪
じゃ

魔
ま

□調
ちょうわ

和─均
きん

衡
こう

□無
ぶ

事
じ

─安
あん

泰
たい

□交
こうしょう

渉─折
せっしょう

衝 □残
ざん

念
ねん

─遺
い

憾
かん

□熟
じゅくち

知─通
つうぎょう

暁 □心
しん

配
ぱい

─懸
け

念
ねん

□扇
せん

動
どう

─挑
ちょうはつ

発
□難

なん

点
てん

─欠
けっ

陥
かん

□回
かい

復
ふく

─治
ち

癒
ゆ

□危
き

機
き

─窮
きゅうち

地 □祝
しゅくふく

福─慶
けい

賀
が

□奮
ふん

戦
せん

─敢
かん

闘
とう

□功
こうみょう

名─殊
しゅ

勲
くん

□永
えい

遠
えん

─悠
ゆうきゅう

久 □回
かい

顧
こ

─追
つい

憶
おく

□抄
しょうろく

録─抜
ばっ

粋
すい

□豪
ごう

放
ほう

─大
だいたん

胆
□心

しんすい

酔─傾
けいとう

倒 □無
む

口
くち

─寡
か

黙
もく

□貧
びんぼう

乏─困
こんきゅう

窮 □死
し

亡
ぼう

─逝
せいきょ

去 □暗
あん

示
じ

─示
し

唆
さ

□我
が

慢
まん

─忍
にんたい

耐 □悪
あくしゅう

習─弊
へいふう

風 □頑
がんめい

迷─偏
へんくつ

屈 □干
かんしょう

渉─介
かいにゅう

入 □撲
ぼくめつ

滅─根
こんぜつ

絶
□解

かい

雇
こ

─罷
ひ

免
めん

□寄
き

与
よ

─貢
こうけん

献 □酌
しゃくりょう

量─考
こうりょ

慮 □輸
ゆ

送
そう

─運
うんぱん

搬 □妥
だ

当
とう

─適
てきせつ

切
□翼

よく

下
か

─傘
さん

下
か

□荘
そうちょう

重─厳
げんしゅく

粛 □困
こん

苦
く

─辛
しんさん

酸 □措
そ

置
ち

─処
しょ

理
り

□調
ちょうてい

停─仲
ちゅうさい

裁
□激

げきれい

励─鼓
こ

舞
ぶ

□進
しんてい

呈─寄
き

贈
ぞう

□普
ふ

通
つう

─尋
じんじょう

常 □起
き

源
げん

─発
はっしょう

祥 □変
へんせん

遷─推
すい

移
い

□抜
ばつぐん

群─屈
くっ

指
し

□清
せいれん

廉─潔
けっぱく

白 □公
こうひょう

表─披
ひ

露
ろう

□計
けいりゃく

略─策
さくぼう

謀 □任
にん

務
む

─役
やく

目
め

□背
はい

後
ご

─後
こう

方
ほう

□値
ね

段
だん

─価
か

格
かく

□賛
さん

成
せい

─同
どう

意
い

□宣
せん

伝
でん

─広
こう

告
こく

□発
はっ

展
てん

─進
しん

歩
ぽ
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英
語

国
語

別冊付録一発合格マントラ・ヤントラ

□完
かん

遂
すい

─成
じょうじゅ

就 □虚
きょ

構
こう

─架
か

空
くう

□屈
くっきょう

強─頑
がん

健
けん

□傑
けっしゅつ

出─卓
たく

抜
ばつ

□混
こん

乱
らん

─紛
ふんきゅう

糾
□省
しょうりゃく

略─割
かつ

愛
あい

□疎
そ

外
がい

─排
はい

斥
せき

□滞
たい

在
ざい

─駐
ちゅうりゅう

留 □不
ふ

意
い

─唐
とう

突
とつ

□普
ふきゅう

及─流
る

布
ふ

□面
めん

倒
どう

─厄
やっ

介
かい

□没
ぼっ

頭
とう

─専
せん

念
ねん

□流
る

浪
ろう

─漂
ひょうはく

泊 □歴
れき

然
ぜん

─顕
けん

著
ちょ

□朗
ろう

報
ほう

─福
ふく

音
いん

□固
こ

執
しつ

─拘
こう

泥
でい

□一
いっ

切
さい

─万
ばん

事
じ

□欲
よく

望
ぼう

─煩
ぼん

悩
のう

□容
よう

赦
しゃ

─寛
かん

恕
じょ

□匹
ひっ

敵
てき

─比
ひ

肩
けん

□懐
かいじゅう

柔─篭
ろう

絡
らく

□封
ふう

鎖
さ

─閉
へい

塞
そく

□無
む

視
し

─黙
もく

殺
さつ

□億
おっ

劫
くう

─大
たい

儀
ぎ

□続
ぞくしゅつ

出─頻
ひん

発
ぱつ

□消
しょうきょ

去─払
ふっしょく

拭 □世
せ

話
わ

─斡
あっ

旋
せん

□高
こう

慢
まん

─不
ふ

遜
そん

□洪
こう

水
ずい

─氾
はん

濫
らん

□工
く

面
めん

─捻
ねんしゅつ

出
□逆
ぎゃくじょう

上─激
げき

昂
こう

□清
せい

楚
そ

─可
か

憐
れん

□秘
ひ

匿
とく

─隠
いん

蔽
ぺい

□崩
ほう

壊
かい

─瓦
が

解
かい

□矛
むじゅん

盾─撞
どうちゃく

着
□突

とつ

如
じょ

─忽
こつ

然
ぜん

□強
きょうこ

固─堅
けん

牢
ろう

□極
ごく

意
い

─秘
ひ

訣
けつ

□傾
けい

斜
しゃ

─勾
こう

配
ばい

□収
しゅうだつ

奪─搾
さく

取
しゅ

□欠
けっ

点
てん

─短
たん

所
しょ

□向
こうじょう

上─進
しん

歩
ぽ

□最
さい

期
ご

─臨
りんじゅう

終 □次
し

第
だい

─順
じゅんじょ

序 □使
し

命
めい

─任
にん

務
む

□盛
せい

衰
すい

─興
こう

廃
はい

□親
しん

友
ゆう

─知
ち

己
き

□善
ぜん

戦
せん

─健
けん

闘
とう

□奇
き

抜
ばつ

─突
とっ

飛
ぴ

□列
れっ

挙
きょ

─羅
ら

列
れつ

□追
ついじゅう

従─追
つい

随
ずい

□発
はつ

議
ぎ

─提
てい

案
あん

□快
かい

活
かつ

─明
めい

朗
ろう

□同
どうりょう

僚─同
どう

輩
はい

□一
いっ

新
しん

─刷
さっ

新
しん

□完
かん

全
ぜん

─無
む

欠
けつ

□気
き

分
ぶん

─機
き

嫌
げん

□座
ざ

視
し

─傍
ぼう

観
かん

□対
たい

価
か

─報
ほうしゅう

酬 □本
ほん

復
ぷく

─快
かい

癒
ゆ

□恐
きょうかつ

喝─威
い

嚇
かく

□対
たい

等
とう

─互
ご

角
かく

□出
しゅっぽん

奔─逐
ちく

電
でん

□手
て

当
あて

─報
ほうしゅう

酬 □高
こう

低
てい

─起
き

伏
ふく

□従
じゅうじゅん

順─恭
きょうじゅん

順 □舶
はく

来
らい

─舶
はく

載
さい

□綿
めん

密
みつ

─精
せい

密
みつ

□勘
かん

弁
べん

─堪
かん

忍
にん

□削
さく

除
じょ

─抹
まっしょう

消
□結

けっ

婚
こん

─婚
こん

姻
いん

□事
じ

前
ぜん

─未
み

然
ぜん

□失
しつ

意
い

─落
らく

胆
たん

□念
ねん

願
がん

─本
ほん

懐
かい

□免
めんしょく

職─罷
ひ

免
めん

□仮
かしゃく

借─容
よう

赦
しゃ

□育
いく

成
せい

─培
ばい

養
よう

□苦
く

労
ろう

─難
なんじゅう

渋 □容
よう

態
だい

─症
しょうじょう

状 □模
も

倣
ほう

─模
も

擬
ぎ

□排
はい

斥
せき

─疎
そ

外
がい

□周
しゅうゆう

遊─遍
へん

歴
れき

□薄
はくじょう

情─冷
れい

淡
たん

□偏
へん

屈
くつ

─頑
がん

迷
めい

□残
ざん

存
ぞん

─余
よじょう

剰
□描
びょうしゃ

写─叙
じょじゅつ

述 □富
ふう

貴
き

─裕
ゆう

福
ふく

□操
そうぎょう

業─稼
か

働
どう

□暗
あん

示
じ

─示
し

唆
さ

□上
じょうひん

品─高
こうしょう

尚
□犠

ぎ

牲
せい

─献
けん

身
しん

□深
しん

慮
りょ

─遠
えん

謀
ぼう

□育
いく

成
せい

─培
ばい

養
よう

□処
しょ

罰
ばつ

─懲
ちょうかい

戒 □不
ぶしょう

精─怠
たい

惰
だ

□催
さいそく

促─督
とくそく

促 □核
かく

心
しん

─中
ちゅうすう

枢 □媒
ばい

介
かい

─周
しゅうせん

旋 □手
て

足
あし

─四
し

肢
し

□平
へい

凡
ぼん

─凡
ぼん

庸
よう

□動
どう

作
さ

─挙
きょ

動
どう

□緩
かん

慢
まん

─悠
ゆうちょう

長 □敬
けい

慕
ぼ

─崇
すう

拝
はい

□受
じゅ

胎
たい

─妊
にん

娠
しん

□詩
しい

歌
か

─韻
いん

文
ぶん

□愛
あい

護
ご

⇔虐
ぎゃくたい

待 □哀
あい

楽
らく

⇔喜
き

怒
ど

□暁
あかつき

⇔黄
たそ

昏
がれ

□悪
あく

運
うん

⇔幸
こう

運
うん

□悪
あく

事
じ

⇔善
ぜん

事
じ

□齷
あく

齪
せく

⇔悠
ゆう

々
ゆう

□悪
あく

政
せい

⇔善
ぜん

政
せい

□悪
あくひょう

評⇔好
こうひょう

評 □悪
あく

天
てん

⇔好
こう

天
てん

□悪
あく

風
ふう

⇔美
び

風
ふう

□悪
あく

文
ぶん

⇔名
めい

文
ぶん

□朝
あさがすみ

霞⇔夕
ゆうがすみ

霞 □彼
あちら

方⇔此
こちら

方 □暗
あん

算
ざん

⇔筆
ひっ

算
さん

□暗
あん

愚
ぐ

⇔賢
けん

明
めい

□暗
あん

黒
こく

⇔光
こうみょう

明 □安
あん

心
しん

⇔心
しん

配
ぱい

□案
あん

の定
じょう

⇔案
あん

外
がい

□安
あん

定
てい

⇔不
ふ

安
あん

定
てい

□安
あん

定
てい

⇔変
へん

動
どう

□安
あん

楽
らく

⇔苦
く

労
ろう

□威
い

圧
あつ

⇔懐
かいじゅう

柔 □一
いっ

括
かつ

⇔分
ぶん

割
かつ

□粋
いき

⇔野
や

暮
ぼ

□異
い

義
ぎ

⇔同
どう

義
ぎ

□異
いきょう

郷⇔故
こきょう

郷 □委
い

細
さい

⇔概
がいりゃく

略 □意
い

字
じ

⇔音
おん

字
じ

□遺
い

失
しつ

⇔取
しゅ

得
とく

□萎
いしゅく

縮⇔伸
しんちょう

長
□移

いしゅつ

出⇔移
いにゅう

入 □異
いじょう

常⇔正
せいじょう

常 □偉
い

人
じん

⇔凡
ぼん

人
じん

□異
い

族
ぞく

⇔同
どう

族
ぞく

□已
い

然
ぜん

⇔未
み

然
ぜん

□委
い

託
たく

⇔受
じゅ

託
たく

□一
ひと

言
こと

⇔多
た

言
げん

□一
いち

事
じ

⇔万
ばん

事
じ

□一
いち

時
じ

⇔常
じょうじ

時 □一
いち

代
だい

⇔永
えい

代
だい

□一
いち

瞥
べつ

⇔熟
じゅくし

視 □一
いち

面
めん

⇔多
た

面
めん

□一
いっ

致
ち

⇔相
そう

違
い

□一
いっ

定
てい

⇔不
ふ

定
てい

□移
い

動
どう

⇔固
こ

定
てい

マントラ　対義語

ま。□慣
かん

例
れい

しきたり。ならわし。□基
き

幹
かん

中心となるもの。□希
き

代
たい

非常にめずらし
いこと。□窮

きゅう

余
よ

苦しまぎれ。□恐
きょう

慌
こう

恐れあわてること。□虚
きょ

栄
えい

心
しん

みえをはる心。
うわべを飾る心。□苦

く

慮
りょ

考え苦しむこと。□啓
けい

発
はつ

知識を与え教え導くこと。□嫌
けん

疑
ぎ

うたがわしいこと。□厳
げん

粛
しゅく

おごそかでつつしみ深いさま。□功
こう

罪
ざい

よい点と悪
い点。□高

こう

尚
しょう

上品で程度が高いさま。□巧
こう

遅
ち

上手であるが遅いこと。□公
こう

憤
ふん

社
会の悪に対するいきどおり。□固

こ

辞
じ

かたく辞退すること。□左
さ

遷
せん

それまでより低
い地位につけること。□斬

ざん

罪
ざい

打ち首。□慈
じ

愛
あい

いつくしみ愛すこと。□雌
し

伏
ふく

活躍す
る機会を待ちながら力を養うこと。□雌

し

雄
ゆう

優劣。勝負。□収
しゅう

賄
わい

わいろを受け取
ること。□趣

しゅ

向
こう

おもしろい工夫・考案。□出
すい

納
とう

金銭などの出し入れ。□聖
せい

域
いき

侵し
てはならない神聖な地域。□晴

せい

耕
こう

雨
う

読
どく

自由な境遇を楽しみながら生活すること。
□精
せい

髄
ずい

物事のいちばん大切なところ。□清
せい

廉
れん

心が清く私欲のないさま。□惜
せき

別
べつ

わ
かれを惜しむこと。□世

せ

襲
しゅう

子が親の仕事などを代々受け継ぐこと。□専
せん

横
おう

わが
ままで横暴なさま。□善

ぜん

処
しょ

適切にとりはからうこと。□草
そう

創
そう

事業などのはじめ。
□疎

そ

通
つう

両者にわからない点や誤解のないこと。□尊
そん

厳
げん

とうとくおごそかなさま。
□貸

たい

借
しゃく

貸すことと借りること。□陶
とう

冶
や

才能や性格をきたえ養うこと。□波
は

及
きゅう

し
だいに影響が広がり伝わっていくこと。□舶

はく

来
らい

外国から運んで来ること。□酷
こく

似
じ

きわめてよく似ていること。□骨
こっ

頂
ちょう

この上ないこと。□古
こ

色
しょく

古びた色つや。
□糊

こ

塗
と

一時しのぎにうわべを取りつくろうこと。□魂
こん

胆
たん

よくない考え。たくらみ。
□裁

さい

断
だん

型に合わせて布を断つこと。

□平
へい

穏
おん

─安
あん

寧
ねい

□互
ご

角
かく

─伯
はくちゅう

仲 □阻
そ

害
がい

─邪
じゃ

魔
ま

□調
ちょうわ

和─均
きん

衡
こう

□無
ぶ

事
じ

─安
あん

泰
たい

□交
こうしょう

渉─折
せっしょう

衝 □残
ざん

念
ねん

─遺
い

憾
かん

□熟
じゅくち

知─通
つうぎょう

暁 □心
しん

配
ぱい

─懸
け

念
ねん

□扇
せん

動
どう

─挑
ちょうはつ

発
□難

なん

点
てん

─欠
けっ

陥
かん

□回
かい

復
ふく

─治
ち

癒
ゆ

□危
き

機
き

─窮
きゅうち

地 □祝
しゅくふく

福─慶
けい

賀
が

□奮
ふん

戦
せん

─敢
かん

闘
とう

□功
こうみょう

名─殊
しゅ

勲
くん

□永
えい

遠
えん

─悠
ゆうきゅう

久 □回
かい

顧
こ

─追
つい

憶
おく

□抄
しょうろく

録─抜
ばっ

粋
すい

□豪
ごう

放
ほう

─大
だいたん

胆
□心

しんすい

酔─傾
けいとう

倒 □無
む

口
くち

─寡
か

黙
もく

□貧
びんぼう

乏─困
こんきゅう

窮 □死
し

亡
ぼう

─逝
せいきょ

去 □暗
あん

示
じ

─示
し

唆
さ

□我
が

慢
まん

─忍
にんたい

耐 □悪
あくしゅう

習─弊
へいふう

風 □頑
がんめい

迷─偏
へんくつ

屈 □干
かんしょう

渉─介
かいにゅう

入 □撲
ぼくめつ

滅─根
こんぜつ

絶
□解

かい

雇
こ

─罷
ひ

免
めん

□寄
き

与
よ

─貢
こうけん

献 □酌
しゃくりょう

量─考
こうりょ

慮 □輸
ゆ

送
そう

─運
うんぱん

搬 □妥
だ

当
とう

─適
てきせつ

切
□翼

よく

下
か

─傘
さん

下
か

□荘
そうちょう

重─厳
げんしゅく

粛 □困
こん

苦
く

─辛
しんさん

酸 □措
そ

置
ち

─処
しょ

理
り

□調
ちょうてい

停─仲
ちゅうさい

裁
□激

げきれい

励─鼓
こ

舞
ぶ

□進
しんてい

呈─寄
き

贈
ぞう

□普
ふ

通
つう

─尋
じんじょう

常 □起
き

源
げん

─発
はっしょう

祥 □変
へんせん

遷─推
すい

移
い

□抜
ばつぐん

群─屈
くっ

指
し

□清
せいれん

廉─潔
けっぱく

白 □公
こうひょう

表─披
ひ

露
ろう

□計
けいりゃく

略─策
さくぼう

謀 □任
にん

務
む

─役
やく

目
め

□背
はい

後
ご

─後
こう

方
ほう

□値
ね

段
だん

─価
か

格
かく

□賛
さん

成
せい

─同
どう

意
い

□宣
せん

伝
でん

─広
こう

告
こく

□発
はっ

展
てん

─進
しん

歩
ぽ

マントラ　類義語

マントラ　類義語　対義語マントラ　現代文用語（応用レベル）　類義語
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別冊付録 一発合格マントラ・ヤントラ

英
語

国
語

別冊付録一発合格マントラ・ヤントラ

□違
い

反
はん

⇔遵
じゅんしゅ

守 □違
い

法
ほう

⇔合
ごう

法
ほう

□陰
いん

鬱
うつ

⇔明
めい

朗
ろう

□韻
いん

文
ぶん

⇔散
さん

文
ぶん

□隠
いん

喩
ゆ

⇔直
ちょくゆ

喩
□インフレ⇔デフレ □迂

う

回
かい

⇔直
ちょっこう

行 □雨
う

季
き

⇔乾
かん

季
き

□受
うけ

取
とり

人
にん

⇔差
さし

出
だし

人
にん

□氏
うじ

子
こ

⇔氏
うじ

神
がみ

□有
うじょう

情⇔無
むじょう

情 □有
うじょう

情⇔非
ひじょう

情 □有
う

心
しん

⇔無
む

心
しん

□有
う

象
ぞう

⇔無
む

象
ぞう

□内
うち

孫
まご

⇔外
そと

孫
まご

□現
うつつ

⇔夢
ゆめ

□右
う

翼
よく

⇔左
さ

翼
よく

□薄
うす

着
ぎ

⇔厚
あつ

着
ぎ

□埋
う

める⇔掘
ほ

る □裏
うら

声
ごえ

⇔地
じ

声
ごえ

□運
うん

航
こう

⇔欠
けっ

航
こう

□運
うん

動
どう

⇔静
せい

止
し

□永
えい

遠
えん

⇔一
いっしゅん

瞬 □鋭
えい

角
かく

⇔鈍
どん

角
かく

□英
えい

才
さい

⇔鈍
どん

才
さい

□詠
えい

史
し

⇔詠
えい

物
ぶつ

□永
えいきゅうし

久歯⇔乳
にゅうし

歯 □永
えい

続
ぞく

的
てき

⇔一
いち

時
じ

的
てき

□栄
えい

華
が

⇔没
ぼつ

落
らく

□衛
えい

星
せい

⇔惑
わく

星
せい

□永
えい

劫
ごう

⇔瞬
しゅんかん

間
□栄

えい

転
てん

⇔左
さ

遷
せん

□鋭
えい

敏
びん

⇔鈍
どん

感
かん

□栄
えい

誉
よ

⇔恥
ちじょく

辱 □液
えき

化
か

⇔気
き

化
か

□益
えき

金
きん

⇔損
そん

金
きん

□益
えきちょう

鳥⇔害
がいちょう

鳥 □枝
えだ

⇔幹
みき

□穢
え

土
ど

⇔浄
じょうど

土 □悦
えっ

服
ぷく

⇔威
い

服
ふく

□エピローグ⇔プロローグ
□演

えん

繹
えき

⇔帰
き

納
のう

□嚥
えん

下
げ

⇔吐
と

瀉
しゃ

□遠
えん

隔
かく

⇔近
きん

隣
りん

□遠
えん

眼
がん

⇔近
きん

眼
がん

□円
えん

形
けい

⇔方
ほう

形
けい

□怨
えん

恨
こん

⇔恩
おん

義
ぎ

□衍
えん

字
じ

⇔脱
だつ

字
じ

□遠
えん

写
しゃ

⇔近
きん

写
しゃ

□演
えんしゅう

習⇔実
じっ

戦
せん

□遠
えん

心
しん

⇔求
きゅうしん

心
□遠

えん

大
だい

⇔狭
きょうしょう

小 □延
えんちょう

長⇔短
たんしゅく

縮 □円
えん

満
まん

⇔不
ふ

和
わ

□塩
えん

水
すい

⇔淡
たん

水
すい

□厭
えん

世
せい

家
か

⇔楽
らく

天
てん

家
か

□円
えん

陣
じん

⇔方
ほう

陣
じん

□円
えん

錐
すい

⇔角
かく

錐
すい

□遠
えん

洋
よう

⇔近
きん

海
かい

□王
おう

者
じゃ

⇔覇
は

者
しゃ

□往
おう

事
じ

⇔近
きん

事
じ

□往
おう

時
じ

⇔近
きん

時
じ

□応
おうしょう

召⇔召
しょうしゅう

集 □往
おう

信
しん

⇔返
へん

信
しん

□横
おう

断
だん

⇔縦
じゅうだん

断 □応
おう

分
ぶん

⇔過
か

分
ぶん

□横
おう

柄
へい

⇔謙
けん

虚
きょ

□応
おう

募
ぼ

⇔募
ぼしゅう

集 □往
おう

路
ろ

⇔復
ふく

路
ろ

□横
おう

列
れつ

⇔縦
じゅうれつ

列 □大
おお

家
や

⇔店
たな

子
こ

□臆
おくびょう

病⇔豪
ごう

胆
たん

□奥
おく

行
ゆき

⇔間
ま

口
ぐち

□雄
お

蕊
しべ

⇔雌
め

蕊
しべ

□汚
お

水
すい

⇔浄
じょうすい

水 □叔
お

母
ば

⇔叔
お

父
じ

□伯
お

母
ば

⇔伯
お

父
じ

□雄
お

花
ばな

⇔雌
め

花
ばな

□汚
お

名
めい

⇔美
び

名
めい

□面
おも

舵
かじ

⇔取
と

り舵
かじ

□汚
お

染
せん

⇔清
しょうじょう

浄
□汚

お

点
てん

⇔美
び

点
てん

□重
おも

荷
に

⇔軽
かる

荷
に

□親
おや

分
ぶん

⇔子
こ

分
ぶん

□恩
おん

人
じん

⇔仇
きゅう

敵
てき

□御
おん

社
しゃ

⇔小
しょうしゃ

社
□穏

おん

健
けん

⇔過
か

激
げき

□音
おん

読
どく

⇔黙
もく

読
どく

□カオス⇔コスモス □外
がい

圧
あつ

⇔内
ない

圧
あつ

□外
がい

延
えん

⇔内
ない

包
ほう

□海
かい

面
めん

⇔海
かいちゅう

中 □開
かい

幕
まく

⇔終
しゅうまく

幕 □外
がい

観
かん

⇔内
ない

容
よう

□外
がい

形
けい

⇔実
じっ

質
しつ

□改
かい

善
ぜん

⇔改
かい

悪
あく

□解
かい

雇
こ

⇔雇
こ

用
よう

□外
がい

交
こう

⇔内
ない

政
せい

□概
がい

算
さん

⇔精
せい

算
さん

□開
かい

始
し

⇔終
しゅうりょう

了 □概
がい

説
せつ

⇔詳
しょうせつ

説
□害
がいちゅう

虫⇔益
えきちゅう

虫 □快
かいちょう

調⇔不
ふちょう

調 □解
かい

任
にん

⇔就
しゅうにん

任 □解
かい

放
ほう

⇔拘
こう

束
そく

□快
かい

楽
らく

⇔苦
く

痛
つう

□加
か

害
がい

⇔被
ひ

害
がい

□拡
かく

大
だい

⇔縮
しゅくしょう

小 □各
かく

論
ろん

⇔総
そう

論
ろん

□寡
か

作
さく

⇔多
た

作
さく

□加
か

算
さん

⇔減
げん

算
ざん

□仮
か

性
せい

⇔真
しん

性
せい

□仮
か

設
せつ

⇔常
じょうせつ

設 □過
か

疎
そ

⇔過
か

密
みつ

□過
か

度
ど

⇔適
てき

度
ど

□華
か

美
び

⇔質
しっ

素
そ

□官
かん

学
がく

⇔私
し

学
がく

□歓
かん

喜
き

⇔悲
ひ

哀
あい

□寒
かん

気
き

⇔暑
しょ

気
き

□官
かん

軍
ぐん

⇔賊
ぞく

軍
ぐん

□簡
かん

潔
けつ

⇔冗
じょうちょう

長
□完

かん

結
けつ

⇔未
み

完
かん

□観
かん

察
さつ

⇔実
じっ

験
けん

□官
かん

製
せい

⇔私
し

製
せい

□閑
かん

静
せい

⇔喧
けん

騒
そう

□幹
かん

線
せん

⇔支
し

線
せん

□完
かん

全
ぜん

⇔欠
けつ

如
じょ

□寛
かん

大
だい

⇔狭
きょうりょう

量 □簡
かん

単
たん

⇔複
ふく

雑
ざつ

□寒
かんちゅう

中⇔暑
しょちゅう

中 □閑
かんちゅう

中⇔忙
ぼうちゅう

中
□貫

かん

徹
てつ

⇔挫
ざ

折
せつ

□寒
かん

波
ぱ

⇔熱
ねっ

波
ぱ

□完
かん

敗
ぱい

⇔圧
あっしょう

勝 □完
かん

備
び

⇔不
ふ

備
び

□灌
かん

木
ぼく

⇔喬
きょうぼく

木
□寛

かん

容
よう

⇔厳
げん

格
かく

□簡
かんりゃく

略⇔詳
しょうさい

細 □寒
かん

冷
れい

⇔温
おん

暖
だん

□偽
ぎ

善
ぜん

⇔偽
ぎ

悪
あく

□記
き

憶
おく

⇔忘
ぼうきゃく

却
□器

き

楽
がく

⇔声
せい

楽
がく

□危
き

惧
ぐ

⇔安
あん

堵
ど

□帰
き

結
けつ

⇔理
り

由
ゆう

□既
き

決
けつ

⇔未
み

決
けつ

□起
き

工
こう

⇔竣
しゅんこう

工
□既

き

婚
こん

⇔未
み

婚
こん

□希
きしょう

少⇔夥
か

多
た

□希
きしゃく

釈⇔濃
のうしゅく

縮 □既
き

遂
すい

⇔未
み

遂
すい

□吉
きっ

報
ぽう

⇔凶
きょうほう

報
□起

き

点
てん

⇔終
しゅうてん

点 □機
き

敏
びん

⇔遅
ち

鈍
どん

□起
き

伏
ふく

⇔平
へい

坦
たん

□偽
ぎ

名
めい

⇔実
じつ

名
めい

□逆
ぎゃっきょう

境⇔順
じゅんきょう

境
□求
きゅうしょく

職⇔求
きゅうじん

人 □給
きゅうすい

水⇔配
はい

水
すい

□急
きゅうしん

進⇔漸
ぜん

進
しん

□急
きゅうせい

性⇔慢
まん

性
せい

□急
きゅうらく

落⇔急
きゅうとう

騰
□供
きょうきゅう

給⇔需
じゅ

要
よう

□狂
きょうき

気⇔正
しょうき

気 □強
きょうけん

健⇔病
びょうじゃく

弱 □強
きょうこ

固⇔軟
なんじゃく

弱 □凶
きょうさく

作⇔豊
ほう

作
さく

□協
きょうちょう

調⇔排
はい

他
た

□拒
きょ

否
ひ

⇔承
しょうにん

認 □共
きょうどう

同⇔単
たん

独
どく

□共
きょうゆう

有⇔専
せん

有
ゆう

□許
きょ

可
か

⇔禁
きん

止
し

□極
きょくだい

大⇔極
きょくしょう

小 □虚
きょ

像
ぞう

⇔実
じつ

像
ぞう

□疑
ぎ

念
ねん

⇔確
かく

信
しん

□凝
ぎょうこ

固⇔融
ゆう

解
かい

□巨
きょ

大
だい

⇔微
びしょう

小
□近

きん

接
せつ

⇔遠
えん

隔
かく

□近
きん

代
だい

⇔古
こ

代
だい

□近
きん

因
いん

⇔遠
えん

因
いん

□近
きん

国
ごく

⇔遠
えん

国
ごく

□緊
きんちょう

張⇔弛
し

緩
かん

□金
きん

納
のう

⇔物
ぶつ

納
のう

□勤
きん

勉
べん

⇔怠
たい

惰
だ

□近
きん

辺
ぺん

⇔遠
えん

方
ぽう

□苦
くきょう

境⇔楽
らっきょう

境 □空
くう

間
かん

⇔時
じ

間
かん

□空
くう

虚
きょ

⇔充
じゅうじつ

実 □空
くう

前
ぜん

⇔絶
ぜつ

後
ご

□空
くう

疎
そ

⇔充
じゅうじつ

実 □空
くう

想
そう

⇔現
げん

実
じつ

□偶
ぐう

発
はつ

的
てき

⇔計
けい

画
かく

的
てき

□空
くう

理
り

⇔実
じつ

理
り

□空
くう

腹
ふく

⇔満
まん

腹
ぷく

□愚
ぐ

挙
きょ

⇔壮
そう

挙
きょ

□苦
く

言
げん

⇔甘
かん

言
げん

□公
く

家
げ

⇔武
ぶ

家
け

□愚
ぐ

察
さつ

⇔賢
けん

察
さつ

□愚
ぐ

者
しゃ

⇔賢
けん

者
じゃ

□具
ぐしょう

象⇔抽
ちゅうしょう

象 □愚
ぐ

説
せつ

⇔卓
たく

説
せつ

□苦
く

戦
せん

⇔善
ぜん

戦
せん

□具
ぐ

体
たい

⇔抽
ちゅうしょう

象 □屈
くっきょく

曲⇔伸
しんちょう

張 □愚
ぐちょく

直⇔狡
こう

猾
かつ

□愚
ぐ

鈍
どん

⇔利
り

発
はつ

□苦
く

難
なん

⇔快
かい

楽
らく

□愚
ぐ

昧
まい

⇔賢
けん

明
めい

□玄
くろ

人
うと

⇔素
しろ

人
うと

□黒
くろ

潮
しお

⇔親
おや

潮
しお

□君
くん

子
し

⇔小
しょうにん

人 □君
くん

主
しゅ

⇔臣
しん

下
か

□軍
ぐん

人
じん

⇔文
ぶん

民
みん

□軍
ぐんしゅく

縮⇔軍
ぐん

拡
かく

□境
けい

外
がい

⇔境
けい

内
だい

□慧
けい

眼
がん

⇔凡
ぼん

眼
がん

□軽
けい

快
かい

⇔荘
そうちょう

重
□敬

けい

具
ぐ

⇔拝
はい

啓
けい

□軽
けい

減
げん

⇔加
かじゅう

重 □軽
けい

視
し

⇔重
じゅうし

視 □警
けい

戒
かい

⇔油
ゆ

断
だん

□継
けい

子
し

⇔実
じっ

子
し

□慶
けい

事
じ

⇔弔
ちょうじ

事 □形
けい

式
しき

⇔内
ない

容
よう

□経
けい

線
せん

⇔緯
い

線
せん

□継
けい

続
ぞく

⇔断
だん

絶
ぜつ

□軽
けい

率
そつ

⇔慎
しんちょう

重
□経

けい

度
ど

⇔緯
い

度
ど

□軽
けい

微
び

⇔甚
じん

大
だい

□軽
けい

蔑
べつ

⇔尊
そん

敬
けい

□迎
げい

撃
げき

⇔出
しゅつげき

撃 □下
げ

界
かい

⇔天
てんじょう

上
□下

げ

戸
こ

⇔上
じょうご

戸 □結
けつ

合
ごう

⇔分
ぶん

離
り

□決
けつ

断
だん

⇔躊
ちゅうちょ

躇 □欠
けっ

点
てん

⇔美
び

点
てん

□下
げ

落
らく

⇔騰
とう

貴
き

□原
げん

因
いん

⇔結
けっ

果
か

□嫌
けん

悪
お

⇔愛
あい

好
こう

□原
げん

告
こく

⇔被
ひ

告
こく

□顕
けん

在
ざい

⇔潜
せん

在
ざい

□現
げん

実
じつ

⇔理
り

想
そう

□原
げん

書
しょ

⇔訳
やく

書
しょ

□現
げんしょう

象⇔本
ほん

体
たい

□賢
けん

人
じん

⇔愚
ぐ

人
じん

□現
げん

世
せ

⇔来
らい

世
せ

□原
げん

則
そく

⇔例
れい

外
がい

□減
げん

退
たい

⇔増
ぞう

進
しん

□倹
けん

約
やく

⇔奢
しゃ

侈
し

□謙
けん

遜
そん

⇔不
ふ

遜
そん

□原
げん

理
り

⇔応
おう

用
よう

□故
こ

意
い

⇔過
か

失
しつ

□好
こう

意
い

⇔悪
あく

意
い

□高
こう

遠
えん

⇔卑
ひ

近
きん

□高
こう

価
か

⇔安
あん

価
か

□硬
こう

化
か

⇔軟
なん

化
か

□高
こう

雅
が

⇔低
てい

俗
ぞく

□公
こう

海
かい

⇔領
りょうかい

海 □高
こう

貴
き

⇔下
げ

賤
せん

□広
こう

義
ぎ

⇔狭
きょうぎ

義 □好
こう

転
てん

⇔悪
あっ

化
か

□合
ごう

憲
けん

⇔違
い

憲
けん

□公
こうしょう

傷⇔私
ししょう

傷 □高
こうしょう

尚⇔低
てい

俗
ぞく

□向
こうじょう

上⇔堕
だ

落
らく

□広
こう

大
だい

⇔狭
きょうしょう

小 □巧
こう

遅
ち

⇔拙
せっ

速
そく

□公
こう

的
てき

⇔私
し

的
てき

□公
こう

転
てん

⇔自
じ

転
てん

□購
こうにゅう

入⇔売
ばいきゃく

却 □硬
こう

派
は

⇔軟
なん

派
ぱ

□購
こう

買
ばい

⇔販
はん

売
ばい

□硬
こう

筆
ひつ

⇔毛
もう

筆
ひつ

□公
こう

平
へい

⇔差
さ

別
べつ

□公
こう

法
ほう

⇔私
し

法
ほう

□高
こう

慢
まん

⇔謙
けん

虚
きょ

□巧
こうみょう

妙⇔稚
ち

拙
せつ

□公
こう

用
よう

⇔私
し

用
よう

□交
こうりゅう

流⇔直
ちょくりゅう

流 □極
ごく

楽
らく

⇔地
じ

獄
ごく

□誤
ご

字
じ

⇔正
せい

字
じ

□極
ごっ

寒
かん

⇔酷
こく

暑
しょ

□語
ご

尾
び

⇔語
ご

頭
とう

□語
ご

末
まつ

⇔語
ご

頭
とう

□古
こ

参
さん

⇔新
しん

参
ざん

□古
こ

風
ふう

⇔今
いま

風
ふう

□個
こ

人
じん

⇔社
しゃ

会
かい

□個
こ

別
べつ

⇔総
そう

合
ごう

□根
こん

幹
かん

⇔枝
し

葉
よう

□困
こんきゅう

窮⇔裕
ゆう

福
ふく

□困
こん

難
なん

⇔容
よう

易
い

□混
こん

乱
らん

⇔秩
ちつ

序
じょ

□債
さい

権
けん

⇔債
さい

務
む

□罪
ざい

過
か

⇔功
こう

績
せき

□在
ざい

家
け

⇔出
しゅっけ

家 □才
さい

女
じょ

⇔才
さい

子
し

□細
さい

心
しん

⇔放
ほう

胆
たん

□財
ざい

団
だん

⇔社
しゃ

団
だん

□才
さい

物
ぶつ

⇔鈍
どん

物
ぶつ

□栽
さい

培
ばい

⇔自
じ

生
せい

□細
さい

説
せつ

⇔概
がい

説
せつ

□差
さ

益
えき

⇔差
さ

損
そん

□左
さ

傾
けい

⇔右
う

傾
けい

□左
さ

舷
げん

⇔右
う

舷
げん

□削
さく

減
げん

⇔増
ぞう

加
か

□削
さく

除
じょ

⇔増
ぞう

補
ほ

□削
さく

除
じょ

⇔添
てん

加
か

□削
さく

除
じょ

⇔付
ふ

加
か

□鎖
さ

国
こく

⇔開
かい

国
こく

□些
さ

細
さい

⇔重
じゅうだい

大 □細
さざ

波
なみ

⇔大
おお

波
なみ

□雑
ざっ

種
しゅ

⇔純
じゅんけい

系
□差

さ

別
べつ

⇔平
びょうどう

等 □酸
さん

化
か

⇔還
かん

元
げん

□残
ざん

暑
しょ

⇔余
よ

寒
かん

□斬
ざん

新
しん

⇔陳
ちん

腐
ぷ

□散
さん

発
ぱつ

⇔連
れん

発
ぱつ

□山
さんちょう

頂⇔山
さん

麓
ろく

□試
し

案
あん

⇔成
せい

案
あん

□子
し

音
いん

⇔母
ぼ

音
いん

□私
し

益
えき

⇔公
こう

益
えき

□私
し

営
えい

⇔公
こう

営
えい

□刺
し

激
げき

⇔反
はん

応
のう

□自
し

然
ぜん

⇔人
じん

工
こう

□自
じ

薦
せん

⇔他
た

薦
せん

□子
し

孫
そん

⇔先
せん

祖
ぞ

□失
しつ

意
い

⇔得
とく

意
い

□質
しつ

疑
ぎ

⇔応
おう

答
とう

□失
しつぎょう

業⇔就
しゅうぎょう

業 □失
しっ

効
こう

⇔発
はっ

効
こう

□実
じつ

在
ざい

⇔架
か

空
くう

□実
じっ

質
しつ

⇔形
けい

式
しき

□湿
しつじゅん

潤⇔乾
かん

燥
そう

□失
しっしょく

職⇔就
しゅうしょく

職 □実
じっ

戦
せん

⇔理
り

論
ろん

□質
しっ

素
そ

⇔贅
ぜい

沢
たく

□質
しつ

問
もん

⇔回
かい

答
とう

□詩
し

的
てき

⇔散
さん

文
ぶん

的
てき

□自
じ

動
どう

⇔他
た

動
どう

□支
し

配
はい

⇔従
じゅうぞく

属 □地
じ

味
み

⇔派
は

手
で

□邪
じゃ

悪
あく

⇔善
ぜんりょう

良
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□違
い

反
はん

⇔遵
じゅんしゅ

守 □違
い

法
ほう

⇔合
ごう

法
ほう

□陰
いん

鬱
うつ

⇔明
めい

朗
ろう

□韻
いん

文
ぶん

⇔散
さん

文
ぶん

□隠
いん

喩
ゆ

⇔直
ちょくゆ

喩
□インフレ⇔デフレ □迂

う

回
かい

⇔直
ちょっこう

行 □雨
う

季
き

⇔乾
かん

季
き

□受
うけ

取
とり

人
にん

⇔差
さし

出
だし

人
にん

□氏
うじ

子
こ

⇔氏
うじ

神
がみ

□有
うじょう

情⇔無
むじょう

情 □有
うじょう

情⇔非
ひじょう

情 □有
う

心
しん

⇔無
む

心
しん

□有
う

象
ぞう

⇔無
む

象
ぞう

□内
うち

孫
まご

⇔外
そと

孫
まご

□現
うつつ

⇔夢
ゆめ

□右
う

翼
よく

⇔左
さ

翼
よく

□薄
うす

着
ぎ

⇔厚
あつ

着
ぎ

□埋
う

める⇔掘
ほ

る □裏
うら

声
ごえ

⇔地
じ

声
ごえ

□運
うん

航
こう

⇔欠
けっ

航
こう

□運
うん

動
どう

⇔静
せい

止
し

□永
えい

遠
えん

⇔一
いっしゅん

瞬 □鋭
えい

角
かく

⇔鈍
どん

角
かく

□英
えい

才
さい

⇔鈍
どん

才
さい

□詠
えい

史
し

⇔詠
えい

物
ぶつ

□永
えいきゅうし

久歯⇔乳
にゅうし

歯 □永
えい

続
ぞく

的
てき

⇔一
いち

時
じ

的
てき

□栄
えい

華
が

⇔没
ぼつ

落
らく

□衛
えい

星
せい

⇔惑
わく

星
せい

□永
えい

劫
ごう

⇔瞬
しゅんかん

間
□栄

えい

転
てん

⇔左
さ

遷
せん

□鋭
えい

敏
びん

⇔鈍
どん

感
かん

□栄
えい

誉
よ

⇔恥
ちじょく

辱 □液
えき

化
か

⇔気
き

化
か

□益
えき

金
きん

⇔損
そん

金
きん

□益
えきちょう

鳥⇔害
がいちょう

鳥 □枝
えだ

⇔幹
みき

□穢
え

土
ど

⇔浄
じょうど

土 □悦
えっ

服
ぷく

⇔威
い

服
ふく

□エピローグ⇔プロローグ
□演

えん

繹
えき

⇔帰
き

納
のう

□嚥
えん

下
げ

⇔吐
と

瀉
しゃ

□遠
えん

隔
かく

⇔近
きん

隣
りん

□遠
えん

眼
がん

⇔近
きん

眼
がん

□円
えん

形
けい

⇔方
ほう

形
けい

□怨
えん

恨
こん

⇔恩
おん

義
ぎ

□衍
えん

字
じ

⇔脱
だつ

字
じ

□遠
えん

写
しゃ

⇔近
きん

写
しゃ

□演
えんしゅう

習⇔実
じっ

戦
せん

□遠
えん

心
しん

⇔求
きゅうしん

心
□遠

えん

大
だい

⇔狭
きょうしょう

小 □延
えんちょう

長⇔短
たんしゅく

縮 □円
えん

満
まん

⇔不
ふ

和
わ

□塩
えん

水
すい

⇔淡
たん

水
すい

□厭
えん

世
せい

家
か

⇔楽
らく

天
てん

家
か

□円
えん

陣
じん

⇔方
ほう

陣
じん

□円
えん

錐
すい

⇔角
かく

錐
すい

□遠
えん

洋
よう

⇔近
きん

海
かい

□王
おう

者
じゃ

⇔覇
は

者
しゃ

□往
おう

事
じ

⇔近
きん

事
じ

□往
おう

時
じ

⇔近
きん

時
じ

□応
おうしょう

召⇔召
しょうしゅう

集 □往
おう

信
しん

⇔返
へん

信
しん

□横
おう

断
だん

⇔縦
じゅうだん

断 □応
おう

分
ぶん

⇔過
か

分
ぶん

□横
おう

柄
へい

⇔謙
けん

虚
きょ

□応
おう

募
ぼ

⇔募
ぼしゅう

集 □往
おう

路
ろ

⇔復
ふく

路
ろ

□横
おう

列
れつ

⇔縦
じゅうれつ

列 □大
おお

家
や

⇔店
たな

子
こ

□臆
おくびょう

病⇔豪
ごう

胆
たん

□奥
おく

行
ゆき

⇔間
ま

口
ぐち

□雄
お

蕊
しべ

⇔雌
め

蕊
しべ

□汚
お

水
すい

⇔浄
じょうすい

水 □叔
お

母
ば

⇔叔
お

父
じ

□伯
お

母
ば

⇔伯
お

父
じ

□雄
お

花
ばな

⇔雌
め

花
ばな

□汚
お

名
めい

⇔美
び

名
めい

□面
おも

舵
かじ

⇔取
と

り舵
かじ

□汚
お

染
せん

⇔清
しょうじょう

浄
□汚

お

点
てん

⇔美
び

点
てん

□重
おも

荷
に

⇔軽
かる

荷
に

□親
おや

分
ぶん

⇔子
こ

分
ぶん

□恩
おん

人
じん

⇔仇
きゅう

敵
てき

□御
おん

社
しゃ

⇔小
しょうしゃ

社
□穏

おん

健
けん

⇔過
か

激
げき

□音
おん

読
どく

⇔黙
もく

読
どく

□カオス⇔コスモス □外
がい

圧
あつ

⇔内
ない

圧
あつ

□外
がい

延
えん

⇔内
ない

包
ほう

□海
かい

面
めん

⇔海
かいちゅう

中 □開
かい

幕
まく

⇔終
しゅうまく

幕 □外
がい

観
かん

⇔内
ない

容
よう

□外
がい

形
けい

⇔実
じっ

質
しつ

□改
かい

善
ぜん

⇔改
かい

悪
あく

□解
かい

雇
こ

⇔雇
こ

用
よう

□外
がい

交
こう

⇔内
ない

政
せい

□概
がい

算
さん

⇔精
せい

算
さん

□開
かい

始
し

⇔終
しゅうりょう

了 □概
がい

説
せつ

⇔詳
しょうせつ

説
□害
がいちゅう

虫⇔益
えきちゅう

虫 □快
かいちょう

調⇔不
ふちょう

調 □解
かい

任
にん

⇔就
しゅうにん

任 □解
かい

放
ほう

⇔拘
こう

束
そく

□快
かい

楽
らく

⇔苦
く

痛
つう

□加
か

害
がい

⇔被
ひ

害
がい

□拡
かく

大
だい

⇔縮
しゅくしょう

小 □各
かく

論
ろん

⇔総
そう

論
ろん

□寡
か

作
さく

⇔多
た

作
さく

□加
か

算
さん

⇔減
げん

算
ざん

□仮
か

性
せい

⇔真
しん

性
せい

□仮
か

設
せつ

⇔常
じょうせつ

設 □過
か

疎
そ

⇔過
か

密
みつ

□過
か

度
ど

⇔適
てき

度
ど

□華
か

美
び

⇔質
しっ

素
そ

□官
かん

学
がく

⇔私
し

学
がく

□歓
かん

喜
き

⇔悲
ひ

哀
あい

□寒
かん

気
き

⇔暑
しょ

気
き

□官
かん

軍
ぐん

⇔賊
ぞく

軍
ぐん

□簡
かん

潔
けつ

⇔冗
じょうちょう

長
□完

かん

結
けつ

⇔未
み

完
かん

□観
かん

察
さつ

⇔実
じっ

験
けん

□官
かん

製
せい

⇔私
し

製
せい

□閑
かん

静
せい

⇔喧
けん

騒
そう

□幹
かん

線
せん

⇔支
し

線
せん

□完
かん

全
ぜん

⇔欠
けつ

如
じょ

□寛
かん

大
だい

⇔狭
きょうりょう

量 □簡
かん

単
たん

⇔複
ふく

雑
ざつ

□寒
かんちゅう

中⇔暑
しょちゅう

中 □閑
かんちゅう

中⇔忙
ぼうちゅう

中
□貫

かん

徹
てつ

⇔挫
ざ

折
せつ

□寒
かん

波
ぱ

⇔熱
ねっ

波
ぱ

□完
かん

敗
ぱい

⇔圧
あっしょう

勝 □完
かん

備
び

⇔不
ふ

備
び

□灌
かん

木
ぼく

⇔喬
きょうぼく

木
□寛

かん

容
よう

⇔厳
げん

格
かく

□簡
かんりゃく

略⇔詳
しょうさい

細 □寒
かん

冷
れい

⇔温
おん

暖
だん

□偽
ぎ

善
ぜん

⇔偽
ぎ

悪
あく

□記
き

憶
おく

⇔忘
ぼうきゃく

却
□器

き

楽
がく

⇔声
せい

楽
がく

□危
き

惧
ぐ

⇔安
あん

堵
ど

□帰
き

結
けつ

⇔理
り

由
ゆう

□既
き

決
けつ

⇔未
み

決
けつ

□起
き

工
こう

⇔竣
しゅんこう

工
□既

き

婚
こん

⇔未
み

婚
こん

□希
きしょう

少⇔夥
か

多
た

□希
きしゃく

釈⇔濃
のうしゅく

縮 □既
き

遂
すい

⇔未
み

遂
すい

□吉
きっ

報
ぽう

⇔凶
きょうほう

報
□起

き

点
てん

⇔終
しゅうてん

点 □機
き

敏
びん

⇔遅
ち

鈍
どん

□起
き

伏
ふく

⇔平
へい

坦
たん

□偽
ぎ

名
めい

⇔実
じつ

名
めい

□逆
ぎゃっきょう

境⇔順
じゅんきょう

境
□求
きゅうしょく

職⇔求
きゅうじん

人 □給
きゅうすい

水⇔配
はい

水
すい

□急
きゅうしん

進⇔漸
ぜん

進
しん

□急
きゅうせい

性⇔慢
まん

性
せい

□急
きゅうらく

落⇔急
きゅうとう

騰
□供
きょうきゅう

給⇔需
じゅ

要
よう

□狂
きょうき

気⇔正
しょうき

気 □強
きょうけん

健⇔病
びょうじゃく

弱 □強
きょうこ

固⇔軟
なんじゃく

弱 □凶
きょうさく

作⇔豊
ほう

作
さく

□協
きょうちょう

調⇔排
はい

他
た

□拒
きょ

否
ひ

⇔承
しょうにん

認 □共
きょうどう

同⇔単
たん

独
どく

□共
きょうゆう

有⇔専
せん

有
ゆう

□許
きょ

可
か

⇔禁
きん

止
し

□極
きょくだい

大⇔極
きょくしょう

小 □虚
きょ

像
ぞう

⇔実
じつ

像
ぞう

□疑
ぎ

念
ねん

⇔確
かく

信
しん

□凝
ぎょうこ

固⇔融
ゆう

解
かい

□巨
きょ

大
だい

⇔微
びしょう

小
□近

きん

接
せつ

⇔遠
えん

隔
かく

□近
きん

代
だい

⇔古
こ

代
だい

□近
きん

因
いん

⇔遠
えん

因
いん

□近
きん

国
ごく

⇔遠
えん

国
ごく

□緊
きんちょう

張⇔弛
し

緩
かん

□金
きん

納
のう

⇔物
ぶつ

納
のう

□勤
きん

勉
べん

⇔怠
たい

惰
だ

□近
きん

辺
ぺん

⇔遠
えん

方
ぽう

□苦
くきょう

境⇔楽
らっきょう

境 □空
くう

間
かん

⇔時
じ

間
かん

□空
くう

虚
きょ

⇔充
じゅうじつ

実 □空
くう

前
ぜん

⇔絶
ぜつ

後
ご

□空
くう

疎
そ

⇔充
じゅうじつ

実 □空
くう

想
そう

⇔現
げん

実
じつ

□偶
ぐう

発
はつ

的
てき

⇔計
けい

画
かく

的
てき

□空
くう

理
り

⇔実
じつ

理
り

□空
くう

腹
ふく

⇔満
まん

腹
ぷく

□愚
ぐ

挙
きょ

⇔壮
そう

挙
きょ

□苦
く

言
げん

⇔甘
かん

言
げん

□公
く

家
げ

⇔武
ぶ

家
け

□愚
ぐ

察
さつ

⇔賢
けん

察
さつ

□愚
ぐ

者
しゃ

⇔賢
けん

者
じゃ

□具
ぐしょう

象⇔抽
ちゅうしょう

象 □愚
ぐ

説
せつ

⇔卓
たく

説
せつ

□苦
く

戦
せん

⇔善
ぜん

戦
せん

□具
ぐ

体
たい

⇔抽
ちゅうしょう

象 □屈
くっきょく

曲⇔伸
しんちょう

張 □愚
ぐちょく

直⇔狡
こう

猾
かつ

□愚
ぐ

鈍
どん

⇔利
り

発
はつ

□苦
く

難
なん

⇔快
かい

楽
らく

□愚
ぐ

昧
まい

⇔賢
けん

明
めい

□玄
くろ

人
うと

⇔素
しろ

人
うと

□黒
くろ

潮
しお

⇔親
おや

潮
しお

□君
くん

子
し

⇔小
しょうにん

人 □君
くん

主
しゅ

⇔臣
しん

下
か

□軍
ぐん

人
じん

⇔文
ぶん

民
みん

□軍
ぐんしゅく

縮⇔軍
ぐん

拡
かく

□境
けい

外
がい

⇔境
けい

内
だい

□慧
けい

眼
がん

⇔凡
ぼん

眼
がん

□軽
けい

快
かい

⇔荘
そうちょう

重
□敬

けい

具
ぐ

⇔拝
はい

啓
けい

□軽
けい

減
げん

⇔加
かじゅう

重 □軽
けい

視
し

⇔重
じゅうし

視 □警
けい

戒
かい

⇔油
ゆ

断
だん

□継
けい

子
し

⇔実
じっ

子
し

□慶
けい

事
じ

⇔弔
ちょうじ

事 □形
けい

式
しき

⇔内
ない

容
よう

□経
けい

線
せん

⇔緯
い

線
せん

□継
けい

続
ぞく

⇔断
だん

絶
ぜつ

□軽
けい

率
そつ

⇔慎
しんちょう

重
□経

けい

度
ど

⇔緯
い

度
ど

□軽
けい

微
び

⇔甚
じん

大
だい

□軽
けい

蔑
べつ

⇔尊
そん

敬
けい

□迎
げい

撃
げき

⇔出
しゅつげき

撃 □下
げ

界
かい

⇔天
てんじょう

上
□下

げ

戸
こ

⇔上
じょうご

戸 □結
けつ

合
ごう

⇔分
ぶん

離
り

□決
けつ

断
だん

⇔躊
ちゅうちょ

躇 □欠
けっ

点
てん

⇔美
び

点
てん

□下
げ

落
らく

⇔騰
とう

貴
き

□原
げん

因
いん

⇔結
けっ

果
か

□嫌
けん

悪
お

⇔愛
あい

好
こう

□原
げん

告
こく

⇔被
ひ

告
こく

□顕
けん

在
ざい

⇔潜
せん

在
ざい

□現
げん

実
じつ

⇔理
り

想
そう

□原
げん

書
しょ

⇔訳
やく

書
しょ

□現
げんしょう

象⇔本
ほん

体
たい

□賢
けん

人
じん

⇔愚
ぐ

人
じん

□現
げん

世
せ

⇔来
らい

世
せ

□原
げん

則
そく

⇔例
れい

外
がい

□減
げん

退
たい

⇔増
ぞう

進
しん

□倹
けん

約
やく

⇔奢
しゃ

侈
し

□謙
けん

遜
そん

⇔不
ふ

遜
そん

□原
げん

理
り

⇔応
おう

用
よう

□故
こ

意
い

⇔過
か

失
しつ

□好
こう

意
い

⇔悪
あく

意
い

□高
こう

遠
えん

⇔卑
ひ

近
きん

□高
こう

価
か

⇔安
あん

価
か

□硬
こう

化
か

⇔軟
なん

化
か

□高
こう

雅
が

⇔低
てい

俗
ぞく

□公
こう

海
かい

⇔領
りょうかい

海 □高
こう

貴
き

⇔下
げ

賤
せん

□広
こう

義
ぎ

⇔狭
きょうぎ

義 □好
こう

転
てん

⇔悪
あっ

化
か

□合
ごう

憲
けん

⇔違
い

憲
けん

□公
こうしょう

傷⇔私
ししょう

傷 □高
こうしょう

尚⇔低
てい

俗
ぞく

□向
こうじょう

上⇔堕
だ

落
らく

□広
こう

大
だい

⇔狭
きょうしょう

小 □巧
こう

遅
ち

⇔拙
せっ

速
そく

□公
こう

的
てき

⇔私
し

的
てき

□公
こう

転
てん

⇔自
じ

転
てん

□購
こうにゅう

入⇔売
ばいきゃく

却 □硬
こう

派
は

⇔軟
なん

派
ぱ

□購
こう

買
ばい

⇔販
はん

売
ばい

□硬
こう

筆
ひつ

⇔毛
もう

筆
ひつ

□公
こう

平
へい

⇔差
さ

別
べつ

□公
こう

法
ほう

⇔私
し

法
ほう

□高
こう

慢
まん

⇔謙
けん

虚
きょ

□巧
こうみょう

妙⇔稚
ち

拙
せつ

□公
こう

用
よう

⇔私
し

用
よう

□交
こうりゅう

流⇔直
ちょくりゅう

流 □極
ごく

楽
らく

⇔地
じ

獄
ごく

□誤
ご

字
じ

⇔正
せい

字
じ

□極
ごっ

寒
かん

⇔酷
こく

暑
しょ

□語
ご

尾
び

⇔語
ご

頭
とう

□語
ご

末
まつ

⇔語
ご

頭
とう

□古
こ

参
さん

⇔新
しん

参
ざん

□古
こ

風
ふう

⇔今
いま

風
ふう

□個
こ

人
じん

⇔社
しゃ

会
かい

□個
こ

別
べつ

⇔総
そう

合
ごう

□根
こん

幹
かん

⇔枝
し

葉
よう

□困
こんきゅう

窮⇔裕
ゆう

福
ふく

□困
こん

難
なん

⇔容
よう

易
い

□混
こん

乱
らん

⇔秩
ちつ

序
じょ

□債
さい

権
けん

⇔債
さい

務
む

□罪
ざい

過
か

⇔功
こう

績
せき

□在
ざい

家
け

⇔出
しゅっけ

家 □才
さい

女
じょ

⇔才
さい

子
し

□細
さい

心
しん

⇔放
ほう

胆
たん

□財
ざい

団
だん

⇔社
しゃ

団
だん

□才
さい

物
ぶつ

⇔鈍
どん

物
ぶつ

□栽
さい

培
ばい

⇔自
じ

生
せい

□細
さい

説
せつ

⇔概
がい

説
せつ

□差
さ

益
えき

⇔差
さ

損
そん

□左
さ

傾
けい

⇔右
う

傾
けい

□左
さ

舷
げん

⇔右
う

舷
げん

□削
さく

減
げん

⇔増
ぞう

加
か

□削
さく

除
じょ

⇔増
ぞう

補
ほ

□削
さく

除
じょ

⇔添
てん

加
か

□削
さく

除
じょ

⇔付
ふ

加
か

□鎖
さ

国
こく

⇔開
かい

国
こく

□些
さ

細
さい

⇔重
じゅうだい

大 □細
さざ

波
なみ

⇔大
おお

波
なみ

□雑
ざっ

種
しゅ

⇔純
じゅんけい

系
□差

さ

別
べつ

⇔平
びょうどう

等 □酸
さん

化
か

⇔還
かん

元
げん

□残
ざん

暑
しょ

⇔余
よ

寒
かん

□斬
ざん

新
しん

⇔陳
ちん

腐
ぷ

□散
さん

発
ぱつ

⇔連
れん

発
ぱつ

□山
さんちょう

頂⇔山
さん

麓
ろく

□試
し

案
あん

⇔成
せい

案
あん

□子
し

音
いん

⇔母
ぼ

音
いん

□私
し

益
えき

⇔公
こう

益
えき

□私
し

営
えい

⇔公
こう

営
えい

□刺
し

激
げき

⇔反
はん

応
のう

□自
し

然
ぜん

⇔人
じん

工
こう

□自
じ

薦
せん

⇔他
た

薦
せん

□子
し

孫
そん

⇔先
せん

祖
ぞ

□失
しつ

意
い

⇔得
とく

意
い

□質
しつ

疑
ぎ

⇔応
おう

答
とう

□失
しつぎょう

業⇔就
しゅうぎょう

業 □失
しっ

効
こう

⇔発
はっ

効
こう

□実
じつ

在
ざい

⇔架
か

空
くう

□実
じっ

質
しつ

⇔形
けい

式
しき

□湿
しつじゅん

潤⇔乾
かん

燥
そう

□失
しっしょく

職⇔就
しゅうしょく

職 □実
じっ

戦
せん

⇔理
り

論
ろん

□質
しっ

素
そ

⇔贅
ぜい

沢
たく

□質
しつ

問
もん

⇔回
かい

答
とう

□詩
し

的
てき

⇔散
さん

文
ぶん

的
てき

□自
じ

動
どう

⇔他
た

動
どう

□支
し

配
はい

⇔従
じゅうぞく

属 □地
じ

味
み

⇔派
は

手
で

□邪
じゃ

悪
あく

⇔善
ぜんりょう

良
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□緻
ち

密
みつ

⇔散
さん

漫
まん

□着
ちゃくにん

任⇔離
り

任
にん

□着
ちゃっこう

工⇔完
かん

工
こう

□中
ちゅうすう

枢⇔末
まっ

端
たん

□中
ちゅうどく

毒⇔解
げ

毒
どく

□懲
ちょうあく

悪⇔勧
かん

善
ぜん

□頂
ちょうじょう

上⇔麓
ふもと

□挑
ちょうせん

戦⇔応
おう

戦
せん

□張
ちょうりょく

力⇔圧
あつりょく

力 □長
ちょうし

子⇔末
まっ

子
し

□直
ちょっかん

観⇔推
すい

論
ろん

□沈
ちん

下
か

⇔隆
りゅうき

起 □鎮
ちん

火
か

⇔発
はっ

火
か

□賃
ちん

貸
たい

⇔賃
ちんしゃく

借 □鎮
ちん

静
せい

⇔興
こう

奮
ふん

□沈
ちん

没
ぼつ

⇔浮
ふじょう

上 □追
つい

随
ずい

⇔率
そっ

先
せん

□通
つうしょう

称⇔本
ほんみょう

名 □通
つう

説
せつ

⇔異
い

説
せつ

□通
つう

読
どく

⇔熟
じゅくどく

読
□通

つう

有
ゆう

⇔特
とく

有
ゆう

□通
つう

覧
らん

⇔熟
じゅくらん

覧 □通
つう

例
れい

⇔異
い

例
れい

□通
つう

論
ろん

⇔異
い

論
ろん

□月
つき

夜
よ

⇔闇
やみ

夜
よ

□締
てい

結
けつ

⇔廃
はい

棄
き

□逓
てい

減
げん

⇔逓
てい

増
ぞう

□抵
てい

抗
こう

⇔屈
くっ

服
ぷく

□定
てい

時
じ

⇔臨
りん

時
じ

□定
てい

説
せつ

⇔異
い

説
せつ

□適
てき

格
かく

⇔欠
けっ

格
かく

□転
てんしゃく

借⇔転
てん

貸
たい

□伝
でん

統
とう

⇔革
かく

新
しん

□伝
でん

説
せつ

⇔史
し

実
じつ

□天
てん

然
ねん

⇔人
じん

工
こう

□同
どう

意
い

語
ご

⇔反
はん

意
い

語
ご

□同
どう

化
か

⇔異
い

化
か

□同
どう

義
ぎ

語
ご

⇔対
たい

義
ぎ

語
ご

□同
どうぎょう

業⇔異
いぎょう

業 □東
とう

欧
おう

⇔西
せい

欧
おう

□謄
とう

本
ほん

⇔抄
しょうほん

本 □動
どうみゃく

脈⇔静
じょうみゃく

脈 □冬
とう

眠
みん

⇔夏
か

眠
みん

□同
どう

門
もん

⇔他
た

門
もん

□同
どう

質
しつ

⇔異
い

質
しつ

□同
どう

種
しゅ

⇔異
い

種
しゅ

□動
どう

的
てき

⇔静
せい

的
てき

□読
とう

点
てん

⇔句
く

点
てん

□特
とく

殊
しゅ

⇔一
いっ

般
ぱん

□独
どくしょう

唱⇔合
がっしょう

唱
□独

どく

創
そう

⇔模
も

倣
ほう

□特
とく

別
べつ

⇔普
ふ

通
つう

□独
どく

立
りつ

⇔依
い

存
ぞん

□鈍
どん

感
かん

⇔敏
びん

感
かん

□鈍
どん

足
そく

⇔俊
しゅんそく

足
□内
ないしょく

職⇔本
ほんしょく

職 □内
ない

径
けい

⇔外
がい

径
けい

□内
ない

示
じ

⇔公
こう

示
じ

□内
ない

需
じゅ

⇔外
がい

需
じゅ

□内
ない

親
しん

王
のう

⇔親
しん

王
のう

□軟
なん

質
しつ

⇔硬
こう

質
しつ

□難
なん

解
かい

⇔平
へい

易
い

□日
にっしょく

食⇔月
げっしょく

食 □偽
にせ

物
もの

⇔本
ほん

物
もの

□入
にゅうさつ

札⇔落
らく

札
さつ

□入
にゅうせき

籍⇔除
じょ

籍
せき

□入
にゅうたい

隊⇔除
じょ

隊
たい

□任
にん

意
い

⇔強
きょうせい

制 □人
にん

間
げん

業
わざ

⇔神
かみ

業
わざ

□納
のう

会
かい

⇔発
はっ

会
かい

□納
のう

税
ぜい

⇔徴
ちょうぜい

税 □納
のうにゅう

入⇔徴
ちょうしゅう

収 □濃
のう

厚
こう

⇔淡
たん

白
ぱく

□農
のう

繁
はん

期
き

⇔農
のう

閑
かん

期
き

□能
のう

弁
べん

⇔訥
とつ

弁
べん

□後
のち

程
ほど

⇔先
さき

程
ほど

□廃
はい

止
し

⇔存
そん

置
ち

□敗
はい

走
そう

⇔追
つい

撃
げき

□背
はい

面
めん

⇔正
しょうめん

面 □破
は

壊
かい

⇔建
けん

設
せつ

□莫
ばく

大
だい

⇔僅
きんしょう

少 □白
はくひょう

票⇔青
せいひょう

票 □舶
はく

来
らい

⇔国
こく

産
さん

□暴
ばく

露
ろ

⇔隠
いん

蔽
ぺい

□発
はつ

言
げん

⇔沈
ちん

黙
もく

□発
はっ

車
しゃ

⇔停
てい

車
しゃ

□繁
はん

栄
えい

⇔衰
すい

微
び

□繁
はん

忙
ぼう

⇔閑
かん

散
さん

□反
はんぎゃく

逆⇔帰
きじゅん

順 □悲
ひ

運
うん

⇔幸
こう

運
うん

□日
ひ

陰
かげ

⇔日
ひ

向
なた

□否
ひ

決
けつ

⇔可
か

決
けつ

□必
ひつ

然
ぜん

⇔偶
ぐう

然
ぜん

□筆
ひっ

答
とう

⇔口
こう

答
とう

□否
ひ

認
にん

⇔是
ぜ

認
にん

□標
ひょうじゅんご

準語⇔方
ほう

言
げん

□肥
ひ

沃
よく

⇔不
ふ

毛
もう

□非
ひ

力
りき

⇔強
きょうりょく

力 □美
び

徳
とく

⇔悪
あく

徳
とく

□美
び

名
めい

⇔悪
あく

名
めい

□比
び

丘
く

⇔比
び

丘
く

尼
に

□富
ふう

貴
き

⇔貧
ひん

困
こん

□俯
ふ

角
かく

⇔仰
ぎょうかく

角 □俯
ふ

瞰
かん

⇔仰
ぎょうし

視 □副
ふくぎょう

業⇔本
ほんぎょう

業
□服
ふくじゅう

従⇔反
はん

抗
こう

□不
ふじゅん

純⇔純
じゅんすい

粋 □不
ふじょう

浄⇔清
しょうじょう

浄 □譜
ふ

代
だい

⇔外
とざ ま

様 □沸
ふっ

点
てん

⇔氷
ひょうてん

点
□不

ふ

足
そく

⇔充
じゅうそく

足 □不
ふ

当
とう

⇔正
せい

当
とう

□不
ふ

変
へん

⇔可
か

変
へん

□富
ふ

裕
ゆう

⇔貧
ひん

困
こん

□文
ぶん

官
かん

⇔武
ぶ

官
かん

□文
ぶん

語
ご

⇔口
こう

語
ご

□分
ぶん

散
さん

⇔集
しゅうけつ

結 □分
ぶん

析
せき

⇔総
そう

合
ごう

□文
ぶん

明
めい

⇔未
み

開
かい

□分
ぶん

裂
れつ

⇔統
とう

一
いつ

□平
へい

穏
おん

⇔不
ふ

穏
おん

□平
へい

家
け

⇔源
げん

氏
じ

□平
へい

行
こう

⇔交
こう

差
さ

□併
へい

合
ごう

⇔分
ぶん

割
かつ

□平
へいじょう

常⇔非
ひじょう

常
□平

へい

時
じ

⇔戦
せん

時
じ

□平
へい

面
めん

的
てき

⇔立
りっ

体
たい

的
てき

□閉
へい

鎖
さ

⇔開
かい

放
ほう

□別
べつ

学
がく

⇔共
きょうがく

学 □平
へい

凡
ぼん

⇔非
ひ

凡
ぼん

□平
へい

面
めん

⇔曲
きょくめん

面 □並
へい

列
れつ

⇔直
ちょくれつ

列 □平
へい

和
わ

⇔戦
せん

争
そう

□蔑
べっしょう

称⇔敬
けいしょう

称 □偏
へん

愛
あい

⇔博
はく

愛
あい

□変
へん

則
そく

⇔正
せい

則
そく

□変
へん

化
か

⇔不
ふ

変
へん

□邦
ほう

楽
がく

⇔洋
よう

楽
がく

□傍
ぼう

系
けい

⇔直
ちょっけい

系 □亡
ぼう

国
こく

⇔興
こう

国
こく

□飽
ほうしょく

食⇔飢
き

餓
が

□放
ほう

任
にん

⇔統
とう

制
せい

□冒
ぼう

頭
とう

⇔末
まつ

尾
び

□暴
ぼう

落
らく

⇔高
こう

騰
とう

□保
ほ

護
ご

⇔迫
はく

害
がい

□保
ほ

守
しゅ

⇔革
かく

新
しん

□保
ほりゅう

留⇔決
けっ

定
てい

□本
ほん

家
け

⇔分
ぶん

家
け

□本
ほんりゅう

流⇔支
しりゅう

流 □マクロ⇔ミクロ
□マイナー⇔メジャー □満

まん

月
げつ

⇔新
しん

月
げつ

□満
まん

足
ぞく

⇔不
ふ

満
まん

□未
み

刊
かん

⇔既
き

刊
かん

□未
み

済
さい

⇔既
き

済
さい

□密
みっきょう

教⇔顕
けんきょう

教 □未
み

知
ち

⇔既
き

知
ち

□未
み

満
まん

⇔超
ちょうか

過 □密
みっしゅう

集⇔散
さん

在
ざい

□密
みつ

林
りん

⇔疎
そ

林
りん

□未
み

定
てい

⇔既
き

定
てい

□民
みん

間
かん

⇔官
かん

界
かい

□民
みん

事
じ

⇔刑
けい

事
じ

□民
みん

主
しゅ

的
てき

⇔封
ほう

建
けん

的
てき

□ミニマム（最
さいしょう

小）⇔マキシマム（最
さい

大
だい

）□未
み

納
のう

⇔既
き

納
のう

□見
み

本
ほん

⇔現
げん

物
ぶつ

□釈
しゃくほう

放⇔検
けん

挙
きょ

□邪
じゃ

道
どう

⇔正
せい

道
どう

□自
じ

由
ゆう

⇔束
そく

縛
ばく

□醜
しゅうあく

悪⇔美
び

麗
れい

□収
しゅうえき

益⇔損
そん

失
しつ

□終
しゅうぎょう

業⇔始
しぎょう

業 □集
しゅうけつ

結⇔散
さん

開
かい

□充
じゅうけつ

血⇔貧
ひん

血
けつ

□集
しゅうごう

合⇔解
かい

散
さん

□収
しゅうしゅく

縮⇔拡
かく

大
だい

□終
しゅうちゃく

着⇔始
し

発
はつ

□集
しゅうちゅう

中⇔分
ぶん

散
さん

□柔
じゅうなん

軟⇔強
きょうこう

硬 □収
しゅうにゅう

入⇔支
ししゅつ

出 □収
しゅうわい

賄⇔贈
ぞう

賄
わい

□主
しゅ

観
かん

⇔客
きゃっかん

観 □主
しゅ

賓
ひん

⇔陪
ばい

賓
ひん

□祝
しゅくが

賀⇔哀
あい

悼
とう

□祝
しゅくじ

辞⇔弔
ちょうじ

辞 □熟
じゅくれん

練⇔未
みじゅく

熟
□主

しゅ

人
じん

⇔客
きゃくじん

人 □主
しゅ

体
たい

⇔客
きゃくたい

体 □受
じゅ

諾
だく

⇔拒
きょ

絶
ぜつ

□出
しゅつぎょ

御⇔入
にゅうぎょ

御 □出
しゅっきん

勤⇔欠
けっ

勤
きん

□出
しゅっぱん

版⇔絶
ぜっ

版
ぱん

□受
じゅりょう

領⇔提
ていしゅつ

出 □資
し

産
さん

⇔負
ふ

債
さい

□私
し

費
ひ

⇔公
こう

費
ひ

□順
じゅんぷう

風⇔逆
ぎゃくふう

風
□昇
しょうかく

格⇔降
こう

格
かく

□上
じょうせき

席⇔末
まっ

席
せき

□饒
じょうぜつ

舌⇔緘
かん

黙
もく

□承
しょうだく

諾⇔拒
きょ

絶
ぜつ

□消
しょうとう

灯⇔点
てん

灯
とう

□借
しゃくよう

用⇔貸
たい

与
よ

□叙
じょ

事
じ

⇔抒
じょじょう

情 □序
じょ

論
ろん

⇔本
ほん

論
ろん

□序
じょ

文
ぶん

⇔跋
ばつ

文
ぶん

□自
じ

力
りき

⇔他
た

力
りき

□自
じ

立
りつ

⇔依
い

存
ぞん

□自
じ

律
りつ

⇔他
た

律
りつ

□自
じ

立
りつ

語
ご

⇔付
ふ

属
ぞく

語
ご

□新
しん

鋭
えい

⇔古
こ

豪
ごう

□進
しん

化
か

⇔退
たい

化
か

□進
しん

行
こう

⇔停
てい

止
し

□人
じん

災
さい

⇔天
てん

災
さい

□紳
しん

士
し

⇔淑
しゅくじょ

女 □真
しん

実
じつ

⇔虚
きょ

偽
ぎ

□進
しん

取
しゅ

⇔退
たい

嬰
えい

□新
しん

制
せい

⇔旧
きゅうせい

制 □進
しん

歩
ぽ

⇔退
たい

歩
ほ

□進
しん

歩
ぽ

的
てき

⇔保
ほ

守
しゅ

的
てき

□親
しん

密
みつ

⇔疎
そ

遠
えん

□深
しん

層
そう

⇔表
ひょうそう

層
□信

しん

用
よう

⇔不
ふ

信
しん

□新
しん

約
やく

⇔旧
きゅうやく

約 □新
しん

訳
やく

⇔旧
きゅうやく

訳 □進
しん

路
ろ

⇔退
たい

路
ろ

□水
すい

面
めん

⇔水
すい

底
てい

□衰
すい

運
うん

⇔盛
せい

運
うん

□衰
すい

退
たい

⇔発
はっ

展
てん

□水
すい

平
へい

⇔垂
すいちょく

直 □衰
すい

亡
ぼう

⇔興
こうりゅう

隆 □成
せい

案
あん

⇔草
そう

案
あん

□清
せい

音
おん

⇔濁
だく

音
おん

□正
せい

義
ぎ

⇔不
ふ

義
ぎ

□正
せい

答
とう

⇔誤
ご

答
とう

□清
せい

潔
けつ

⇔不
ふ

潔
けつ

□生
せい

産
さん

⇔消
しょうひ

費
□正

せい

式
しき

⇔略
りゃくしき

式 □静
せいじゃく

寂⇔喧
けん

噪
そう

□成
せいじゅく

熟⇔未
みじゅく

熟 □精
せい

神
しん

⇔肉
にく

体
たい

□精
せい

神
しん

的
てき

⇔物
ぶっ

質
しつ

的
てき

□正
せい

装
そう

⇔略
りゃくそう

装 □精
せい

読
どく

⇔乱
らん

読
どく

□整
せい

頓
とん

⇔乱
らん

雑
ざつ

□整
せい

然
ぜん

⇔雑
ざつ

然
ぜん

□成
せい

文
ぶん

律
りつ

⇔不
ふ

文
ぶん

律
りつ

□正
せい

門
もん

⇔裏
うら

門
もん

□西
せい

洋
よう

⇔東
とう

洋
よう

□清
せいりゅう

流⇔濁
だくりゅう

流 □正
せい

論
ろん

⇔邪
じゃ

論
ろん

□積
せっきょく

極⇔消
しょうきょく

極
□接

せっ

近
きん

⇔離
り

脱
だつ

□絶
ぜっ

対
たい

⇔相
そう

対
たい

□接
せっ

頭
とう

語
ご

⇔接
せつ

尾
び

語
ご

□設
せっ

置
ち

⇔撤
てっ

去
きょ

□絶
ぜつ

望
ぼう

⇔希
き

望
ぼう

□絶
ぜっ

賛
さん

⇔酷
こくひょう

評 □前
ぜん

世
せ

⇔来
らい

世
せ

□専
せん

制
せい

的
てき

⇔民
みん

主
しゅ

的
てき

□全
ぜん

体
たい

⇔部
ぶ

分
ぶん

□全
ぜん

部
ぶ

⇔一
いち

部
ぶ

□先
せん

天
てん

⇔後
こう

天
てん

□全
ぜん

日
にち

制
せい

⇔定
てい

時
じ

制
せい

□専
せん

任
にん

⇔兼
けん

任
にん

□全
ぜん

貌
ぼう

⇔一
いっ

斑
ぱん

□全
ぜん

身
しん

⇔局
きょくぶ

部
□善
ぜんりょう

良⇔不
ふりょう

良 □善
ぜん

玉
だま

⇔悪
あく

玉
だま

□浅
せん

慮
りょ

⇔深
しん

慮
りょ

□粗
そ

悪
あく

⇔精
せい

好
ごう

□増
ぞう

益
えき

⇔減
げん

益
えき

□造
ぞう

花
か

⇔生
せい

花
か

□創
そう

刊
かん

⇔廃
はい

刊
かん

□争
そう

議
ぎ

⇔和
わ

解
かい

□創
そうぎょう

業⇔廃
はいぎょう

業 □総
そう

計
けい

⇔小
しょうけい

計
□相

そう

互
ご

的
てき

⇔一
いっ

方
ぽう

的
てき

□早
そう

婚
こん

⇔晩
ばん

婚
こん

□増
ぞう

産
さん

⇔減
げん

産
さん

□増
ぞう

資
し

⇔減
げん

資
し

□早
そうしゅん

春⇔晩
ばんしゅう

秋
□増
ぞうしゅう

収⇔減
げんしゅう

収 □早
そうじゅく

熟⇔晩
ばん

成
せい

□早
そう

成
せい

⇔晩
ばん

成
せい

□早
そうしゅん

春⇔晩
ばんしゅん

春 □増
ぞう

水
すい

⇔減
げん

水
すい

□送
そう

辞
じ

⇔答
とう

辞
じ

□喪
そう

失
しつ

⇔獲
かく

得
とく

□増
ぞう

税
ぜい

⇔減
げん

税
ぜい

□総
そう

則
そく

⇔細
さい

則
そく

□増
ぞう

配
はい

⇔減
げん

配
ぱい

□騒
そう

然
ぜん

⇔粛
しゅくぜん

然 □創
そう

造
ぞう

⇔模
も

倣
ほう

□早
そう

漏
ろう

⇔遅
ち

漏
ろう

□阻
そ

害
がい

⇔助
じょちょう

長 □俗
ぞく

語
ご

⇔雅
が

語
ご

□促
そく

進
しん

⇔抑
よく

制
せい

□続
ぞく

伸
しん

⇔続
ぞく

落
らく

□属
ぞく

性
せい

⇔実
じっ

体
たい

□速
そく

筆
ひつ

⇔遅
ち

筆
ひつ

□粗
そ

雑
ざつ

⇔精
せい

密
みつ

□続
ぞっ

行
こう

⇔中
ちゅうし

止 □粗
そしょく

食⇔美
びしょく

食 □疎
そ

水
すい

⇔親
しん

水
すい

□粗
そ

暴
ぼう

⇔温
おん

和
わ

□粗
そ

野
や

⇔優
ゆう

雅
が

□外
そと

蓋
ふた

⇔内
うち

蓋
ふた

□粗
そ

末
まつ

⇔立
りっ

派
ぱ

□尊
そん

敬
けい

⇔侮
ぶじょく

辱 □尊
そん

属
ぞく

⇔卑
ひ

属
ぞく

□尊
そん

大
だい

⇔卑
ひ

下
げ

□尊
そんちょう

重⇔無
む

視
し

□損
そん

友
ゆう

⇔益
えき

友
ゆう

□体
たい

言
げん

⇔用
よう

言
げん

□退
たいしょく

職⇔就
しゅうしょく

職 □大
だい

胆
たん

⇔小
しょうしん

心
□大
たいりょう

漁⇔不
ふりょう

漁 □鷹
たか

派
は

⇔鳩
はと

派
は

□多
たしんきょう

神教⇔一
いっしんきょう

神教 □達
たっ

筆
ぴつ

⇔悪
あく

筆
ひつ

□他
た

人
にん

⇔自
じ

分
ぶん

□駄
だ

馬
ば

⇔駿
しゅんめ

馬 □多
た

勢
ぜい

⇔無
ぶ

勢
ぜい

□多
た

弁
べん

⇔寡
か

黙
もく

□多
た

忙
ぼう

⇔閑
かん

暇
か

□多
た

様
よう

性
せい

⇔画
かく

一
いつ

性
せい

□単
たん

一
いつ

⇔複
ふく

合
ごう

□単
たん

式
しき

⇔複
ふく

式
しき

□単
たんじゅん

純⇔複
ふく

雑
ざつ

□短
たんしょう

小⇔長
ちょうだい

大 □誕
たんじょう

生⇔死
し

亡
ぼう

□暖
だん

冬
とう

⇔厳
げん

冬
とう

□短
たん

命
めい

⇔長
ちょうじゅ

寿 □短
たん

慮
りょ

⇔深
しん

慮
りょ

□蓄
ちく

財
ざい

⇔散
さん

財
ざい

□恥
ちじょく

辱⇔名
めい

誉
よ

マントラ　対義語 マントラ　対義語
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□緻
ち

密
みつ

⇔散
さん

漫
まん

□着
ちゃくにん

任⇔離
り

任
にん

□着
ちゃっこう

工⇔完
かん

工
こう

□中
ちゅうすう

枢⇔末
まっ

端
たん

□中
ちゅうどく

毒⇔解
げ

毒
どく

□懲
ちょうあく

悪⇔勧
かん

善
ぜん

□頂
ちょうじょう

上⇔麓
ふもと

□挑
ちょうせん

戦⇔応
おう

戦
せん

□張
ちょうりょく

力⇔圧
あつりょく

力 □長
ちょうし

子⇔末
まっ

子
し

□直
ちょっかん

観⇔推
すい

論
ろん

□沈
ちん

下
か

⇔隆
りゅうき

起 □鎮
ちん

火
か

⇔発
はっ

火
か

□賃
ちん

貸
たい

⇔賃
ちんしゃく

借 □鎮
ちん

静
せい

⇔興
こう

奮
ふん

□沈
ちん

没
ぼつ

⇔浮
ふじょう

上 □追
つい

随
ずい

⇔率
そっ

先
せん

□通
つうしょう

称⇔本
ほんみょう

名 □通
つう

説
せつ

⇔異
い

説
せつ

□通
つう

読
どく

⇔熟
じゅくどく

読
□通

つう

有
ゆう

⇔特
とく

有
ゆう

□通
つう

覧
らん

⇔熟
じゅくらん

覧 □通
つう

例
れい

⇔異
い

例
れい

□通
つう

論
ろん

⇔異
い

論
ろん

□月
つき

夜
よ

⇔闇
やみ

夜
よ

□締
てい

結
けつ

⇔廃
はい

棄
き

□逓
てい

減
げん

⇔逓
てい

増
ぞう

□抵
てい

抗
こう

⇔屈
くっ

服
ぷく

□定
てい

時
じ

⇔臨
りん

時
じ

□定
てい

説
せつ

⇔異
い

説
せつ

□適
てき

格
かく

⇔欠
けっ

格
かく

□転
てんしゃく

借⇔転
てん

貸
たい

□伝
でん

統
とう

⇔革
かく

新
しん

□伝
でん

説
せつ

⇔史
し

実
じつ

□天
てん

然
ねん

⇔人
じん

工
こう

□同
どう

意
い

語
ご

⇔反
はん

意
い

語
ご

□同
どう

化
か

⇔異
い

化
か

□同
どう

義
ぎ

語
ご

⇔対
たい

義
ぎ

語
ご

□同
どうぎょう

業⇔異
いぎょう

業 □東
とう

欧
おう

⇔西
せい

欧
おう

□謄
とう

本
ほん

⇔抄
しょうほん

本 □動
どうみゃく

脈⇔静
じょうみゃく

脈 □冬
とう

眠
みん

⇔夏
か

眠
みん

□同
どう

門
もん

⇔他
た

門
もん

□同
どう

質
しつ

⇔異
い

質
しつ

□同
どう

種
しゅ

⇔異
い

種
しゅ

□動
どう

的
てき

⇔静
せい

的
てき

□読
とう

点
てん

⇔句
く

点
てん

□特
とく

殊
しゅ

⇔一
いっ

般
ぱん

□独
どくしょう

唱⇔合
がっしょう

唱
□独

どく

創
そう

⇔模
も

倣
ほう

□特
とく

別
べつ

⇔普
ふ

通
つう

□独
どく

立
りつ

⇔依
い

存
ぞん

□鈍
どん

感
かん

⇔敏
びん

感
かん

□鈍
どん

足
そく

⇔俊
しゅんそく

足
□内
ないしょく

職⇔本
ほんしょく

職 □内
ない

径
けい

⇔外
がい

径
けい

□内
ない

示
じ

⇔公
こう

示
じ

□内
ない

需
じゅ

⇔外
がい

需
じゅ

□内
ない

親
しん

王
のう

⇔親
しん

王
のう

□軟
なん

質
しつ

⇔硬
こう

質
しつ

□難
なん

解
かい

⇔平
へい

易
い

□日
にっしょく

食⇔月
げっしょく

食 □偽
にせ

物
もの

⇔本
ほん

物
もの

□入
にゅうさつ

札⇔落
らく

札
さつ

□入
にゅうせき

籍⇔除
じょ

籍
せき

□入
にゅうたい

隊⇔除
じょ

隊
たい

□任
にん

意
い

⇔強
きょうせい

制 □人
にん

間
げん

業
わざ

⇔神
かみ

業
わざ

□納
のう

会
かい

⇔発
はっ

会
かい

□納
のう

税
ぜい

⇔徴
ちょうぜい

税 □納
のうにゅう

入⇔徴
ちょうしゅう

収 □濃
のう

厚
こう

⇔淡
たん

白
ぱく

□農
のう

繁
はん

期
き

⇔農
のう

閑
かん

期
き

□能
のう

弁
べん

⇔訥
とつ

弁
べん

□後
のち

程
ほど

⇔先
さき

程
ほど

□廃
はい

止
し

⇔存
そん

置
ち

□敗
はい

走
そう

⇔追
つい

撃
げき

□背
はい

面
めん

⇔正
しょうめん

面 □破
は

壊
かい

⇔建
けん

設
せつ

□莫
ばく

大
だい

⇔僅
きんしょう

少 □白
はくひょう

票⇔青
せいひょう

票 □舶
はく

来
らい

⇔国
こく

産
さん

□暴
ばく

露
ろ

⇔隠
いん

蔽
ぺい

□発
はつ

言
げん

⇔沈
ちん

黙
もく

□発
はっ

車
しゃ

⇔停
てい

車
しゃ

□繁
はん

栄
えい

⇔衰
すい

微
び

□繁
はん

忙
ぼう

⇔閑
かん

散
さん

□反
はんぎゃく

逆⇔帰
きじゅん

順 □悲
ひ

運
うん

⇔幸
こう

運
うん

□日
ひ

陰
かげ

⇔日
ひ

向
なた

□否
ひ

決
けつ

⇔可
か

決
けつ

□必
ひつ

然
ぜん

⇔偶
ぐう

然
ぜん

□筆
ひっ

答
とう

⇔口
こう

答
とう

□否
ひ

認
にん

⇔是
ぜ

認
にん

□標
ひょうじゅんご

準語⇔方
ほう

言
げん

□肥
ひ

沃
よく

⇔不
ふ

毛
もう

□非
ひ

力
りき

⇔強
きょうりょく

力 □美
び

徳
とく

⇔悪
あく

徳
とく

□美
び

名
めい

⇔悪
あく

名
めい

□比
び

丘
く

⇔比
び

丘
く

尼
に

□富
ふう

貴
き

⇔貧
ひん

困
こん

□俯
ふ

角
かく

⇔仰
ぎょうかく

角 □俯
ふ

瞰
かん

⇔仰
ぎょうし

視 □副
ふくぎょう

業⇔本
ほんぎょう

業
□服
ふくじゅう

従⇔反
はん

抗
こう

□不
ふじゅん

純⇔純
じゅんすい

粋 □不
ふじょう

浄⇔清
しょうじょう

浄 □譜
ふ

代
だい

⇔外
とざ ま

様 □沸
ふっ

点
てん

⇔氷
ひょうてん

点
□不

ふ

足
そく

⇔充
じゅうそく

足 □不
ふ

当
とう

⇔正
せい

当
とう

□不
ふ

変
へん

⇔可
か

変
へん

□富
ふ

裕
ゆう

⇔貧
ひん

困
こん

□文
ぶん

官
かん

⇔武
ぶ

官
かん

□文
ぶん

語
ご

⇔口
こう

語
ご

□分
ぶん

散
さん

⇔集
しゅうけつ

結 □分
ぶん

析
せき

⇔総
そう

合
ごう

□文
ぶん

明
めい

⇔未
み

開
かい

□分
ぶん

裂
れつ

⇔統
とう

一
いつ

□平
へい

穏
おん

⇔不
ふ

穏
おん

□平
へい

家
け

⇔源
げん

氏
じ

□平
へい

行
こう

⇔交
こう

差
さ

□併
へい

合
ごう

⇔分
ぶん

割
かつ

□平
へいじょう

常⇔非
ひじょう

常
□平

へい

時
じ

⇔戦
せん

時
じ

□平
へい

面
めん

的
てき

⇔立
りっ

体
たい

的
てき

□閉
へい

鎖
さ

⇔開
かい

放
ほう

□別
べつ

学
がく

⇔共
きょうがく

学 □平
へい

凡
ぼん

⇔非
ひ

凡
ぼん

□平
へい

面
めん

⇔曲
きょくめん

面 □並
へい

列
れつ

⇔直
ちょくれつ

列 □平
へい

和
わ

⇔戦
せん

争
そう

□蔑
べっしょう

称⇔敬
けいしょう

称 □偏
へん

愛
あい

⇔博
はく

愛
あい

□変
へん

則
そく

⇔正
せい

則
そく

□変
へん

化
か

⇔不
ふ

変
へん

□邦
ほう

楽
がく

⇔洋
よう

楽
がく

□傍
ぼう

系
けい

⇔直
ちょっけい

系 □亡
ぼう

国
こく

⇔興
こう

国
こく

□飽
ほうしょく

食⇔飢
き

餓
が

□放
ほう

任
にん

⇔統
とう

制
せい

□冒
ぼう

頭
とう

⇔末
まつ

尾
び

□暴
ぼう

落
らく

⇔高
こう

騰
とう

□保
ほ

護
ご

⇔迫
はく

害
がい

□保
ほ

守
しゅ

⇔革
かく

新
しん

□保
ほりゅう

留⇔決
けっ

定
てい

□本
ほん

家
け

⇔分
ぶん

家
け

□本
ほんりゅう

流⇔支
しりゅう

流 □マクロ⇔ミクロ
□マイナー⇔メジャー □満

まん

月
げつ

⇔新
しん

月
げつ

□満
まん

足
ぞく

⇔不
ふ

満
まん

□未
み

刊
かん

⇔既
き

刊
かん

□未
み

済
さい

⇔既
き

済
さい

□密
みっきょう

教⇔顕
けんきょう

教 □未
み

知
ち

⇔既
き

知
ち

□未
み

満
まん

⇔超
ちょうか

過 □密
みっしゅう

集⇔散
さん

在
ざい

□密
みつ

林
りん

⇔疎
そ

林
りん

□未
み

定
てい

⇔既
き

定
てい

□民
みん

間
かん

⇔官
かん

界
かい

□民
みん

事
じ

⇔刑
けい

事
じ

□民
みん

主
しゅ

的
てき

⇔封
ほう

建
けん

的
てき

□ミニマム（最
さいしょう

小）⇔マキシマム（最
さい

大
だい

）□未
み

納
のう

⇔既
き

納
のう

□見
み

本
ほん

⇔現
げん

物
ぶつ

□釈
しゃくほう

放⇔検
けん

挙
きょ

□邪
じゃ

道
どう

⇔正
せい

道
どう

□自
じ

由
ゆう

⇔束
そく

縛
ばく

□醜
しゅうあく

悪⇔美
び

麗
れい

□収
しゅうえき

益⇔損
そん

失
しつ

□終
しゅうぎょう

業⇔始
しぎょう

業 □集
しゅうけつ

結⇔散
さん

開
かい

□充
じゅうけつ

血⇔貧
ひん

血
けつ

□集
しゅうごう

合⇔解
かい

散
さん

□収
しゅうしゅく

縮⇔拡
かく

大
だい

□終
しゅうちゃく

着⇔始
し

発
はつ

□集
しゅうちゅう

中⇔分
ぶん

散
さん

□柔
じゅうなん

軟⇔強
きょうこう

硬 □収
しゅうにゅう

入⇔支
ししゅつ

出 □収
しゅうわい

賄⇔贈
ぞう

賄
わい

□主
しゅ

観
かん

⇔客
きゃっかん

観 □主
しゅ

賓
ひん

⇔陪
ばい

賓
ひん

□祝
しゅくが

賀⇔哀
あい

悼
とう

□祝
しゅくじ

辞⇔弔
ちょうじ

辞 □熟
じゅくれん

練⇔未
みじゅく

熟
□主

しゅ

人
じん

⇔客
きゃくじん

人 □主
しゅ

体
たい

⇔客
きゃくたい

体 □受
じゅ

諾
だく

⇔拒
きょ

絶
ぜつ

□出
しゅつぎょ

御⇔入
にゅうぎょ

御 □出
しゅっきん

勤⇔欠
けっ

勤
きん

□出
しゅっぱん

版⇔絶
ぜっ

版
ぱん

□受
じゅりょう

領⇔提
ていしゅつ

出 □資
し

産
さん

⇔負
ふ

債
さい

□私
し

費
ひ

⇔公
こう

費
ひ

□順
じゅんぷう

風⇔逆
ぎゃくふう

風
□昇
しょうかく

格⇔降
こう

格
かく

□上
じょうせき

席⇔末
まっ

席
せき

□饒
じょうぜつ

舌⇔緘
かん

黙
もく

□承
しょうだく

諾⇔拒
きょ

絶
ぜつ

□消
しょうとう

灯⇔点
てん

灯
とう

□借
しゃくよう

用⇔貸
たい

与
よ

□叙
じょ

事
じ

⇔抒
じょじょう

情 □序
じょ

論
ろん

⇔本
ほん

論
ろん

□序
じょ

文
ぶん

⇔跋
ばつ

文
ぶん

□自
じ

力
りき

⇔他
た

力
りき

□自
じ

立
りつ

⇔依
い

存
ぞん

□自
じ

律
りつ

⇔他
た

律
りつ

□自
じ

立
りつ

語
ご

⇔付
ふ

属
ぞく

語
ご

□新
しん

鋭
えい

⇔古
こ

豪
ごう

□進
しん

化
か

⇔退
たい

化
か

□進
しん

行
こう

⇔停
てい

止
し

□人
じん

災
さい

⇔天
てん

災
さい

□紳
しん

士
し

⇔淑
しゅくじょ

女 □真
しん

実
じつ

⇔虚
きょ

偽
ぎ

□進
しん

取
しゅ

⇔退
たい

嬰
えい

□新
しん

制
せい

⇔旧
きゅうせい

制 □進
しん

歩
ぽ

⇔退
たい

歩
ほ

□進
しん

歩
ぽ

的
てき

⇔保
ほ

守
しゅ

的
てき

□親
しん

密
みつ

⇔疎
そ

遠
えん

□深
しん

層
そう

⇔表
ひょうそう

層
□信

しん

用
よう

⇔不
ふ

信
しん

□新
しん

約
やく

⇔旧
きゅうやく

約 □新
しん

訳
やく

⇔旧
きゅうやく

訳 □進
しん

路
ろ

⇔退
たい

路
ろ

□水
すい

面
めん

⇔水
すい

底
てい

□衰
すい

運
うん

⇔盛
せい

運
うん

□衰
すい

退
たい

⇔発
はっ

展
てん

□水
すい

平
へい

⇔垂
すいちょく

直 □衰
すい

亡
ぼう

⇔興
こうりゅう

隆 □成
せい

案
あん

⇔草
そう

案
あん

□清
せい

音
おん

⇔濁
だく

音
おん

□正
せい

義
ぎ

⇔不
ふ

義
ぎ

□正
せい

答
とう

⇔誤
ご

答
とう

□清
せい

潔
けつ

⇔不
ふ

潔
けつ

□生
せい

産
さん

⇔消
しょうひ

費
□正

せい

式
しき

⇔略
りゃくしき

式 □静
せいじゃく

寂⇔喧
けん

噪
そう

□成
せいじゅく

熟⇔未
みじゅく

熟 □精
せい

神
しん

⇔肉
にく

体
たい

□精
せい

神
しん

的
てき

⇔物
ぶっ

質
しつ

的
てき

□正
せい

装
そう

⇔略
りゃくそう

装 □精
せい

読
どく

⇔乱
らん

読
どく

□整
せい

頓
とん

⇔乱
らん

雑
ざつ

□整
せい

然
ぜん

⇔雑
ざつ

然
ぜん

□成
せい

文
ぶん

律
りつ

⇔不
ふ

文
ぶん

律
りつ

□正
せい

門
もん

⇔裏
うら

門
もん

□西
せい

洋
よう

⇔東
とう

洋
よう

□清
せいりゅう

流⇔濁
だくりゅう

流 □正
せい

論
ろん

⇔邪
じゃ

論
ろん

□積
せっきょく

極⇔消
しょうきょく

極
□接

せっ

近
きん

⇔離
り

脱
だつ

□絶
ぜっ

対
たい

⇔相
そう

対
たい

□接
せっ

頭
とう

語
ご

⇔接
せつ

尾
び

語
ご

□設
せっ

置
ち

⇔撤
てっ

去
きょ

□絶
ぜつ

望
ぼう

⇔希
き

望
ぼう

□絶
ぜっ

賛
さん

⇔酷
こくひょう

評 □前
ぜん

世
せ

⇔来
らい

世
せ

□専
せん

制
せい

的
てき

⇔民
みん

主
しゅ

的
てき

□全
ぜん

体
たい

⇔部
ぶ

分
ぶん

□全
ぜん

部
ぶ

⇔一
いち

部
ぶ

□先
せん

天
てん

⇔後
こう

天
てん

□全
ぜん

日
にち

制
せい

⇔定
てい

時
じ

制
せい

□専
せん

任
にん

⇔兼
けん

任
にん

□全
ぜん

貌
ぼう

⇔一
いっ

斑
ぱん

□全
ぜん

身
しん

⇔局
きょくぶ

部
□善
ぜんりょう

良⇔不
ふりょう

良 □善
ぜん

玉
だま

⇔悪
あく

玉
だま

□浅
せん

慮
りょ

⇔深
しん

慮
りょ

□粗
そ

悪
あく

⇔精
せい

好
ごう

□増
ぞう

益
えき

⇔減
げん

益
えき

□造
ぞう

花
か

⇔生
せい

花
か

□創
そう

刊
かん

⇔廃
はい

刊
かん

□争
そう

議
ぎ

⇔和
わ

解
かい

□創
そうぎょう

業⇔廃
はいぎょう

業 □総
そう

計
けい

⇔小
しょうけい

計
□相

そう

互
ご

的
てき

⇔一
いっ

方
ぽう

的
てき

□早
そう

婚
こん

⇔晩
ばん

婚
こん

□増
ぞう

産
さん

⇔減
げん

産
さん

□増
ぞう

資
し

⇔減
げん

資
し

□早
そうしゅん

春⇔晩
ばんしゅう

秋
□増
ぞうしゅう

収⇔減
げんしゅう

収 □早
そうじゅく

熟⇔晩
ばん

成
せい

□早
そう

成
せい

⇔晩
ばん

成
せい

□早
そうしゅん

春⇔晩
ばんしゅん

春 □増
ぞう

水
すい

⇔減
げん

水
すい

□送
そう

辞
じ

⇔答
とう

辞
じ

□喪
そう

失
しつ

⇔獲
かく

得
とく

□増
ぞう

税
ぜい

⇔減
げん

税
ぜい

□総
そう

則
そく

⇔細
さい

則
そく

□増
ぞう

配
はい

⇔減
げん

配
ぱい

□騒
そう

然
ぜん

⇔粛
しゅくぜん

然 □創
そう

造
ぞう

⇔模
も

倣
ほう

□早
そう

漏
ろう

⇔遅
ち

漏
ろう

□阻
そ

害
がい

⇔助
じょちょう

長 □俗
ぞく

語
ご

⇔雅
が

語
ご

□促
そく

進
しん

⇔抑
よく

制
せい

□続
ぞく

伸
しん

⇔続
ぞく

落
らく

□属
ぞく

性
せい

⇔実
じっ

体
たい

□速
そく

筆
ひつ

⇔遅
ち

筆
ひつ

□粗
そ

雑
ざつ

⇔精
せい

密
みつ

□続
ぞっ

行
こう

⇔中
ちゅうし

止 □粗
そしょく

食⇔美
びしょく

食 □疎
そ

水
すい

⇔親
しん

水
すい

□粗
そ

暴
ぼう

⇔温
おん

和
わ

□粗
そ

野
や

⇔優
ゆう

雅
が

□外
そと

蓋
ふた

⇔内
うち

蓋
ふた

□粗
そ

末
まつ

⇔立
りっ

派
ぱ

□尊
そん

敬
けい

⇔侮
ぶじょく

辱 □尊
そん

属
ぞく

⇔卑
ひ

属
ぞく

□尊
そん

大
だい

⇔卑
ひ

下
げ

□尊
そんちょう

重⇔無
む

視
し

□損
そん

友
ゆう

⇔益
えき

友
ゆう

□体
たい

言
げん

⇔用
よう

言
げん

□退
たいしょく

職⇔就
しゅうしょく

職 □大
だい

胆
たん

⇔小
しょうしん

心
□大
たいりょう

漁⇔不
ふりょう

漁 □鷹
たか

派
は

⇔鳩
はと

派
は

□多
たしんきょう

神教⇔一
いっしんきょう

神教 □達
たっ

筆
ぴつ

⇔悪
あく

筆
ひつ

□他
た

人
にん

⇔自
じ

分
ぶん

□駄
だ

馬
ば

⇔駿
しゅんめ

馬 □多
た

勢
ぜい

⇔無
ぶ

勢
ぜい

□多
た

弁
べん

⇔寡
か

黙
もく

□多
た

忙
ぼう

⇔閑
かん

暇
か

□多
た

様
よう

性
せい

⇔画
かく

一
いつ

性
せい

□単
たん

一
いつ

⇔複
ふく

合
ごう

□単
たん

式
しき

⇔複
ふく

式
しき

□単
たんじゅん

純⇔複
ふく

雑
ざつ

□短
たんしょう

小⇔長
ちょうだい

大 □誕
たんじょう

生⇔死
し

亡
ぼう

□暖
だん

冬
とう

⇔厳
げん

冬
とう

□短
たん

命
めい

⇔長
ちょうじゅ

寿 □短
たん

慮
りょ

⇔深
しん

慮
りょ

□蓄
ちく

財
ざい

⇔散
さん

財
ざい

□恥
ちじょく

辱⇔名
めい

誉
よ
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□未
みしゅう

収⇔既
きしゅう

収 □無
む

学
がく

⇔博
はく

学
がく

□無
む

機
き

⇔有
ゆう

機
き

□無
むじょう

常⇔常
じょうじゅう

住 □無
む

趣
しゅ

味
み

⇔多
た

趣
しゅ

味
み

□無
む

知
ち

⇔博
はく

識
しき

□無
む

配
はい

⇔有
ゆう

配
はい

□無
む

欲
よく

⇔貪
どん

欲
よく

□無
む

理
り

⇔道
どう

理
り

□明
めい

示
じ

⇔暗
あん

示
じ

□名
めい

案
あん

⇔愚
ぐ

案
あん

□名
めい

目
もく

⇔実
じっ

質
しつ

□明
めい

白
はく

⇔不
ふ

明
めい

□明
めいりょう

瞭⇔曖
あい

昧
まい

□目
めがしら

頭⇔目
め

尻
じり

□目
もく

測
そく

⇔実
じっ

測
そく

□目
もく

的
てき

⇔手
しゅ

段
だん

□黙
もく

秘
ひ

⇔供
きょうじゅつ

述 □模
も

型
けい

⇔実
じつ

物
ぶつ

□諸
もろ

手
て

⇔片
かた

手
て

□諸
もろ

刃
は

⇔片
かた

刃
ば

□モダン⇔クラシック □門
もん

外
がい

漢
かん

⇔専
せん

門
もん

家
か

□野
や

党
とう

⇔与
よ

党
とう

□唯
ゆい

物
ぶつ

論
ろん

⇔唯
ゆい

心
しん

論
ろん

□優
ゆう

越
えつ

感
かん

⇔劣
れっ

等
とう

感
かん

□優
ゆうしゅう

秀⇔劣
れっ

等
とう

□優
ゆう

勢
せい

⇔劣
れっ

勢
せい

□優
ゆう

等
とう

⇔劣
れっ

等
とう

□雄
ゆう

飛
ひ

⇔雌
し

伏
ふく

□裕
ゆう

福
ふく

⇔貧
ひん

困
こん

□雄
ゆう

弁
べん

⇔訥
とつ

弁
べん

□有
ゆう

望
ぼう

⇔絶
ぜつ

望
ぼう

□優
ゆう

良
りょう

⇔劣
れつ

悪
あく

□要
よう

員
いん

⇔剰
じょう

員
いん

□用
よう

水
すい

⇔排
はい

水
すい

□陽
よう

性
せい

⇔陰
いん

性
せい

□溶
よう

質
しつ

⇔溶
よう

媒
ばい

□抑
よく

圧
あつ

⇔奨
しょうれい

励
□予

よ

算
さん

⇔決
けっ

算
さん

□予
よしゅう

習⇔復
ふくしゅう

習 □予
よ

想
そう

⇔結
けっ

果
か

□余
よ

分
ぶん

⇔不
ふ

足
そく

分
ぶん

□来
らい

訪
ほう

⇔往
おう

訪
ほう

□来
らい

航
こう

⇔渡
と

航
こう

□楽
らくしょう

勝⇔惨
ざん

敗
ぱい

□落
らく

第
だい

⇔及
きゅうだい

第 □楽
らく

天
てん

的
てき

⇔厭
えん

世
せい

的
てき

□楽
らっ

観
かん

⇔悲
ひ

観
かん

□乱
らん

世
せい

⇔治
ち

世
せい

□利
り

益
えき

⇔損
そん

失
しつ

□理
り

性
せい

⇔感
かんじょう

情 □利
り

息
そく

⇔元
がん

金
きん

□立
りつ

像
ぞう

⇔座
ざ

像
ぞう

□利
り

得
とく

⇔損
そん

失
しつ

□離
り

日
にち

⇔来
らい

日
にち

□良
りょうせい

性⇔悪
あく

性
せい

□量
りょうてき

的⇔質
しつ

的
てき

□流
りゅうどうてき

動的⇔固
こ

定
てい

的
てき

□理
り

論
ろん

⇔実
じっ

践
せん

□理
り

論
ろん

派
は

⇔行
こう

動
どう

派
は

□臨
りん

時
じ

⇔定
てい

例
れい

□臨
りん

時
じ

費
ひ

⇔経
けいじょうひ

常費
□累

るい

進
しん

税
ぜい

⇔逆
ぎゃくしんぜい

進税 □流
る

転
てん

⇔静
せい

止
し

□流
る

浪
ろう

⇔定
ていじゅう

住 □留
る

守
す

⇔在
ざい

宅
たく

□冷
れい

遇
ぐう

⇔厚
こう

遇
ぐう

□令
れい

息
そく

⇔令
れいじょう

嬢 □冷
れい

静
せい

⇔興
こう

奮
ふん

□冷
れい

戦
せん

⇔熱
ねっ

戦
せん

□黎
れい

明
めい

⇔薄
はく

暮
ぼ

□冷
れい

淡
たん

⇔親
しん

切
せつ

□礼
れい

服
ふく

⇔平
へい

服
ふく

□連
れん

続
ぞく

⇔単
たん

発
ぱつ

□浪
ろう

費
ひ

⇔節
せつ

約
やく

□労
ろう

働
どう

者
しゃ

⇔資
し

本
ほん

家
か

□朗
ろう

報
ほう

⇔悲
ひ

報
ほう

□老
ろう

爺
や

⇔老
ろう

婆
ば

□老
ろう

練
れん

⇔幼
よう

稚
ち

□露
ろ

見
けん

⇔隠
いん

蔽
ぺい

□露
ろ

骨
こつ

⇔婉
えんきょく

曲 □露
ろしゅつ

出⇔遮
しゃ

蔽
へい

□露
ろしゅつ

出⇔被
ひ

覆
ふく

□録
ろく

画
が

⇔実
じっきょう

況 □矮
わい

星
せい

⇔巨
きょ

星
せい

□和
わ

解
かい

⇔決
けつ

裂
れつ

□和
わ

語
ご

⇔漢
かん

語
ご

□若
わか

手
て

⇔古
ふる

手
て

□和
わ

裁
さい

⇔洋
よう

裁
さい

□若
わこうど

人⇔老
ろう

人
じん

□和
わ

書
しょ

⇔洋
よう

書
しょ

□早
わ

生
せ

⇔奥
おく

手
て

□私
わたくしごと

事⇔公
おおやけごと

事 □湾
わん

内
ない

⇔湾
わん

外
がい

□あはれなり［形動・ナリ］しみじみとした 趣
おもむき

がある・かわいい・もの悲しい
□おもしろし［形・ク］明るく感じられて趣がある・風流だ・興味深い □美

うつく

し
［形・シク］小さくてかわいい・美しい・立派だ □愛

かな

し［形・シク］深く心をうた
れるほどかわいい・かわいそう・悲しい □労

らう

痛
た

し［形・ク］かわいい・かわいら
しい □優

いう

なり［形動・ナリ］優
ゆう

美
び

だ ･ 上品だ・立派だ・すぐれている □生
なま

めかし
［形・シク］優

ゆう

美
び

だ・若々しい・新鮮だ・色っぽい □艶
えん

なり［形動・ナリ］優
ゆう

美
び

だ・色っぽい □麗
うるは

し［形・シク］美しい・きちんとしている・親しい □真
ま

実
め

な
り［形動・ナリ］誠実だ・まじめだ □後

うし

ろ安
やす

し［形・ク］将来が安心だ・頼りに
なる・頼もしい □懐

なつ

かし［形・シク］心ひかれる・親しみやすい □ゆかし［形・
シク］見たい ･聞きたい ･知りたい・なつかしい □有

あ

り難
がた

し［形・ク］めったに
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ない・すばらしい・むずかしい □畏
かしこ

し［形・ク］おそれおおい・すぐれている・
はなはだしい □双

さう

無
な

し［形・ク］比類ない ･立派だ・あれこれ考えない □恥
は

づか
し［形・シク］立派だ・きまりがわるい □愛

め

でたし［形・ク］すばらしい ･立派
だ・よろこばしい □宜

よろ

し［形・シク］悪くない □悪
あ

し［形・シク］悪い □悪
わろ

し
［形・ク］よくない □止

や

む事
ごと

無
な

し［形・ク］ほっておけない・この上ない・立派
だ・高貴だ ･身分が高い □有

あ

らまほし［形・シク］ありたい・あってほしい・理
想的だ ･好ましい □貴

あて

なり［形動・ナリ］上品だ・高貴だ □心
こころ

憎
にく

し［形・ク］
奥ゆかしい・上品だ・恐るべきだ □付

つ

き付
づ

きし［形・シク］につかわしい・ふさ
わしい・感じがよい・上品だ □目

め

安
やす

し［形・ク］感じがよい・上品だ・見苦しく
ない □好

す

き好
ず

きし［形・シク］風流だ・好色だ □隈
くま

無
な

し［形・ク］暗い所がな
い・はっきりした・行き届いている □著

しる

し［形・ク］はっきりした・予想通りだ
□果

はか

果
ばか

し［形・シク］しっかりした・はっきりした □大
お と な

人し［形・シク］しっか
りしている・分別がある・大人っぽい・おだやかだ □大

お と な

人大
お と な

人し［形・シク］大
人っぽい □長

をさ

長
をさ

し［形・シク］大人っぽい □実
まめ

実
まめ

し［形・シク］まじめだ・実用
的だ □懇

ねんご

ろなり［形動・ナリ］心を込める・熱心だ・親しい □憂
う

し［形・ク］
不快だ・いやだ・つらい・情けない・つれない・冷たい □うたてし［形・ク］不
快だ・嘆かわしい・気の毒だ・情けない □心

こころ

付
づ

き無
な

し［形・ク］心がひかれな
い・不快だ・気に入らない □付

つ

き無
な

し［形・ク］ふさわしくない □難
むつか

し［形・
シク］不快だ・うっとうしい・わずらわしい・面倒だ・気味が悪い □うるさし
［形・ク］不快だ・いやだ・わずらわしい・面倒だ・立派だ・上手だ □ 所

ところ

狭
せ

し
［形・ク］場所が狭い・きゅうくつだ・やっかいだ・面倒だ・重々しい・おおげさ
だ □後

うしろ

目
め

痛
た

し［形・ク］不安だ・気がかりだ・やましい・気がとがめる □覚
おぼ

束
つか

なし［形・ク］はっきりしない・気がかりだ・待ち遠しい □心
こころ

許
もと

無
な

し［形・ク］
気がかりだ・待ち遠しい・はっきりしない □便

びん

無
な

し［形・ク］具合が悪い・気の
毒だ □不

ふ

便
びん

なり［形動・ナリ］不都合だ・気の毒だ □あいなし［形・ク］つまら
ない・気にいらない □寂

さう

寂
ざう

し［形・シク］つまらない・さびしい □味
あぢ

気
き

無
な

し
［形・ク］つまらない □寂

さび

し［形・シク］もの足りない・つまらない □徒
つれ

然
づれ

なり
［形動・ナリ］退屈だ ･つまらない・ものさびしい □口

くち

惜
を

し［形・シク］残念だ ･
情けない・つまらない □惜

あたら

し［形・シク］残念だ・惜しい・立派だ・すばらしい
□悔

くや

し［形・シク］残念だ □侘
わ

びし［形・シク］つらい・困った・つまらない・
興ざめだ・貧しい・みすぼらしい □怪

あや

し［形・シク］身分が低い・不思議だ・変
だ・粗末でみすぼらしい・見苦しい □卑

いや

し［形・シク］身分が低い □唯
ただ

なり［形
動・ナリ］たちまち・平凡だ □果

はか

無
な

し［形・ク］むなしい・たよりない □かまし
［形・ク］うるさい □徒

あだ

なり［形動・ナリ］いいかげんだ・不誠実だ・はかない・
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□未
みしゅう

収⇔既
きしゅう

収 □無
む

学
がく

⇔博
はく

学
がく

□無
む

機
き

⇔有
ゆう

機
き

□無
むじょう

常⇔常
じょうじゅう

住 □無
む

趣
しゅ

味
み

⇔多
た

趣
しゅ

味
み

□無
む

知
ち

⇔博
はく

識
しき

□無
む

配
はい

⇔有
ゆう

配
はい

□無
む

欲
よく

⇔貪
どん

欲
よく

□無
む

理
り

⇔道
どう

理
り

□明
めい

示
じ

⇔暗
あん

示
じ

□名
めい

案
あん

⇔愚
ぐ

案
あん

□名
めい

目
もく

⇔実
じっ

質
しつ

□明
めい

白
はく

⇔不
ふ

明
めい

□明
めいりょう

瞭⇔曖
あい

昧
まい

□目
めがしら

頭⇔目
め

尻
じり

□目
もく

測
そく

⇔実
じっ

測
そく

□目
もく

的
てき

⇔手
しゅ

段
だん

□黙
もく

秘
ひ

⇔供
きょうじゅつ

述 □模
も

型
けい

⇔実
じつ

物
ぶつ

□諸
もろ

手
て

⇔片
かた

手
て

□諸
もろ

刃
は

⇔片
かた

刃
ば

□モダン⇔クラシック □門
もん

外
がい

漢
かん

⇔専
せん

門
もん

家
か

□野
や

党
とう

⇔与
よ

党
とう

□唯
ゆい

物
ぶつ

論
ろん

⇔唯
ゆい

心
しん

論
ろん

□優
ゆう

越
えつ

感
かん

⇔劣
れっ

等
とう

感
かん

□優
ゆうしゅう

秀⇔劣
れっ

等
とう

□優
ゆう

勢
せい

⇔劣
れっ

勢
せい

□優
ゆう

等
とう

⇔劣
れっ

等
とう

□雄
ゆう

飛
ひ

⇔雌
し

伏
ふく

□裕
ゆう

福
ふく

⇔貧
ひん

困
こん

□雄
ゆう

弁
べん

⇔訥
とつ

弁
べん

□有
ゆう

望
ぼう

⇔絶
ぜつ

望
ぼう

□優
ゆう

良
りょう

⇔劣
れつ

悪
あく

□要
よう

員
いん

⇔剰
じょう

員
いん

□用
よう

水
すい

⇔排
はい

水
すい

□陽
よう

性
せい

⇔陰
いん

性
せい

□溶
よう

質
しつ

⇔溶
よう

媒
ばい

□抑
よく

圧
あつ

⇔奨
しょうれい

励
□予

よ

算
さん

⇔決
けっ

算
さん

□予
よしゅう

習⇔復
ふくしゅう

習 □予
よ

想
そう

⇔結
けっ

果
か

□余
よ

分
ぶん

⇔不
ふ

足
そく

分
ぶん

□来
らい

訪
ほう

⇔往
おう

訪
ほう

□来
らい

航
こう

⇔渡
と

航
こう

□楽
らくしょう

勝⇔惨
ざん

敗
ぱい

□落
らく

第
だい

⇔及
きゅうだい

第 □楽
らく

天
てん

的
てき

⇔厭
えん

世
せい

的
てき

□楽
らっ

観
かん

⇔悲
ひ

観
かん

□乱
らん

世
せい

⇔治
ち

世
せい

□利
り

益
えき

⇔損
そん

失
しつ

□理
り

性
せい

⇔感
かんじょう

情 □利
り

息
そく

⇔元
がん

金
きん

□立
りつ

像
ぞう

⇔座
ざ

像
ぞう

□利
り

得
とく

⇔損
そん

失
しつ

□離
り

日
にち

⇔来
らい

日
にち

□良
りょうせい

性⇔悪
あく

性
せい

□量
りょうてき

的⇔質
しつ

的
てき

□流
りゅうどうてき

動的⇔固
こ

定
てい

的
てき

□理
り

論
ろん

⇔実
じっ

践
せん

□理
り

論
ろん

派
は

⇔行
こう

動
どう

派
は

□臨
りん

時
じ

⇔定
てい

例
れい

□臨
りん

時
じ

費
ひ

⇔経
けいじょうひ

常費
□累

るい

進
しん

税
ぜい

⇔逆
ぎゃくしんぜい

進税 □流
る

転
てん

⇔静
せい

止
し

□流
る

浪
ろう

⇔定
ていじゅう

住 □留
る

守
す

⇔在
ざい

宅
たく

□冷
れい

遇
ぐう

⇔厚
こう

遇
ぐう

□令
れい

息
そく

⇔令
れいじょう

嬢 □冷
れい

静
せい

⇔興
こう

奮
ふん

□冷
れい

戦
せん

⇔熱
ねっ

戦
せん

□黎
れい

明
めい

⇔薄
はく

暮
ぼ

□冷
れい

淡
たん

⇔親
しん

切
せつ

□礼
れい

服
ふく

⇔平
へい

服
ふく

□連
れん

続
ぞく

⇔単
たん

発
ぱつ

□浪
ろう

費
ひ

⇔節
せつ

約
やく

□労
ろう

働
どう

者
しゃ

⇔資
し

本
ほん

家
か

□朗
ろう

報
ほう

⇔悲
ひ

報
ほう

□老
ろう

爺
や

⇔老
ろう

婆
ば

□老
ろう

練
れん

⇔幼
よう

稚
ち

□露
ろ

見
けん

⇔隠
いん

蔽
ぺい

□露
ろ

骨
こつ

⇔婉
えんきょく

曲 □露
ろしゅつ

出⇔遮
しゃ

蔽
へい

□露
ろしゅつ

出⇔被
ひ

覆
ふく

□録
ろく

画
が

⇔実
じっきょう

況 □矮
わい

星
せい

⇔巨
きょ

星
せい

□和
わ

解
かい

⇔決
けつ

裂
れつ

□和
わ

語
ご

⇔漢
かん

語
ご

□若
わか

手
て

⇔古
ふる

手
て

□和
わ

裁
さい

⇔洋
よう

裁
さい

□若
わこうど

人⇔老
ろう

人
じん

□和
わ

書
しょ

⇔洋
よう

書
しょ

□早
わ

生
せ

⇔奥
おく

手
て

□私
わたくしごと

事⇔公
おおやけごと

事 □湾
わん

内
ない

⇔湾
わん

外
がい

□あはれなり［形動・ナリ］しみじみとした 趣
おもむき

がある・かわいい・もの悲しい
□おもしろし［形・ク］明るく感じられて趣がある・風流だ・興味深い □美

うつく

し
［形・シク］小さくてかわいい・美しい・立派だ □愛

かな

し［形・シク］深く心をうた
れるほどかわいい・かわいそう・悲しい □労

らう

痛
た

し［形・ク］かわいい・かわいら
しい □優

いう

なり［形動・ナリ］優
ゆう

美
び

だ ･ 上品だ・立派だ・すぐれている □生
なま

めかし
［形・シク］優

ゆう

美
び

だ・若々しい・新鮮だ・色っぽい □艶
えん

なり［形動・ナリ］優
ゆう

美
び

だ・色っぽい □麗
うるは

し［形・シク］美しい・きちんとしている・親しい □真
ま

実
め

な
り［形動・ナリ］誠実だ・まじめだ □後

うし

ろ安
やす

し［形・ク］将来が安心だ・頼りに
なる・頼もしい □懐

なつ

かし［形・シク］心ひかれる・親しみやすい □ゆかし［形・
シク］見たい ･聞きたい ･知りたい・なつかしい □有

あ

り難
がた

し［形・ク］めったに
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ない・すばらしい・むずかしい □畏
かしこ

し［形・ク］おそれおおい・すぐれている・
はなはだしい □双

さう

無
な

し［形・ク］比類ない ･立派だ・あれこれ考えない □恥
は

づか
し［形・シク］立派だ・きまりがわるい □愛

め

でたし［形・ク］すばらしい ･立派
だ・よろこばしい □宜

よろ

し［形・シク］悪くない □悪
あ

し［形・シク］悪い □悪
わろ

し
［形・ク］よくない □止

や

む事
ごと

無
な

し［形・ク］ほっておけない・この上ない・立派
だ・高貴だ ･身分が高い □有

あ

らまほし［形・シク］ありたい・あってほしい・理
想的だ ･好ましい □貴

あて

なり［形動・ナリ］上品だ・高貴だ □心
こころ

憎
にく

し［形・ク］
奥ゆかしい・上品だ・恐るべきだ □付

つ

き付
づ

きし［形・シク］につかわしい・ふさ
わしい・感じがよい・上品だ □目

め

安
やす

し［形・ク］感じがよい・上品だ・見苦しく
ない □好

す

き好
ず

きし［形・シク］風流だ・好色だ □隈
くま

無
な

し［形・ク］暗い所がな
い・はっきりした・行き届いている □著

しる

し［形・ク］はっきりした・予想通りだ
□果

はか

果
ばか

し［形・シク］しっかりした・はっきりした □大
お と な

人し［形・シク］しっか
りしている・分別がある・大人っぽい・おだやかだ □大

お と な

人大
お と な

人し［形・シク］大
人っぽい □長

をさ

長
をさ

し［形・シク］大人っぽい □実
まめ

実
まめ

し［形・シク］まじめだ・実用
的だ □懇

ねんご

ろなり［形動・ナリ］心を込める・熱心だ・親しい □憂
う

し［形・ク］
不快だ・いやだ・つらい・情けない・つれない・冷たい □うたてし［形・ク］不
快だ・嘆かわしい・気の毒だ・情けない □心

こころ

付
づ

き無
な

し［形・ク］心がひかれな
い・不快だ・気に入らない □付

つ

き無
な

し［形・ク］ふさわしくない □難
むつか

し［形・
シク］不快だ・うっとうしい・わずらわしい・面倒だ・気味が悪い □うるさし
［形・ク］不快だ・いやだ・わずらわしい・面倒だ・立派だ・上手だ □ 所

ところ

狭
せ

し
［形・ク］場所が狭い・きゅうくつだ・やっかいだ・面倒だ・重々しい・おおげさ
だ □後

うしろ

目
め

痛
た

し［形・ク］不安だ・気がかりだ・やましい・気がとがめる □覚
おぼ

束
つか

なし［形・ク］はっきりしない・気がかりだ・待ち遠しい □心
こころ

許
もと

無
な

し［形・ク］
気がかりだ・待ち遠しい・はっきりしない □便

びん

無
な

し［形・ク］具合が悪い・気の
毒だ □不

ふ

便
びん

なり［形動・ナリ］不都合だ・気の毒だ □あいなし［形・ク］つまら
ない・気にいらない □寂

さう

寂
ざう

し［形・シク］つまらない・さびしい □味
あぢ

気
き

無
な

し
［形・ク］つまらない □寂

さび

し［形・シク］もの足りない・つまらない □徒
つれ

然
づれ

なり
［形動・ナリ］退屈だ ･つまらない・ものさびしい □口

くち

惜
を

し［形・シク］残念だ ･
情けない・つまらない □惜

あたら

し［形・シク］残念だ・惜しい・立派だ・すばらしい
□悔

くや

し［形・シク］残念だ □侘
わ

びし［形・シク］つらい・困った・つまらない・
興ざめだ・貧しい・みすぼらしい □怪

あや

し［形・シク］身分が低い・不思議だ・変
だ・粗末でみすぼらしい・見苦しい □卑

いや

し［形・シク］身分が低い □唯
ただ

なり［形
動・ナリ］たちまち・平凡だ □果

はか

無
な

し［形・ク］むなしい・たよりない □かまし
［形・ク］うるさい □徒

あだ

なり［形動・ナリ］いいかげんだ・不誠実だ・はかない・
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に入る・～申し上げる □乱
らう

がはし［形・シク］やかましい □愛
め

づ［動・ダ行下二］
ほめる ･感動する・かわいがる □珍

めづら

し［形・シク］すばらしい □被
かづ

く［動・カ
行四段］かぶる ･いただく［動・カ行下二］かぶせる・与える □傅

かしづ

く［動・カ行
四段］大切に育てる □物

もの

す［動・サ変］行く ･来る・する・ある □具
ぐ

す［動・サ
変］連れて行く・備わる □行

おこな

ふ［動・ハ行四段］仏道修行をする □障
さは

る［動・
ラ行四段］邪魔される・さしつかえる □怠

おこた

る［動・ラ行四段］休む・病気がよく
なる □窶

やつ

す［動・サ行四段］目立たなくする・出家する □時
とき

めく［動・カ行四段］
寵
ちょう

愛
あい

される・時世に合って栄える □驚
おどろ

く［動・カ行四段］目がさめる・はっと
する □念

ねん

ず［動・サ変］がまんする・祈る □眺
なが

む［動・マ行下二］物思いに沈
む・歌を詠む □あはれがる［動・ラ行四段］悲しがる □目

ま

守
も

る［動・ラ行四段］
じっと見る・見つめる □厭

いと

ふ［動・ハ行四段］嫌う □侘
わ

ぶ［動・バ行上二］なや
む ･困る・おちぶれる・～できない □気

け

色
しき

［名］様子・気分・考え □頼
たよ

り［名］
よりどころ・機会・配置 □験

しるし

［名］霊
れい

験
げん

･ ご利
り

益
やく

□契
ちぎ

り［名］約束・前世の因
いん

縁
ねん

□設
まう

け［名］準備 □つとめて［名］早朝・翌朝 □文
ふみ

［名］書物 ･漢文・学問
□故

ゆゑ

［名］理由 ･風
ふ

情
ぜい

・由緒 □徒
か

歩
ち

［名］徒歩 □有
あ

らぬ［連体］別の・他の
□有

あ

りつる［連体］先ほどの・以前の □罵
ののし

る［動・ラ行四段］大騒ぎする・うわ
さが立つ □契

ちぎ

る［動・ラ行四段］約束する・結婚する □をこがまし［形・シク］
ばからしい □辛

から

し［形・ク］つらい □等
なほ

閑
ざり

なり［形動・ナリ］ほどほどである
□匂

にほ

ふ［動・ハ行四段］美しく照りはえる・つややかで美しい □言
い

い遺
おこ

す［動・
サ行下二］言ってよこす □夕

ゆう

されば［副］夕方になると □夜
よ

もすがら［副］夜通
し □年

とし

頃
ごろ

［名］長い間 □例
れい

の［副］いつものように □悩
なや

む［動・マ行四段］病
気になる □集

すだ

く［動・カ行四段］群がる □あから目
め

［名］よそ見 □頓
とみ

に［副］
急に □まだき［副］早くも □本

ほ

意
い

なし［形動・ク］もの足りない □よすが［名］
身を寄せる所 □移

うつろ

ふ［動・ハ行四段］色があせる・花が散る □託
かこ

つ［動・タ行
四段］不平を言う □答

いら

ふ［動・ハ行下二］返事をする □頑
かたく

ななり［形動・ナリ］
頑固で気がきかない □怖

お

づ［動・ダ行上二］恐れる □されば［接続］だから
□手

て

づから［副］自分の手で □有
あ

りし［連語］以前の □かたへ［名］そば □た
づき［名］手段・様子 □諍

いさか

ふ［動・ハ行四段］口げんかをする・口論する □こ
しをれ［名］（自分の歌を謙

けん

遜
そん

して）へたな歌・まずい歌 □ありける［連体］以前
の・さっきの □ 齢

よはひ

［名］年齢・年ごろ □酔
ゑ

ふ［動・ハ行四段］酔う・迷う
□終
ひねもす

日［名］一日中・朝から晩まで □すさまじ［形・シク］興ざめだ・もの寂しい
□戯

ざ

れ言
ごと

［名］冗談 □よろし［形・シク］まあよい・悪くない・まあまあだ □雲
くも

居
ゐ

［名］宮中・皇居・都・雲のあるところ □え～ず［副］～することができない
□漢

から

文
ぶみ

［名］漢
かん

籍
せき

□幾
いく

許
ばく

［副］どのくらい・それほど □ゆめゆめ～な［副］決し

むだだ・むなしい □疎
おろ

かなり［形動・ナリ］いいかげんだ・馬鹿だ・言い尽くせ
ない □徒

いたづ

らなり［形動・ナリ］むなしい ･ひまである・役に立たない □あさま
し［形・シク］驚きあきれた・情けない・見苦しい □いとほし［形・シク］気の
毒だ・かわいい・困った □難

かた

し［形・ク］むずかしい・めったにない・～できな
い □ 傍

かたは

ら痛
いた

し［形・ク］みっともない・気の毒だ・きまりがわるい □凄
すさ

まじ
［形・シク］興ざめだ・殺風景だ・冷淡だ □端

はした

なし［形・ク］みっともない・中
途半端だ・つれない □あからさまなり［形動・ナリ］ほんのちょっと・まったく
～ない □賢

さか

し［形・シク］りこうぶった・かしこい・しっかりしている □畏
かしこ

し
［形・ク］おそれおおい □稚

いは

けなし［形・ク］子どもっぽい・幼い □性
さが

無
な

し［形・
ク］たちが悪い・口やかましい・いたずらだ □なめし［形・ク］無礼だ・馬鹿に
した □目

め

覚
ざ

まし［形・シク］心外だ □心
こころ

無
な

し［形・ク］分別がない □連
つ

れ無
な

し
［形・ク］無関心だ・冷たい・何もない □未

ま

だし［形・シク］未熟だ・まだその時
期にならない □更

さら

なり［形動・ナリ］言うまでもない・いまさらだ □ 理
ことわり

なり
［形動・ナリ］当然だ・道理だ □ゆくりなし［形・ク］突然だ・不用意だ □即

すなは

ち
［副］すぐに・その時・つまり □漸

やうや

う［副］しだいに・やっと □やがて［副］そ
のまま・すぐに・すなわち □斜

なの

めなり［形動・ナリ］普通だ・いいかげんだ・普
通でない □並

な

べて［副］普通・一般に □例
れい

［名］普通・先例・ならわし □理
わり

無
な

し［形・ク］どうしようもない・道理に合わない・たいそう □文
あや

無
な

し［形・ク］
筋が通らない □忌

い

みじ［形・シク］大変だ ･並々でない・すばらしい・ひどい
□おどろおどろし［形・シク］大げさだ・気味が悪い・さわがしい □言

こち

痛
た

し［形・
ク］大げさだ・はなはだ多い・うるさい □事

こと

事
ごと

し［形・シク］大げさだ・仰
ぎょう

々
ぎょう

し
い □ゆゆし［形・シク］並々でない・不吉だ・すばらしい □忌

い

ま忌
い

まし［形・シ
ク］不吉だ □切

せち

なり［形動・ナリ］痛切だ・ひたすらだ・強引だ □強
あなが

ちなり［形
動・ナリ］強引だ・一途だ・（否定を伴って）必ずしも～ない □無

む

下
げ

なり［形動・
ナリ］ひどい・身分が低い・はなはだしい □漫

すず

ろなり［形動・ナリ］むやみやた
らである・無関係だ・あてもなく □然

さ

ながら［副］そのまま・すべて・まったく
（～ない）□流

さ す が

石に［副］そうはいってもやはり □猶
なほ

［副］やはり □然
さ

るは［副］
そうはいっても □中

なか

中
なか

［副］かえって・中途半端でかえってよくない □如
い

何
か

で
［副］どうして・何とかして～たい □何

い

時
つ

しか［副］はやく・いつ（～か）・いつ
のまにか □な～そ［副］～するな □え～打消［副］～できない □煩

わづら

ふ［動・ハ
行四段］～しかねる・苦しむ・病気になる □よも～打消［副］まさか～まい □更

さら

に～打消［副］決して～ない □つゆ～打消［副］少しも～ない □かけて～打消
［副］少しも～ない □長

をさ

長
をさ

～打消［副］ほとんど～ない □つやつや～打消［副］
少しも～ない □何

な

でふ［副］どうして □聞
き

こゆ［動・ヤ行下二］申し上げる・耳
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に入る・～申し上げる □乱
らう

がはし［形・シク］やかましい □愛
め

づ［動・ダ行下二］
ほめる ･感動する・かわいがる □珍

めづら

し［形・シク］すばらしい □被
かづ

く［動・カ
行四段］かぶる ･いただく［動・カ行下二］かぶせる・与える □傅

かしづ

く［動・カ行
四段］大切に育てる □物

もの

す［動・サ変］行く ･来る・する・ある □具
ぐ

す［動・サ
変］連れて行く・備わる □行

おこな

ふ［動・ハ行四段］仏道修行をする □障
さは

る［動・
ラ行四段］邪魔される・さしつかえる □怠

おこた

る［動・ラ行四段］休む・病気がよく
なる □窶

やつ

す［動・サ行四段］目立たなくする・出家する □時
とき

めく［動・カ行四段］
寵
ちょう

愛
あい

される・時世に合って栄える □驚
おどろ

く［動・カ行四段］目がさめる・はっと
する □念

ねん

ず［動・サ変］がまんする・祈る □眺
なが

む［動・マ行下二］物思いに沈
む・歌を詠む □あはれがる［動・ラ行四段］悲しがる □目

ま

守
も

る［動・ラ行四段］
じっと見る・見つめる □厭

いと

ふ［動・ハ行四段］嫌う □侘
わ

ぶ［動・バ行上二］なや
む ･困る・おちぶれる・～できない □気

け

色
しき

［名］様子・気分・考え □頼
たよ

り［名］
よりどころ・機会・配置 □験

しるし

［名］霊
れい

験
げん

･ ご利
り

益
やく

□契
ちぎ

り［名］約束・前世の因
いん

縁
ねん

□設
まう

け［名］準備 □つとめて［名］早朝・翌朝 □文
ふみ

［名］書物 ･漢文・学問
□故

ゆゑ

［名］理由 ･風
ふ

情
ぜい

・由緒 □徒
か

歩
ち

［名］徒歩 □有
あ

らぬ［連体］別の・他の
□有

あ

りつる［連体］先ほどの・以前の □罵
ののし

る［動・ラ行四段］大騒ぎする・うわ
さが立つ □契

ちぎ

る［動・ラ行四段］約束する・結婚する □をこがまし［形・シク］
ばからしい □辛

から

し［形・ク］つらい □等
なほ

閑
ざり

なり［形動・ナリ］ほどほどである
□匂

にほ

ふ［動・ハ行四段］美しく照りはえる・つややかで美しい □言
い

い遺
おこ

す［動・
サ行下二］言ってよこす □夕

ゆう

されば［副］夕方になると □夜
よ

もすがら［副］夜通
し □年

とし

頃
ごろ

［名］長い間 □例
れい

の［副］いつものように □悩
なや

む［動・マ行四段］病
気になる □集

すだ

く［動・カ行四段］群がる □あから目
め

［名］よそ見 □頓
とみ

に［副］
急に □まだき［副］早くも □本

ほ

意
い

なし［形動・ク］もの足りない □よすが［名］
身を寄せる所 □移

うつろ

ふ［動・ハ行四段］色があせる・花が散る □託
かこ

つ［動・タ行
四段］不平を言う □答

いら

ふ［動・ハ行下二］返事をする □頑
かたく

ななり［形動・ナリ］
頑固で気がきかない □怖

お

づ［動・ダ行上二］恐れる □されば［接続］だから
□手

て

づから［副］自分の手で □有
あ

りし［連語］以前の □かたへ［名］そば　　□た
づき［名］手段・様子 □諍

いさか

ふ［動・ハ行四段］口げんかをする・口論する □こ
しをれ［名］（自分の歌を謙

けん

遜
そん

して）へたな歌・まずい歌 □ありける［連体］以前
の・さっきの □ 齢

よはひ

［名］年齢・年ごろ □酔
ゑ

ふ［動・ハ行四段］酔う・迷う
□終
ひねもす

日［名］一日中・朝から晩まで □すさまじ［形・シク］興ざめだ・もの寂しい
□戯

ざ

れ言
ごと

［名］冗談 □よろし［形・シク］まあよい・悪くない・まあまあだ □雲
くも

居
ゐ

［名］宮中・皇居・都・雲のあるところ □え～ず［副］～することができない
□漢

から

文
ぶみ

［名］漢
かん

籍
せき

□幾
いく

許
ばく

［副］どのくらい・それほど □ゆめゆめ～な［副］決し

むだだ・むなしい □疎
おろ

かなり［形動・ナリ］いいかげんだ・馬鹿だ・言い尽くせ
ない □徒

いたづ

らなり［形動・ナリ］むなしい ･ひまである・役に立たない □あさま
し［形・シク］驚きあきれた・情けない・見苦しい □いとほし［形・シク］気の
毒だ・かわいい・困った □難

かた

し［形・ク］むずかしい・めったにない・～できな
い □ 傍

かたは

ら痛
いた

し［形・ク］みっともない・気の毒だ・きまりがわるい □凄
すさ

まじ
［形・シク］興ざめだ・殺風景だ・冷淡だ □端

はした

なし［形・ク］みっともない・中
途半端だ・つれない □あからさまなり［形動・ナリ］ほんのちょっと・まったく
～ない □賢

さか

し［形・シク］りこうぶった・かしこい・しっかりしている □畏
かしこ

し
［形・ク］おそれおおい □稚

いは

けなし［形・ク］子どもっぽい・幼い □性
さが

無
な

し［形・
ク］たちが悪い・口やかましい・いたずらだ □なめし［形・ク］無礼だ・馬鹿に
した □目

め

覚
ざ

まし［形・シク］心外だ □心
こころ

無
な

し［形・ク］分別がない □連
つ

れ無
な

し
［形・ク］無関心だ・冷たい・何もない □未

ま

だし［形・シク］未熟だ・まだその時
期にならない □更

さら

なり［形動・ナリ］言うまでもない・いまさらだ □ 理
ことわり

なり
［形動・ナリ］当然だ・道理だ □ゆくりなし［形・ク］突然だ・不用意だ □即

すなは

ち
［副］すぐに・その時・つまり □漸

やうや

う［副］しだいに・やっと □やがて［副］そ
のまま・すぐに・すなわち □斜

なの

めなり［形動・ナリ］普通だ・いいかげんだ・普
通でない □並

な

べて［副］普通・一般に □例
れい

［名］普通・先例・ならわし □理
わり

無
な

し［形・ク］どうしようもない・道理に合わない・たいそう □文
あや

無
な

し［形・ク］
筋が通らない □忌

い

みじ［形・シク］大変だ ･並々でない・すばらしい・ひどい
□おどろおどろし［形・シク］大げさだ・気味が悪い・さわがしい □言

こち

痛
た

し［形・
ク］大げさだ・はなはだ多い・うるさい □事

こと

事
ごと

し［形・シク］大げさだ・仰
ぎょう

々
ぎょう

し
い □ゆゆし［形・シク］並々でない・不吉だ・すばらしい □忌

い

ま忌
い

まし［形・シ
ク］不吉だ □切

せち

なり［形動・ナリ］痛切だ・ひたすらだ・強引だ □強
あなが

ちなり［形
動・ナリ］強引だ・一途だ・（否定を伴って）必ずしも～ない □無

む

下
げ

なり［形動・
ナリ］ひどい・身分が低い・はなはだしい □漫

すず

ろなり［形動・ナリ］むやみやた
らである・無関係だ・あてもなく □然

さ

ながら［副］そのまま・すべて・まったく
（～ない）□流

さ す が

石に［副］そうはいってもやはり □猶
なほ

［副］やはり □然
さ

るは［副］
そうはいっても □中

なか

中
なか

［副］かえって・中途半端でかえってよくない □如
い

何
か

で
［副］どうして・何とかして～たい □何

い

時
つ

しか［副］はやく・いつ（～か）・いつ
のまにか □な～そ［副］～するな □え～打消［副］～できない □煩

わづら

ふ［動・ハ
行四段］～しかねる・苦しむ・病気になる □よも～打消［副］まさか～まい □更

さら

に～打消［副］決して～ない □つゆ～打消［副］少しも～ない □かけて～打消
［副］少しも～ない □長

をさ

長
をさ

～打消［副］ほとんど～ない □つやつや～打消［副］
少しも～ない □何

な

でふ［副］どうして □聞
き

こゆ［動・ヤ行下二］申し上げる・耳
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る心・和歌のたしなみ・人情・恋愛 □穿
うが

つ［動・タ行四段］穴をあける・貫く
□夜

よ

さり［名］夜 □ 理
ことわり

［名］道理 □夜
よ

すがら［副］夜どおし □見
み

る［動・ラ
行上一］会う・結婚する・世話をする・見る □次

つい

で［名］順序・機会 □かばかり
［副］これほど □上

うへ

人
びと

［名］殿
てん

上
じょう

人
びと

□さりぬべき［連語］適当な・相当な □枯
か

る［動・ラ行下二］枯れる・水気がなくなる □長
た

く［動・ラ行下二］年をとる・
盛りになる・すぐれる □うたかた［名］水の泡 □つれなし［形・ク］冷淡だ・さ
りげない・何事もない □形

かた

見
み

［名］籠 □いみじ［形・シク］ひどい・すばらしい
□心

こころ

当
あ

て［名］あてずっぽう □異
こと

心
ごころ

［名］悪い心・他の考え □人
ひと

目
め

［名］人の
往来・人に見られること・人の見る目 □いで［副］さあ □なじかは［副］どうし
て □夜

よ

半
は

［名］夜中 □愛
あい

敬
ぎやう

［名］かわいらしさ □斯
か

う［副］このように・そん
なに・いよいよの時がきた □厭

いと

ふ［動・ハ行四段］きらう・避ける □もとすゑ
［名］短歌の上の句と下の句・根元と枝葉 □居

ゐ

る［動・ア行上一］座
すわ

る・じっとし
ている □えせもの［名］ばかもの・にせもの □なべて［副］一般に・普通・一面
に □頼

たよ

り［名］ついで・手段・手紙・ゆかり □手
て

［名］筆跡・文字・書道・指
□寝

い

［名］ねること □すきもの［名］風流な人 □みながら［副］全部 □白
しら

波
なみ

［名］泥棒・白い波 □心
こころ

癖
ぐせ

［名］くせ □おとにきく［連語］うわさの □宿
やど

［名］
わが家・家・庭先・家の戸・宿る所・主人 □玉

たま

の緒
を

［名］命・少し・玉を貫いて
通したひも □見

み

様
ざま

［名］外見 □もろともに［副］いっしょに □またのとし［名］
あくる年 □いはむかたなし［連語］格別だ □離

か

る［動・ラ行下二］とだえる・離
れる □品

しな

［名］身分・人がら・種類・体
てい

裁
さい

・階段 □翁
おきな

［名］老人 □かつ［副］
一方では・すぐに・～したかと思うと・すでに・また □つくづくと［副］しみじ
みと・つらつら □しとどに［副］びっしょりと □いかさま［副］きっと・なんと
かして □玉

たま

梓
づさ

［名］手紙 □さながら［副］そのまま・残らず □古
いにし

へ［名］昔・
以前 □日

ひ

暮
ぐ

らし［名］一日じゅう □契
ちぎ

り［名］運命・約束・男女の誓い □将
はた

［副］その上また・あるいは □生
あ

る［動・ラ行下二］生まれる・現れる □賤
しづ

［名］
身分の低い者 □おくゆかし［形・シク］見たい・聞きたい・知りたい・なんとな
く慕

した

わしい □虚
そら

言
ごと

［名］うそ □科
とが

［名］欠点・あやまち・罪 □内
うち

［名］宮中・
天皇 □いな［感動］いや □やをら［副］おもむろに □あさまだき［副］早朝
□あはれ［名］情趣 □客

まら

人
うど

［名］客 □日
ひ

頃
ごろ

［名］数日・平生・近頃 □はなひる
［動・ハ行上一］くしゃみをする □つと［副］じっと・さっと □おとづれ［名］
たより・訪問 □並

な

べての［連語］すべての・普通の □わたつみ［名］海・海神
□歩

あり

く［動・カ行四段］動きまわる・日を過ごす・～してまわる □性
さが

［名］習慣・
性質 □ 衾

ふすま

［名］蒲団 □例
ため

し［名］先例・こころみること □種
くさ

々
ぐさ

［名］いろい
ろ・とりどり □まことや［感動］ほんとにまあ □ゆふされば［連語］夕方になる

て～するな □嫗
おうな

［名］老女 □馬
め

手
て

［名］右の手・右の方 □長
をさ

女
め

［名］年とった
女中・下級の女官 □あはれむ［動・マ行四段］かわいがる・しみじみと 趣

おもむき

を感
じる・同情を感じる □古

ふる

事
ごと

［名］昔の古いこと・昔あったこと・故事 □渡
わた

らひ
［名］生活のための仕事・なりわい □東

こ

風
ち

［名］東の風 □なま［名］未熟な・年
の若い・身分の低い・生物・生意気・なんとなく □たまゆらに［副］ちょっとの
間・かすか □汝

なれ

［名］おまえ・なんじ □負
お

ふ［動・ハ行四段］ふさわしい・背負
う・待つ □率

ゐ

る［動・ワ行上一］引き連れる・持っていく □族
やから

［名］仲間・一族
□思

おも

ほゆ［動・ヤ行下二］思われる □食
け

［名］食物・食器 □愛
かな

し［形・シク］可
愛い・いとしい □夕

ゆふ

つく［動・カ行下二］夕方になる □好
す

き［名］風流・好色・
趣味 □疾

と

し［形・ク］はやい・利発だ □絆
きづな

［名］断ちがたい情愛 □入
いり

相
あひ

［名］
夕暮れ □費

つひ

え［名］費用・浪費 □臆
おく

す［動・サ変］気おくれする □後
しりへ

［名］う
しろ □いを［名］さかな □手

て

利
き

き［名］名手・器用な人 □朝
あさ

寝
い

［名］朝寝 □さ
りながら［接続］しかしながら □わたくし［名］個人的な都合・わたし □笑

ゑ

む
［動・マ行四段］にこにこする □など［副］なぜ □をこ［名］馬鹿・愚かな行動
□此

こ

度
たみ

［名］このたび □飲
おんじき

食［名］飲物と食物 □うたた［副］はなはだしく・い
よいよ □おろし［名］おさがり・山から吹きおろす風 □あまた［副］たくさん
□しる［動・ラ行四段］治

おさ

める・領地を所有する・わかる □やまだち［名］山
さん

賊
ぞく

□音
おと

［名］噂・たより・音 □春
とう

宮
ぐう

［名］皇太子・皇太子の御殿 □半
なか

ら［名］半
分・途中・おおよそ □今

いま

は［名］臨
りん

終
じゅう

□物
もの

憂
う

し［形・ク］気がすすまない・つ
らい □神

かみ

さぶ［動・バ行上二］神
こう

々
ごう

しい □鄙
ひな

ぶ［動・バ行上二］いなかびる
□いつくし［形・シク］かわいらしい □いさ［副］さあどうだろうか □ 営

いとな

む
［動・マ行四段］作る・用意する・いそしむ □敢

あ

ふ［動・ハ行下二］がまんする
□さのみ［連語］そうばかり □さとびと［名］田舎者 □さらに～ず［副］全然～
ない □慰

なぐさ

む［動・マ行四段］気がまぎれる［動・マ行下二］なぐさめる □難
かた

し
［形・ク］むずかしい・並たいていではない □愛

を

し［形・シク］いとしい・惜しい
□会

あ

ふ［動・ハ行四段］顔を合わせる・結婚する □男
をとこ

手
で

［名］男の書いた文字・
漢字 □かしがまし［形・シク］やかましい □雅

みや

び［名］上品で優雅なこと・風流
□家

いへ

居
ゐ

［名］すまい・生活 □愛
いと

し［形・シク］気の毒だ・かわいい □去
こ

年
ぞ

［名］
去年 □奢

おご

る［動・ラ行四段］思いあがる・ぜいたくをする・わがままをする □御
み

髪
ぐし

［名］髪 □朝
あした

［名］あさ・翌朝 □悪
わろ

し［形・ク］よくない・へただ・下品だ・
貧しい・美しくない □高

かう

名
みやう

［名］有名なこと・てがら □ 輩
ともがら

［名］仲間・同類
□こころづから［副］自分の心から □現

うつつ

［名］現実・正気 □すこぶる［副］す
こしばかり・かなりに □例

れい

［名］いつものこと・ためし・習慣・普通 □さて［接
続］そこで・そのままで □寝

い

ぬ［動・ナ行下二］ねる □なさけ［名］風流を解す
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ぐし

［名］髪 □朝
あした

［名］あさ・翌朝 □悪
わろ

し［形・ク］よくない・へただ・下品だ・
貧しい・美しくない □高

かう

名
みやう

［名］有名なこと・てがら □ 輩
ともがら

［名］仲間・同類
□こころづから［副］自分の心から □現

うつつ

［名］現実・正気 □すこぶる［副］す
こしばかり・かなりに □例

れい

［名］いつものこと・ためし・習慣・普通 □さて［接
続］そこで・そのままで □寝

い

ぬ［動・ナ行下二］ねる □なさけ［名］風流を解す
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になる・お治めになる □にほひ［名］色美しいこと・よい香り □らうたし［形・
ク］可愛い・いじらしい □託

かこ

ち顔
がほ

［名］うらめしそうな様子 □あるやうこそはあ
らめ［連語］何かわけがあるのだろう □よしあり［連語］趣がある・由緒がある・
わけがある □艶

えん

なり［形動・ナリ］風流である・あだっぽい □あるじ［名］もて
なしをすること・主人 □申

まう

す［動・サ行四段］申し上げる・～し申し上げる □晴
は

るく［動・カ行四段］はらいのける・気が晴れる □思
おぼ

ゆ［動・ヤ行下二］思い出
される・似ている・思われる □こころゆく［連語］気分が晴れる・満足する・納
得する □そこはかとなし［形・ク］これという理由もない・はっきりしない・と
りとめもない □いまいまし［形・シク］不吉である・けがれを祓いたい □はした
なし［形・ク］きまりが悪い・中途半端だ・そっけない □果

は

つ［動・タ行下二］
死ぬ・なくなる・すっかり～する □はかばかし［形・シク］てきぱきしている・
頼もしい・はっきりしている □おとなふ［動・ハ行四段］訪問する・音をたてる
□なつかし［形・シク］親しみがもてる・心ひかれる □其

そ

の上
かみ

［名］あのころ・
過去・ちょうどその時 □朽

く

つ［動・タ行四段］腐る・衰える・死ぬ □稀
け

有
う

なり
［形動・ナリ］めったにない・とんでもない □驚

おどろ

く［動・カ行四段］はっと気が
つく・目をさます □人遣

や

り［名］他から強制されてすること □顕
あらは

なり［形動・
ナリ］まる見えである・明らかである □ただならず［連語］普通ではない・すぐ
れている・妊娠している □賢

かしこ

し［形・ク］尊い・もったいない・非常に・利口だ
□認

したた

む［動・マ行四段］きちんと整える・準備する □争
あらが

ふ［動・ハ行四段］あ
らそう・否定する □つきづきし［形・シク］似つかわしい・調和している □ここ
ろやり［名］気晴らし □あなかま［感動］ああやかましい・しぃっ・静かに □け
しうはあらず［連語］悪くはない □痛

いた

し［形・ク］ひどく・苦痛である □啓
けい

す
［動・サ変］皇后や皇太子や院に申し上げる □うとし［形・ク］無関心である
□不

ふ

便
びん

なり［形動・ナリ］都合が悪い・かわいそうだ・かわいい □おもておこし
［名］面

めん

目
もく

をほどこすこと □かたち［名］顔かたち・様子 □辛
から

し［形・ク］つら
い・きびしい □等

なほ

閑
ざり

なり［形動・ナリ］いいかげんだ・ほどほどである □匂
にほ

ふ
［動・ハ行四段］美しく照りはえる・つややかで美しい・赤く色づく □耐

た

ふ［動・
ハ行下二］能力がある・すぐれている・我慢する □怪

あや

し［形・シク］身分が低
い・みすぼらしい・不思議だ □言

い

い遺
おこ

す［動・サ行下二］言ってよこす □後
おく

る
［動・ラ行下二］とり残される・先立たれる・劣る・生き残る □あさまし［形・シ
ク］あきれるばかりだ・情けない・見苦しい □さとゐ［名］実家に帰っているこ
と □さやけし［形・ク］明らかだ・澄んでいる □おぼつかなし［形・ク］はっき
りわからない・不安だ □よごころ［名］色気 □ありありて［連語］長い年月がた
って・あげくのはてに □おのがじし［副］思い思いに・一人一人 □長

をさ

々
をさ

し［形・

と □四
よ

方
も

［名］四
し

方
ほう

・あちらこちら □聞
き

こえ［名］評判 □古
ふ

る［動・ラ行上二］
年をとる・古くなる □失

う

す［動・サ行下二］なくなる・死ぬ □折
おり

節
ふし

［名］季節・
場合・時々・ちょうどその時 □ 雷

いかづち

［名］かみなり □隠
かく

る［動・ラ行下二］人目
につかぬようにする・なくなる・物のかげにかくれる □未

いま

だし［形・シク］未熟
である・時期が早い □是非なし［形・ク］しかたなく・はなはだしい □作

さく

文
もん

［名］漢詩を作ること □ 公
おほやけ

［名］天皇・朝廷 □急
いそ

ぐ［動・ガ行四段］用意する・
せく □いとせめて［連語］たいへんさし迫って □炊

かし

ぐ［動・ガ行四段］めしをた
く □功

いさを

［名］功績 □階
はし

［名］階段・はしご □飽
あ

く［動・カ行四段］満足する・
いやになる □北

きた

面
おもて

［名］北側の部屋 □いづち［名］どちら □麻
ま

呂
ろ

［名］わたく
し □急

きふ

なり［形動・ナリ］気短だ □薬
くす

師
し

［名］医者 □一
い

向
かう

［副］少しも・ひた
すら・いっそのこと □干

ひ

る［動・ラ行上一］かわく・潮が引く □旨
むね

［名］中心・
趣旨 □月

つき

影
かげ

［名］月の光・月の光に映し出された物の姿 □としごろ［名］長い間
□したりがほ［名］得意顔 □あやに［副］わけもなく □飯

いひ

［名］ごはん □され
ば［接続］だから・いったい・そもそも □てづから［副］自分の手で □からに
［助］すると同時に □明

あ

け暮
く

れ［名］朝夕・いつも □どち［名］親しい者同士
□消

せう

息
こそ

［名］伝言・便り・案内を乞
こ

うこと □古
ふる

里
さと

［名］むかし都のあった土地・
なじみの土地・生まれ故郷・旅に出た後のわが家 □ずちなし［形・ク］どうにも
しようがない □調

てう

ず［動・サ変］調
ちょう

伏
ぶく

する・作る・料理する □託
かこ

つ［動・タ行
四段］他のせいにする・不平を言う □漬

ひ

つ［動・タ行四段］ぬれる □答
いら

ふ［動・
ハ行下二］返事をする □かたくななり［形動・ナリ］頑固で気がきかない・教養
がない □怖

お

づ［動・ダ行上二］恐れる・はばかる □具
ぐ

す［動・サ変］そなわる・
連れて行く □なりはひ［名］商売 □惑

まど

ふ［動・ハ行四段］心が乱れる・途方にく
れる・迷う □ 麗

うるは

し［形・シク］きちんとしている・整って美しい・仲が良い
□うしろめたし［形・ク］気がかりだ・不安だ □えならず［連語］何とも言えな
いほどすばらしい □いぶかし［形・シク］疑わしい・心が晴れない □斯

か

かり
［動・ラ行変格］このようである □よろこび［名］お礼・喜ぶこと・祝い □世

よ

に
～打消［副］実に・決して～ない □敢

あ

へず［連語］堪えきれない・～しきれないで
□現

うつ

人
せみ

［名］この世の人・この世 □忍
しの

ぶ［動・バ行上二］がまんする □詫
わ

ぶ
［動・バ行上二］心細く思う・落ちぶれる・あやまる □うたて［副］いやで・ひど
く・不思議に □ときめく［動・カ行四段］天皇の寵

ちょう

愛
あい

を受けて栄える・時世に合
って栄える □ひたぶるに［副］ひたすら・まったく □例

れい

の［連語］いつものよう
に □叶

かな

ふ［動・ハ行四段］思いどおりになる・ぴったりする □こころあり［連語］
情趣がわかる・思いやりがある・思慮分別がある □くちさがなし［形・ク］口が
悪い □もの狂

ぐる

ほし［形・シク］気が変になりそうだ □見
め

す［動・サ行四段］御覧
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になる・お治めになる □にほひ［名］色美しいこと・よい香り □らうたし［形・
ク］可愛い・いじらしい □託

かこ

ち顔
がほ

［名］うらめしそうな様子 □あるやうこそはあ
らめ［連語］何かわけがあるのだろう □よしあり［連語］趣がある・由緒がある・
わけがある □艶

えん

なり［形動・ナリ］風流である・あだっぽい □あるじ［名］もて
なしをすること・主人 □申

まう

す［動・サ行四段］申し上げる・～し申し上げる □晴
は

るく［動・カ行四段］はらいのける・気が晴れる □思
おぼ

ゆ［動・ヤ行下二］思い出
される・似ている・思われる □こころゆく［連語］気分が晴れる・満足する・納
得する □そこはかとなし［形・ク］これという理由もない・はっきりしない・と
りとめもない □いまいまし［形・シク］不吉である・けがれを祓いたい □はした
なし［形・ク］きまりが悪い・中途半端だ・そっけない □果

は

つ［動・タ行下二］
死ぬ・なくなる・すっかり～する □はかばかし［形・シク］てきぱきしている・
頼もしい・はっきりしている □おとなふ［動・ハ行四段］訪問する・音をたてる
□なつかし［形・シク］親しみがもてる・心ひかれる □其

そ

の上
かみ

［名］あのころ・
過去・ちょうどその時 □朽

く

つ［動・タ行四段］腐る・衰える・死ぬ □稀
け

有
う

なり
［形動・ナリ］めったにない・とんでもない □驚

おどろ

く［動・カ行四段］はっと気が
つく・目をさます □人遣

や

り［名］他から強制されてすること □顕
あらは

なり［形動・
ナリ］まる見えである・明らかである □ただならず［連語］普通ではない・すぐ
れている・妊娠している □賢

かしこ

し［形・ク］尊い・もったいない・非常に・利口だ
□認

したた

む［動・マ行四段］きちんと整える・準備する □争
あらが

ふ［動・ハ行四段］あ
らそう・否定する □つきづきし［形・シク］似つかわしい・調和している □ここ
ろやり［名］気晴らし □あなかま［感動］ああやかましい・しぃっ・静かに □け
しうはあらず［連語］悪くはない □痛

いた

し［形・ク］ひどく・苦痛である □啓
けい

す
［動・サ変］皇后や皇太子や院に申し上げる □うとし［形・ク］無関心である
□不

ふ

便
びん

なり［形動・ナリ］都合が悪い・かわいそうだ・かわいい □おもておこし
［名］面

めん

目
もく

をほどこすこと □かたち［名］顔かたち・様子 □辛
から

し［形・ク］つら
い・きびしい □等

なほ

閑
ざり

なり［形動・ナリ］いいかげんだ・ほどほどである □匂
にほ

ふ
［動・ハ行四段］美しく照りはえる・つややかで美しい・赤く色づく □耐

た

ふ［動・
ハ行下二］能力がある・すぐれている・我慢する □怪

あや

し［形・シク］身分が低
い・みすぼらしい・不思議だ □言

い

い遺
おこ

す［動・サ行下二］言ってよこす □後
おく

る
［動・ラ行下二］とり残される・先立たれる・劣る・生き残る □あさまし［形・シ
ク］あきれるばかりだ・情けない・見苦しい □さとゐ［名］実家に帰っているこ
と □さやけし［形・ク］明らかだ・澄んでいる □おぼつかなし［形・ク］はっき
りわからない・不安だ □よごころ［名］色気 □ありありて［連語］長い年月がた
って・あげくのはてに □おのがじし［副］思い思いに・一人一人 □長

をさ

々
をさ

し［形・

と □四
よ

方
も

［名］四
し

方
ほう

・あちらこちら □聞
き

こえ［名］評判 □古
ふ

る［動・ラ行上二］
年をとる・古くなる □失

う

す［動・サ行下二］なくなる・死ぬ □折
おり

節
ふし

［名］季節・
場合・時々・ちょうどその時 □ 雷

いかづち

［名］かみなり □隠
かく

る［動・ラ行下二］人目
につかぬようにする・なくなる・物のかげにかくれる □未

いま

だし［形・シク］未熟
である・時期が早い □是非なし［形・ク］しかたなく・はなはだしい □作

さく

文
もん

［名］漢詩を作ること □ 公
おほやけ

［名］天皇・朝廷 □急
いそ

ぐ［動・ガ行四段］用意する・
せく □いとせめて［連語］たいへんさし迫って □炊

かし

ぐ［動・ガ行四段］めしをた
く □功

いさを

［名］功績 □階
はし

［名］階段・はしご □飽
あ

く［動・カ行四段］満足する・
いやになる □北

きた

面
おもて

［名］北側の部屋 □いづち［名］どちら □麻
ま

呂
ろ

［名］わたく
し □急

きふ

なり［形動・ナリ］気短だ □薬
くす

師
し

［名］医者 □一
い

向
かう

［副］少しも・ひた
すら・いっそのこと □干

ひ

る［動・ラ行上一］かわく・潮が引く □旨
むね

［名］中心・
趣旨 □月

つき

影
かげ

［名］月の光・月の光に映し出された物の姿 □としごろ［名］長い間
□したりがほ［名］得意顔 □あやに［副］わけもなく □飯

いひ

［名］ごはん □され
ば［接続］だから・いったい・そもそも □てづから［副］自分の手で □からに
［助］すると同時に □明

あ

け暮
く

れ［名］朝夕・いつも □どち［名］親しい者同士
□消

せう

息
こそ

［名］伝言・便り・案内を乞
こ

うこと □古
ふる

里
さと

［名］むかし都のあった土地・
なじみの土地・生まれ故郷・旅に出た後のわが家 □ずちなし［形・ク］どうにも
しようがない □調

てう

ず［動・サ変］調
ちょう

伏
ぶく

する・作る・料理する □託
かこ

つ［動・タ行
四段］他のせいにする・不平を言う □漬

ひ

つ［動・タ行四段］ぬれる □答
いら

ふ［動・
ハ行下二］返事をする □かたくななり［形動・ナリ］頑固で気がきかない・教養
がない □怖

お

づ［動・ダ行上二］恐れる・はばかる □具
ぐ

す［動・サ変］そなわる・
連れて行く □なりはひ［名］商売 □惑

まど

ふ［動・ハ行四段］心が乱れる・途方にく
れる・迷う □ 麗

うるは

し［形・シク］きちんとしている・整って美しい・仲が良い
□うしろめたし［形・ク］気がかりだ・不安だ □えならず［連語］何とも言えな
いほどすばらしい □いぶかし［形・シク］疑わしい・心が晴れない □斯

か

かり
［動・ラ行変格］このようである □よろこび［名］お礼・喜ぶこと・祝い □世

よ

に
～打消［副］実に・決して～ない □敢

あ

へず［連語］堪えきれない・～しきれないで
□現

うつ

人
せみ

［名］この世の人・この世 □忍
しの

ぶ［動・バ行上二］がまんする □詫
わ

ぶ
［動・バ行上二］心細く思う・落ちぶれる・あやまる □うたて［副］いやで・ひど
く・不思議に □ときめく［動・カ行四段］天皇の寵

ちょう

愛
あい

を受けて栄える・時世に合
って栄える □ひたぶるに［副］ひたすら・まったく □例

れい

の［連語］いつものよう
に □叶

かな

ふ［動・ハ行四段］思いどおりになる・ぴったりする □こころあり［連語］
情趣がわかる・思いやりがある・思慮分別がある □くちさがなし［形・ク］口が
悪い □もの狂

ぐる

ほし［形・シク］気が変になりそうだ □見
め

す［動・サ行四段］御覧
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さしせまっている・しきりに □妬
ねた

し［形・ク］にくらしい □僻
ひが

事
ごと

［名］まちが
い・あやまち □ありもつかず［連語］落ちつかない □結

むす

ぶ［動・バ行四段］作
る・約束する・結ぶ □絶

た

えて～ず［副］少しも～ない □いそぎ［名］用意・急ぐ
こと □いふかたなし［連語］言いようがない □せめて［副］非常に・無理に
□ことごとし［形・シク］おおげさだ □うるさし［形・ク］わずらわしい・いやだ
□ゆかし［形・シク］見たい・聞きたい・知りたい・読みたい・なつかしい □お
のづから［副］まれに・自然に □きよらなり［形動・ナリ］美しい □現

うつ

し 心
ごころ

［名］正気 □偲
しの

ぶ［動・バ行四段］恋い慕う □ 罵
ののし

る［動・ラ行四段］大騒ぎす
る・うわさが立つ・威勢がいい・罵倒する □かたみに［副］かわるがわる □かし
づく［動・カ行四段］大事に育てる・大切に世話をする □おぼろげなり［形動・
ナリ］平凡だ・並たいていではない □行

おこな

ふ［動・ハ行四段］仏の道を修行する・
おこなう □際

きは

やかなり［形動・ナリ］きわだっている □掬
むす

ぶ［動・バ行四段］水
を手ですくう □よすが［名］身を寄せる所・ゆかり・手がかり □遺

おこ

す［動・サ行
四段・サ行下二］届けてくる □さらなり［形動・ナリ］言うまでもない・今さら
の感じがする □こまやかなり［形動・ナリ］こまごまとしている・濃い・にっこ
りと・愛情が深い・上品である □ひとわろし［形・ク］きまりが悪い □さても
［接続］それにしても・ほんとうにまあ □斎

いは

ふ［動・ハ行四段］大切にする・神に
祈る □こころづくし［名］あれこれ気をもむこと □健

すくよ

かなり［形動・ナリ］無
ぶ

愛
あい

想
そう

だ・丈夫だ・そっけない □渡
わた

る［動・ラ行四段］一面に～する・～し続け
る・渡る □ところせし［形・ク］やっかいだ・おおげさだ・窮屈だ □僅

はつ

かなり
［形動・ナリ］わずかだ □なかなかに［副］かえって □むなし［形・シク］から
っぽである・むだである・はかない □いつしか［副］早く・いつの間にか □見

み

遣
や

る［連語］向こうの方を見る □さはれ［感動］ええままよ・そうではあるが □す
きずきし［形・シク］風流好みだ・物好きだ・好色めいている □所

ところ

得
え

て［連語］
得意になって・地位を得て威力を示して □設

まう

く［動・カ行下二］準備する・得を
する・作る・持つ □さすがに［副］そうはいうものの □聞

き

こしめす［動・サ行四
段］召し上がる・お聞きになる・お治めになる □わりなし［形・ク］不合理だ・
格別に・つらい・どうしようもない □気

け

色
しき

だつ［動・タ行四段］～しはじめる・
ようすが改まる □得

ところ

意
え

顔
がほ

［連語］得意顔 □やがて［副］そのまま・すぐに □つ
と［名］みやげ・わらづと □明

あき

らむ［動・マ行下二］はっきり見る・明らかにす
る・心を晴らす □遊

あそ

び［名］管弦の遊び・音楽の演奏・遊女 □あからさまなり
［形動・ナリ］ちょっとの間・ついちょっと・にわかに □賢

さか

し［形・シク］利口ぶ
っている・しっかりしている・利口だ □戯

あざ

る［動・ラ行下二］ふざける・しゃれ
ている・くつろぐ □いとほし［形・シク］気の毒だ・可愛らしい □けしからず

シク］大人らしい・しっかりしている □障
さは

る［動・ラ行四段］さしつかえる・邪
魔になる □ 忝

かたじけ

なし［形・ク］ありがたい・恥ずかしい □気
け

色
しき

［名］様子 □は
かなし［形・ク］取るに足らない・たよりない・ちょっとした □いまめかし［形・
シク］現代風である・目新しい □移

うつろ

ふ［動・ハ行四段］色あせる・花が散る・場
所が変わる・時が過ぎる・染まる □すごし［形・ク］気味が悪い・ぞっとするほ
ど素晴らしい・もの寂しい □怪

け

し［形・シク］薄情だ・怪
あや

しい・へんだ・そまつ
だ □故

ゆゑ

付
づ

く［動・カ行四段］由緒ありげだ・趣がある □仮
かり

初
そめ

なり［形動・ナリ］
ほんのちょっと □こころぐるし［形・シク］気の毒だ・気がかりだ □たまさかな
り［形動・ナリ］まれに・万一・偶然だ □いふかひなし［連語］つまらない・い
ってもしかたがない □分

わ

く［動・カ行四段・カ行下二］理解する・分ける □渡
わた

す
［動・サ行四段］一面に～する・それぞれ～する・渡す □無

む

下
げ

に［副］むやみに・
まったく □子

こ

の上
かみ

［名］年上 □悩
なや

む［動・マ行四段］病気になる・苦しむ □み
そかなり［形動・ナリ］ひそかだ・忍びやかだ □さのみこそは［連語］そういう
ものだろう □実

げ

に［副］なるほど □まうけ［名］準備・ごちそう □たをやかな
り［形動・ナリ］たわんでいる・しとやかである □けざやかなり［形動・ナリ］
あざやかだ □さのみやは［連語］そうばかりは～していられまい □こころにくし
［形・ク］奥ゆかしい □こころもとなし［形・ク］じれったい・気がかりだ・はっ
きりしない □つらし［形・ク］薄情だ・たえがたい □なでふ［副］どうして・な
んという □紛

まが

ふ［動・ハ行四段］見分けがつかない・入り乱れる □いはけなし
［形・ク］子供っぽい・無邪気である □案

あ

内
ない

［名］よく知っていること・取り次ぎ
を頼むこと □いかで［副］どうして・どうにかして □正

まさ

なし［形・ク］よくな
い・見苦しい・卑

ひ

怯
きょう

だ □拙
つたな

し［形・ク］へたである・不運である □眺
なが

む［動・
マ行下二］物思いに沈む・ぼんやり見る・遠くを見る □ここら・そこら［副］た
くさん・非常に □良

よ

うせずは［連語］悪くすると □給
たま

はる［動・ラ行四段］頂く
□謀

たばか

る［動・ラ行四段］計画する・相談する □篤
あつ

し［形・ク］病気が重い □集
すだ

く［動・カ行四段］群がる・鳴く □逆
さか

ふ［動・ハ行四段］反対する □やむごとな
し［形・ク］格別だ・身分が高い・捨てておけない・貴重である □荒

すさ

ぶ［動・バ
行上二・バ行四段］気の向くままに～する・ひどくなる・もてあそぶ □いふもお
ろかなり［形動・ナリ］言葉ではいえないほど～だ □ねんごろなり［形動・ナリ］
心をこめている・丁寧である・親しい □わびし［形・シク］心細い・やりきれな
い □故

ゆゑ

立
だ

つ［動・タ行四段］気どる □はづかし［形・シク］気がひけるほど立派
だ・恥ずかしい □故

ゆゑ

由
よし

［名］情趣・いわれ □さるは［接続］そうではあるが・さ
らに □まめまめし［形・シク］まじめである・実用的である □まだきも［副］早
くも □本

ほ

意
い

なし［形・ク］もの足りない・不本意である □切
せち

なり［形動・ナリ］
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さしせまっている・しきりに □妬
ねた

し［形・ク］にくらしい □僻
ひが

事
ごと

［名］まちが
い・あやまち □ありもつかず［連語］落ちつかない □結
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ぶ［動・バ行四段］作
る・約束する・結ぶ □絶

た

えて～ず［副］少しも～ない □いそぎ［名］用意・急ぐ
こと □いふかたなし［連語］言いようがない □せめて［副］非常に・無理に
□ことごとし［形・シク］おおげさだ □うるさし［形・ク］わずらわしい・いやだ
□ゆかし［形・シク］見たい・聞きたい・知りたい・読みたい・なつかしい □お
のづから［副］まれに・自然に □きよらなり［形動・ナリ］美しい □現

うつ

し 心
ごころ

［名］正気 □偲
しの

ぶ［動・バ行四段］恋い慕う □ 罵
ののし

る［動・ラ行四段］大騒ぎす
る・うわさが立つ・威勢がいい・罵倒する □かたみに［副］かわるがわる □かし
づく［動・カ行四段］大事に育てる・大切に世話をする □おぼろげなり［形動・
ナリ］平凡だ・並たいていではない □行

おこな

ふ［動・ハ行四段］仏の道を修行する・
おこなう □際
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やかなり［形動・ナリ］きわだっている □掬
むす

ぶ［動・バ行四段］水
を手ですくう □よすが［名］身を寄せる所・ゆかり・手がかり □遺

おこ

す［動・サ行
四段・サ行下二］届けてくる □さらなり［形動・ナリ］言うまでもない・今さら
の感じがする □こまやかなり［形動・ナリ］こまごまとしている・濃い・にっこ
りと・愛情が深い・上品である □ひとわろし［形・ク］きまりが悪い □さても
［接続］それにしても・ほんとうにまあ □斎

いは

ふ［動・ハ行四段］大切にする・神に
祈る □こころづくし［名］あれこれ気をもむこと □健

すくよ

かなり［形動・ナリ］無
ぶ

愛
あい

想
そう

だ・丈夫だ・そっけない □渡
わた

る［動・ラ行四段］一面に～する・～し続け
る・渡る □ところせし［形・ク］やっかいだ・おおげさだ・窮屈だ □僅

はつ

かなり
［形動・ナリ］わずかだ □なかなかに［副］かえって □むなし［形・シク］から
っぽである・むだである・はかない □いつしか［副］早く・いつの間にか □見

み

遣
や

る［連語］向こうの方を見る □さはれ［感動］ええままよ・そうではあるが □す
きずきし［形・シク］風流好みだ・物好きだ・好色めいている □所

ところ

得
え

て［連語］
得意になって・地位を得て威力を示して □設

まう

く［動・カ行下二］準備する・得を
する・作る・持つ □さすがに［副］そうはいうものの □聞

き

こしめす［動・サ行四
段］召し上がる・お聞きになる・お治めになる □わりなし［形・ク］不合理だ・
格別に・つらい・どうしようもない □気

け

色
しき

だつ［動・タ行四段］～しはじめる・
ようすが改まる □得

ところ

意
え

顔
がほ

［連語］得意顔 □やがて［副］そのまま・すぐに □つ
と［名］みやげ・わらづと □明

あき

らむ［動・マ行下二］はっきり見る・明らかにす
る・心を晴らす □遊

あそ

び［名］管弦の遊び・音楽の演奏・遊女 □あからさまなり
［形動・ナリ］ちょっとの間・ついちょっと・にわかに □賢

さか

し［形・シク］利口ぶ
っている・しっかりしている・利口だ □戯

あざ

る［動・ラ行下二］ふざける・しゃれ
ている・くつろぐ □いとほし［形・シク］気の毒だ・可愛らしい □けしからず

シク］大人らしい・しっかりしている □障
さは

る［動・ラ行四段］さしつかえる・邪
魔になる □ 忝

かたじけ

なし［形・ク］ありがたい・恥ずかしい □気
け

色
しき

［名］様子 □は
かなし［形・ク］取るに足らない・たよりない・ちょっとした □いまめかし［形・
シク］現代風である・目新しい □移

うつろ

ふ［動・ハ行四段］色あせる・花が散る・場
所が変わる・時が過ぎる・染まる □すごし［形・ク］気味が悪い・ぞっとするほ
ど素晴らしい・もの寂しい □怪

け

し［形・シク］薄情だ・怪
あや

しい・へんだ・そまつ
だ □故

ゆゑ

付
づ

く［動・カ行四段］由緒ありげだ・趣がある □仮
かり

初
そめ

なり［形動・ナリ］
ほんのちょっと □こころぐるし［形・シク］気の毒だ・気がかりだ □たまさかな
り［形動・ナリ］まれに・万一・偶然だ □いふかひなし［連語］つまらない・い
ってもしかたがない □分

わ

く［動・カ行四段・カ行下二］理解する・分ける □渡
わた

す
［動・サ行四段］一面に～する・それぞれ～する・渡す □無

む

下
げ

に［副］むやみに・
まったく □子

こ

の上
かみ

［名］年上 □悩
なや

む［動・マ行四段］病気になる・苦しむ □み
そかなり［形動・ナリ］ひそかだ・忍びやかだ □さのみこそは［連語］そういう
ものだろう □実

げ

に［副］なるほど □まうけ［名］準備・ごちそう □たをやかな
り［形動・ナリ］たわんでいる・しとやかである □けざやかなり［形動・ナリ］
あざやかだ □さのみやは［連語］そうばかりは～していられまい □こころにくし
［形・ク］奥ゆかしい □こころもとなし［形・ク］じれったい・気がかりだ・はっ
きりしない □つらし［形・ク］薄情だ・たえがたい □なでふ［副］どうして・な
んという □紛

まが

ふ［動・ハ行四段］見分けがつかない・入り乱れる □いはけなし
［形・ク］子供っぽい・無邪気である □案

あ

内
ない

［名］よく知っていること・取り次ぎ
を頼むこと □いかで［副］どうして・どうにかして □正

まさ

なし［形・ク］よくな
い・見苦しい・卑

ひ

怯
きょう

だ □拙
つたな

し［形・ク］へたである・不運である □眺
なが

む［動・
マ行下二］物思いに沈む・ぼんやり見る・遠くを見る □ここら・そこら［副］た
くさん・非常に □良

よ

うせずは［連語］悪くすると □給
たま

はる［動・ラ行四段］頂く
□謀

たばか

る［動・ラ行四段］計画する・相談する □篤
あつ

し［形・ク］病気が重い □集
すだ

く［動・カ行四段］群がる・鳴く □逆
さか

ふ［動・ハ行四段］反対する □やむごとな
し［形・ク］格別だ・身分が高い・捨てておけない・貴重である □荒

すさ

ぶ［動・バ
行上二・バ行四段］気の向くままに～する・ひどくなる・もてあそぶ □いふもお
ろかなり［形動・ナリ］言葉ではいえないほど～だ □ねんごろなり［形動・ナリ］
心をこめている・丁寧である・親しい □わびし［形・シク］心細い・やりきれな
い □故

ゆゑ

立
だ

つ［動・タ行四段］気どる □はづかし［形・シク］気がひけるほど立派
だ・恥ずかしい □故

ゆゑ

由
よし

［名］情趣・いわれ □さるは［接続］そうではあるが・さ
らに □まめまめし［形・シク］まじめである・実用的である □まだきも［副］早
くも □本

ほ

意
い

なし［形・ク］もの足りない・不本意である □切
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［連語］怪しい・感心しない □宣
のたま

ふ［動・ハ行四段］おっしゃる □窶
やつ

る［動・ラ
行下二］目立たない様子でいる・やせ衰える □あからめ［名］よそ見・男がほか
の女に心を移すこと □頓

とみ

に［副］急に □双
さう

無
な

し［形・ク］ならぶものがない・た
やすい □由

よし

なし［形・ク］関係がない・つまらない・理由がない □ひとやりなら
ず［連語］自分の意志ですることだが □垣

かい

間
ま

見
み

る［動・ラ行上一］のぞき見する
□契

ちぎ

る［動・ラ行四段］約束する・結婚する □をこがまし［形・シク］ばからし
い・でしゃばっている □ことわる［動・ラ行四段］筋道を立てて話す・判断する

□御
み

息
やすん

所
どころ

天皇の御
ぎょ

寝
しん

所
どころ

に仕える女官。皇太子の妃 □上
かん

達
だち

部
め

公
く

卿
ぎょう

のこと。大
臣・大納言などの三位以上の上級の役人を指す □先

せん

達
だち

先輩。修業・学問などで、
その道を極めている人 □前

せん

栽
ざい

庭先の植え込み。庭先の草木 □東
あずま

路
じ

京都から東
国へ行く道筋。東国地方 □小

こ

袿
うちき

女房の装束。貴婦人の略式礼装 □軒
のき

端
ば

軒のはし
□裳

も

着
ぎ

女子の成人の儀式 □御
み

代
よ

天皇の治世 □琵
び

琶
わ

弦楽器の一種 □火
ひ

桶
おけ

木製
の丸火鉢 □宿

と の い

直 宮中や役所に夜間宿泊し、警備をする事 □几
き

帳
ちょう

寝殿造りの室
内にある隔て用の家具 □朝

あ

臣
そん

五位以上の貴人の敬称 □家
いえ

居
い

家を造って住む、ま
たは、住居のこと □乳

め の と

母 母親代わりとして子どもを養育する女性 □才
ざえ

学問。教
養。漢詩文などの学識 □許

もと

～のもと □御
み

階
はし

宮殿や神社などの階段 □上
じょう

臈
ろう

身
分の高い人。高僧 □指

さし

貫
ぬき

男性が衣冠や直衣などの下に着用する袴
はかま

□裾
すそ

衣服の
下の端の箇所 □御

み

簾
す

貴人の御殿に用いる簾 □一
いち

期
ご

一生。生涯 □天
てん

竺
じく

インド
□ 台

うてな

見晴らしがきく建物。「玉の台」としてよく使われる □文
あや

目
め

模様。区別。
筋道 □籬

まがき

竹などを粗く編んで作った垣根 □結
けち

縁
えん

仏道に入る機縁 □宿
すく

世
せ

前世
から定まった運命 □煩

ぼん

悩
のう

人間を悩ますすべての欲望 □愛
あい

敬
ぎょう

愛らしさ □蔀
しとみ

格
子の内側に板を張って、日よけや風雨よけをするための戸 □網

あ

代
じろ

稚魚などを獲る
ための漁具 □現

うつつ

現実 □公
く

事
じ

朝廷が行う行事や政治。訴
そ

訟
しょう

□大
お と ど

臣 大臣や公卿、
または貴人の邸宅を敬った言い方 □宣

せん

命
みょう

天皇の勅
ちょく

命
めい

を人々に伝えるための文書
□権

ごん

現
げん

神の尊号（神号）の一つ □優
う

婆
ば

塞
そく

在
ざい

家
け

のままで仏門に仕える男性 □海
あ

女
ま

海に潜って貝や海草を採る女性 □八
や

十
そ

路
じ

八十年。八十歳 □御
さ き

前駆 先払い □内
だい

裏
り

宮中 □唐
から

衣
ぎぬ

平安時代、女官が正装に用いた衣服 □女
おみなえし

郎花 秋の七草の一つ
□小

こ

蔀
じとみ

蔀のある小さい窓 □海
あ

士
ま

・海
あ

人
ま

漁夫 □終
よもすがら

夜 一晩中 □ 某
なにがし

なんとか
いう。だれそれ □辞

じ

世
せい

死に際に詠み残す詩歌 □僧
そう

都
ず

僧の役職名の一つで、僧正
に次ぐ僧官 □帷

とばり

室内の仕切りや外界との遮断のために垂らす布 □殿
てん

上
じょう

人
びと

殿上
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の間への昇殿を許された人 □鐙
あぶみ

馬の両わきに垂れ下げて、乗る人が足を踏みか
けるもの □甲

かぶと

戦場で、頭部を保護するための鉄製のかぶり物 □鎧
よろい

戦場で身に
付けて身体を守る防具 □遣

やり

水
みず

邸内の庭に水を引き入れて流れるようにしたもの
□詞

こと

書
ばがき

和歌の成立事情に関して簡潔にまとめた前書き □輿
こし

乗り物の一種 □主
しゅ

上
しょう

天皇 □物
もののけ

怪 人にとりつき、病気や不幸をもたらすもの □南
な

殿
でん

南側の御殿。
紫
し

宸
しん

殿
でん

の別名 □局
つぼね

女官・女房の私室 □守
かみ

国司の長官 □東
あずま

東国 □門
かど

出
で

旅立
ち □口

く

伝
でん

口伝えで伝授すること □読
ど

経
きょう

声に出して経を読むこと □物
もの

忌
いみ

一定
期間家にこもって、身を慎むこと □方

かた

違
たが

へ 凶とされる方角を避け、目的地に進む
こと □半

は

蔀
じとみ

戸の下半分を格子にして固定し、上半分を蔀
しとみ

にして外側に釣り上げ
られるようにしたもの □御

み

手
ちょう

水
ず

貴人が手や顔を洗い清めること □透
すい

垣
がい

竹と竹
の間を少しあけて作った垣根 □小

こ

舎
ど ね り

人童
わらわ

貴人の近くで雑用をする少年 □嫡
ちゃく

子
し

正妻の産んだ子で、家を継ぐ男子 □内
ない

侍
し

内
ない

侍
しの

司
つかさ

の女官 □直
の う し

衣 天皇・貴人の平
常服 □雑

ぞう

色
しき

雑役を務める役人 □遠
おん

流
る

流罪 □追
つい

儺
な

大晦日に宮中で行われる、悪
鬼を追い払う儀式 □大

おほ

路
ぢ

大通り □誦
ず

経
きょう

声を出して経文を唱えること □節
せち

会
え

宮中で催された宴会や儀式 □入
いり

相
あい

夕暮れ □閨
ねや

寝室 □桟
さ

敷
じき

祭りなどの見物のた
めに、高くしてある床 □簾

すだれ

細く切った竹などを糸で編んで垂らすもの □兄
しょうと

人
男性の兄弟 □狼

ろう

藉
ぜき

無秩序。乱暴 □未
み

曾
ぞ

有
う

いまだかつてないこと □今
こん

生
じょう

後
ご

生
しょう

現世と来世 □袈
け

裟
さ

僧が衣の上に左肩から右脇の下に掛ける布 □摂
せっ

政
しょう

君主に代
わって政治を執ること □ 傍

かたわら

わき。そば □地
じ

下
げ

昇殿を許されない六位以下の者
□異

い

名
みょう

別名 □九
ここの

重
え

宮中 □不
ふ

便
びん

具合が悪い □冥
めい

途
ど

死後の世界 □涅
ね

槃
はん

悟り
の境地に入ること。釈

しゃ

迦
か

の入滅 □引
いん

導
どう

仏の道に導くこと □成
じょう

仏
ぶつ

死んで仏にな
ること □勘

か

解
げ

由
ゆ

令
りょう

外
げ

の官の一つで解
げ

由
ゆ

状
じょう

を審査する職 □直
ひた

垂
たれ

衣服の一つ。庶
民の衣服 □狩

かり

衣
ぎぬ

公家が鷹
たか

狩
がり

に行くときに着用したもの □装
そう

束
ぞく

衣服 □聖
ひじり

高徳
の僧。天皇 □ 餞

はなむけ

旅立ち・門出の際、前途を祝って、酒
しゅ

食
し

をもてなしたりするこ
と □数

じゅ

珠
ず

仏を拝む際に用いる仏具 □公
く

家
げ

天皇。朝廷。朝廷に仕える貴族 □不
ふ

如
にょ

意
い

思い通りにならないこと □女
め

の童
わらわ

女の子。召使の少女 □大
だい

嘗
じょう

会
え

天皇即
位後、天皇が初めて新

しん

穀
こく

を神々に供える神事 □春
とう

宮
ぐう

皇太子 □閼
あ

伽
か

仏に供える水
□県

あがた

国司など地方官の任国 □長
おさ

人々を支配し、まとめる人 □ 掌
たなごころ

手のひら
□雲

くも

居
い

空。雲。宮中 □簀
す の こ

子 竹を並べて作った床。寝殿造りで「廂
ひさし

」より一段低
い縁側 □帥

そち

大
だ

宰
ざい

府
ふ

の長官 □検
け

非
び

違
い

使
し

京都の治安維持や風
ふう

俗
ぞく

粛
しゅく

正
せい

を担当した官
職で、やがて訴訟や裁判も担当する □四

よ そ じ

十 四十。四十歳 □大
だい

極
ごく

殿
でん

大内裏の正殿
□業

ごう

前世の行為によってこの世で受ける報い □ 齢
よわい

年齢。寿命 □去
こ

年
ぞ

去年
□袴

はかま

上着の上に着用して、下半身を覆う衣服 □女
にょう

御
ご

天皇の寝所に仕えた高位
の女官 □名

みょう

利
り

名誉と利益 □宮
みや

仕
づかえ

宮中に仕えること □同
はらから

胞（母親が同じ）兄
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も

着
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女子の成人の儀式 □御
み

代
よ

天皇の治世 □琵
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琶
わ

弦楽器の一種 □火
ひ

桶
おけ

木製
の丸火鉢 □宿
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直 宮中や役所に夜間宿泊し、警備をする事 □几
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帳
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寝殿造りの室
内にある隔て用の家具 □朝

あ
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五位以上の貴人の敬称 □家
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縁
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稚魚などを獲る
ための漁具 □現
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現実 □公
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事
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または貴人の邸宅を敬った言い方 □宣
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け
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だい

裏
り

宮中 □唐
から

衣
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平安時代、女官が正装に用いた衣服 □女
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郎花 秋の七草の一つ
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じとみ
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あ

人
ま
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いう。だれそれ □辞

じ

世
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そう
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ず
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に次ぐ僧官 □帷
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い縁側 □帥

そち

大
だ

宰
ざい

府
ふ

の長官 □検
け

非
び

違
い

使
し

京都の治安維持や風
ふう

俗
ぞく

粛
しゅく

正
せい

を担当した官
職で、やがて訴訟や裁判も担当する □四

よ そ じ

十 四十。四十歳 □大
だい

極
ごく

殿
でん

大内裏の正殿
□業

ごう

前世の行為によってこの世で受ける報い □ 齢
よわい

年齢。寿命 □去
こ

年
ぞ

去年
□袴

はかま

上着の上に着用して、下半身を覆う衣服 □女
にょう

御
ご

天皇の寝所に仕えた高位
の女官 □名

みょう

利
り

名誉と利益 □宮
みや

仕
づかえ

宮中に仕えること □同
はらから

胞（母親が同じ）兄
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別冊付録 一発合格マントラ・ヤントラ

英
語

国
語

別冊付録一発合格マントラ・ヤントラ

弟姉妹 □下
げ

衆
す

身分の低い者 □為
し

手
て

行う人 □後
うしろ

見
み

陰にいて人を助け世話をす
ること □御

み

門
かど

天皇。皇居 □欠
あ く び

伸 あくび □除
じ

目
もく

大臣以外の役人の任命式
□単

ひ と え

衣 裏地のない一枚仕立ての服 □入
じゅ

水
すい

身投げ。死ぬために身を水中に投げる
こと □嫗

おうな

老女 □ 政
まつりごと

政治 □科
とが

罪。欠点 □大
おおとなぶら

殿油 室内の照明 □唐
から

櫃
びつ

木製
の箱 □供

ぐ

奉
ぶ

お供として行列に加わること □懸
け

想
そう

思いをかけること □物
もの

詣
もう

で 参
さん

詣
けい

□紙
かみ

衣
こ

紙で作った衣服 □合
かっ

羽
ぱ

雨よけのための長い上着 □盥
たらい

湯または水を
入れて物を洗う容器 □越

こし

路
じ

北陸地方全域の古い呼び名 □御
ぎょ

感
かん

天皇が感動するこ
と □衆

しゅ

生
じょう

すべての人々 □稚
ち

児
ご

子供。寺院に預けられた少年 □僻
ひが

事
こと

間違い
□御

み

髪
ぐし

貴人の髪 □唐
もろこし

土 中国 □四
よ

方
も

東西南北 □山
やま

賤
がつ

山里に住んでいる身分の
低い人 □破

わり

籠
ご

内部に仕切りのある弁当箱 □逆
げき

鱗
りん

天皇のお怒り □禰
ね

宜
ぎ

神官の一
つ □紙

し

燭
そく

室内用の照明具 □上
じょう

戸
ご

酒豪 □遣
やり

戸
ど

口
ぐち

引戸口 □築
つい

地
じ

土塀 □野
の

分
わき

秋に吹く台風 □山
やま

の端
は

山が空に接する部分 □炭
す

櫃
びつ

いろり □音 評判・噂 □
後
きぬぎぬ

朝 共寝をした翌朝の別れ □片
かた

敷
し

く ひとり寝をする □色好み 風流好み □産
うぶ

養
やしない

誕生祝い □五
い か

十日の祝
いわい

誕生五十日目のお祝い □百
もも

日
か

の祝
いわい

誕生百日目の
お祝い □初

うひ

冠
かうぶり

男子の成人式 □喪
も

人の死を悼
いた

み、哀しみに引きこもること
□ 中

ちゅう

宮
ぐう

天皇の正妻 □親
しん

王
のう

皇子の位 □内
ない

親
しん

王
のう

皇女の位 □東
とう

宮
ぐう

皇太子
□斎

いつきのみや

宮 神に仕える未婚の内親王 □院
いん

もと天皇 □清
せい

涼
りょう

殿
でん

天皇の私生活の場
□入

じゅ

内
だい

天皇（皇太子）と結婚すること。そのために内裏（宮中）へ入ること □参
さん

内
だい

宮中へ行くこと □御
み

幸
ゆき

天皇・院のお出かけ □時めく 寵愛を受ける □時の人
時流に乗って栄える人 □里 人里・田舎、実家 □一の人 天皇の代わりに政治を行
う実権者 □蔵

くろうど

人 天皇の秘書 □滝
たき

口
ぐち

宮中で天皇を警護する武士 □北
きた

の方
かた

妻
□白

あおうまのせちえ

馬節会（一月七日）白馬行列を見る。若菜摘みをする □端
たんごのせちえ

午節会（五月五日）
菖
あや め

蒲と薬玉を飾る □重
ちょうようのせちえ

陽節会（九月九日）端午節会の薬玉をはずし、菊を飾る
□新

にい

嘗
なめ

祭
まつり

（豊明節会の前日）新米や穀物を天皇が神に供える儀式 □豊
とよのあかりのせちえ

明節会
（十一月中旬）五節の舞が行われる □賀

かものまつり

茂祭（四月）簾や冠や牛車に葵を飾る。別
名「葵

あおい

祭」□大
や ま と

和歌
うた

和歌 □唐
から

歌
うた

漢詩 □真
ま

名
な

漢字 □仮
か

名
な

ひらがな □歌
うた

合
あわせ

左右二組に分かれた歌人が和歌の優劣を競う催し □返し 返事としての和歌・返歌
□連

れん

歌
が

上句と下句をふたりで詠んで一首の歌を作ること □歌
うた

枕
まくら

和歌によく詠ま
れる名所。その名所をかき集めた書物 □道

どう

心
しん

仏道心 □陰
おん

陽
みょう

師
じ

陰陽博士。天文・
暦・方位などにより吉凶を占う人 □十

じゅう

二
に

支
し

子
ね

・丑
うし

・寅
とら

・卯
う

・辰
たつ

・巳
み

・午
うま

・未
ひつじ

・
申
さる

・酉
とり

・戌
いぬ

・亥
い

□十
じっ

干
かん

甲
こう

・乙
おつ

・丙
へい

・丁
てい

・戊
ぼ

・己
き

・庚
こう

・辛
しん

・壬
じん

・癸
き

〔月の異名〕□
睦
む

月
つき

一月 □如
きさらぎ

月 二月 □弥
や よ ひ

生 三月 □卯
う

月
づき

四月 □皐
さ

月
つき

五月 □水
み

無
な

月
づき

六月
□文

ふみ

月
づき

七月 □葉
は

月
づき

八月 □長
なが

月
つき

九月 □神
かむ

無
な

月
づき

十月 □霜
しも

月
つき

十一月 □師
し は す

走 十
二月〔十二支による方位〕□子

ね

北 □丑
うし

寅
とら

北東 □卯
う

東 □辰
たつ

巳
み

南東 □午
うま

南

□ 未
ひつじ

申
さる

南西 □酉
とり

西 □戌
いぬ

亥
ゐ

北西〔月齢〕□夕
ゆふ

月
づき

陰暦三日ごろの夕方に出る、
上弦の月 □望

もち

月
づき

陰暦十五日の月。満月 □十
い ざ よ ひ

六夜の月 陰暦十六日の月。中世以降
「いざよひ」。なかなか進まない、ためらうという意 □立

たち

待
まち

の月 陰暦十七日の月。
立って待つ間に出る月。日没後、立って待っていても見ることができる月という意
味 □居

ゐ

待
まち

の月 陰暦十八日の月。月の出が満月より遅いので、座って待つ月 □臥
ふし

待
まち

の月・寝
ね

待
まち

の月 陰暦十九日の月。月の出が遅いので、臥して（寝て）待つ月
□更
ふけ

待
まち

の月・宵
よい

闇
やみ

の月 陰暦二十日ごろの月 □有
あり

明
あけ

の月 陰暦二十日以降の月 □新
しん

月
げつ

陰暦晦
つご

日
もり

ごろの月 □山 比叡山延暦寺 □川 賀茂川 □寺 三井寺（園城寺）
□花 桜または梅

□あかず 満足しない □あととふわざ 死後の法事 □あなかしこ ああ、縁起が悪い
□あなかしこ……な 決して……するな □あなかま しっ、静かに □あへてなし ま
ったくない □あめのした 世界 □あめり あるようだ □あらぬ 違った □ありあり
て あげくのはてに □ありつる さきほどの □ありとある すべての □あるかなき
か 生きているのか死んでいるのか □あるやう 事情 □あんなり あるそうだ □い
かがせまし どうしたらよかろう □いかがせむ どうしようか □いかにもあれ どう
でもいい □いきとしいけるもの 生きているものすべて □いくばくもなし いくら
も時間がたたない □いさしらず さあ、知らない □いたづらになる 死ぬ □いつ
しかと 思いがけなく早くも □いはく いうことには □いふかたなし いいようもな
い □いふもおろかなり いってもいい尽せない □いまはかぎり 生涯の最後 □い
まゆくすゑ これから先 □いもねず 眠らない □いろにいづ 様子に現われる □う
きにたへず つらさに堪えられない □うたてあり 気にくわない □えさらず やむを
えない □えならず 何ともいえない □えもいはず 何ともいいようのない □えも
いひやらず 最後までいえない □おとにきく うわさに聞く □おともせず 便りもな
い □おもふどち 気のあった仲間 □おもほえず 思いがけなく □おろかならず ひ
と通りではない □かかれば だから □かしらおろす 出家する □かたちをかふ 出
家する □かちより 徒歩で □かの あの □かへらぬひと 死んでしまった人 □きょ
うなし おもしろみがない □きょうにいる おもしろがる □くさのいほ そまつな仮
の住まい □くものうへびと 宮中の人 □ぐゎんたつ 神仏に祈る □けしからず 異
様だ □けしきあし きげんが悪い □けしきあり 風情がある □げには 実際には
□けらし ……したに違いない □こころもそらに ぼんやりと □こしかたゆくすゑ
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別冊付録 一発合格マントラ・ヤントラ

英
語

国
語

別冊付録一発合格マントラ・ヤントラ

弟姉妹 □下
げ

衆
す

身分の低い者 □為
し

手
て

行う人 □後
うしろ

見
み

陰にいて人を助け世話をす
ること □御

み

門
かど

天皇。皇居 □欠
あ く び

伸 あくび □除
じ

目
もく

大臣以外の役人の任命式
□単

ひ と え

衣 裏地のない一枚仕立ての服 □入
じゅ

水
すい

身投げ。死ぬために身を水中に投げる
こと □嫗

おうな

老女 □ 政
まつりごと

政治 □科
とが

罪。欠点 □大
おおとなぶら

殿油 室内の照明 □唐
から

櫃
びつ

木製
の箱 □供

ぐ

奉
ぶ

お供として行列に加わること □懸
け

想
そう

思いをかけること □物
もの

詣
もう

で 参
さん

詣
けい

□紙
かみ

衣
こ

紙で作った衣服 □合
かっ

羽
ぱ

雨よけのための長い上着 □盥
たらい

湯または水を
入れて物を洗う容器 □越

こし

路
じ

北陸地方全域の古い呼び名 □御
ぎょ

感
かん

天皇が感動するこ
と □衆

しゅ

生
じょう

すべての人々 □稚
ち

児
ご

子供。寺院に預けられた少年 □僻
ひが

事
こと

間違い
□御

み

髪
ぐし

貴人の髪 □唐
もろこし

土 中国 □四
よ

方
も

東西南北 □山
やま

賤
がつ

山里に住んでいる身分の
低い人 □破

わり

籠
ご

内部に仕切りのある弁当箱 □逆
げき

鱗
りん

天皇のお怒り □禰
ね

宜
ぎ

神官の一
つ □紙

し

燭
そく

室内用の照明具 □上
じょう

戸
ご

酒豪 □遣
やり

戸
ど

口
ぐち

引戸口 □築
つい

地
じ

土塀 □野
の

分
わき

秋に吹く台風 □山
やま

の端
は

山が空に接する部分 □炭
す

櫃
びつ

いろり □音 評判・噂 □
後
きぬぎぬ

朝 共寝をした翌朝の別れ □片
かた

敷
し

く ひとり寝をする □色好み 風流好み □産
うぶ

養
やしない

誕生祝い □五
い か

十日の祝
いわい

誕生五十日目のお祝い □百
もも

日
か

の祝
いわい

誕生百日目の
お祝い □初

うひ

冠
かうぶり

男子の成人式 □喪
も

人の死を悼
いた

み、哀しみに引きこもること
□ 中

ちゅう

宮
ぐう

天皇の正妻 □親
しん

王
のう

皇子の位 □内
ない

親
しん

王
のう

皇女の位 □東
とう

宮
ぐう

皇太子
□斎

いつきのみや

宮 神に仕える未婚の内親王 □院
いん

もと天皇 □清
せい

涼
りょう

殿
でん

天皇の私生活の場
□入

じゅ

内
だい

天皇（皇太子）と結婚すること。そのために内裏（宮中）へ入ること □参
さん

内
だい

宮中へ行くこと □御
み

幸
ゆき

天皇・院のお出かけ □時めく 寵愛を受ける □時の人
時流に乗って栄える人 □里 人里・田舎、実家 □一の人 天皇の代わりに政治を行
う実権者 □蔵

くろうど

人 天皇の秘書 □滝
たき

口
ぐち

宮中で天皇を警護する武士 □北
きた

の方
かた

妻
□白

あおうまのせちえ

馬節会（一月七日）白馬行列を見る。若菜摘みをする □端
たんごのせちえ

午節会（五月五日）
菖
あや め

蒲と薬玉を飾る □重
ちょうようのせちえ

陽節会（九月九日）端午節会の薬玉をはずし、菊を飾る
□新

にい

嘗
なめ

祭
まつり

（豊明節会の前日）新米や穀物を天皇が神に供える儀式 □豊
とよのあかりのせちえ

明節会
（十一月中旬）五節の舞が行われる □賀

かものまつり

茂祭（四月）簾や冠や牛車に葵を飾る。別
名「葵

あおい

祭」□大
や ま と

和歌
うた

和歌 □唐
から

歌
うた

漢詩 □真
ま

名
な

漢字 □仮
か

名
な

ひらがな □歌
うた

合
あわせ

左右二組に分かれた歌人が和歌の優劣を競う催し □返し 返事としての和歌・返歌
□連

れん

歌
が

上句と下句をふたりで詠んで一首の歌を作ること □歌
うた

枕
まくら

和歌によく詠ま
れる名所。その名所をかき集めた書物 □道

どう

心
しん

仏道心 □陰
おん

陽
みょう

師
じ

陰陽博士。天文・
暦・方位などにより吉凶を占う人 □十

じゅう

二
に

支
し

子
ね

・丑
うし

・寅
とら

・卯
う

・辰
たつ

・巳
み

・午
うま

・未
ひつじ

・
申
さる

・酉
とり

・戌
いぬ

・亥
い

□十
じっ

干
かん

甲
こう

・乙
おつ

・丙
へい

・丁
てい

・戊
ぼ

・己
き

・庚
こう

・辛
しん

・壬
じん

・癸
き

〔月の異名〕□
睦
む

月
つき

一月 □如
きさらぎ

月 二月 □弥
や よ ひ

生 三月 □卯
う

月
づき

四月 □皐
さ

月
つき

五月 □水
み

無
な

月
づき

六月
□文

ふみ

月
づき

七月 □葉
は

月
づき

八月 □長
なが

月
つき

九月 □神
かむ

無
な

月
づき

十月 □霜
しも

月
つき

十一月 □師
し は す

走 十
二月〔十二支による方位〕□子

ね

北 □丑
うし

寅
とら

北東 □卯
う

東 □辰
たつ

巳
み

南東 □午
うま

南

□ 未
ひつじ

申
さる

南西 □酉
とり

西 □戌
いぬ

亥
ゐ

北西〔月齢〕□夕
ゆふ

月
づき

陰暦三日ごろの夕方に出る、
上弦の月 □望

もち

月
づき

陰暦十五日の月。満月 □十
い ざ よ ひ

六夜の月 陰暦十六日の月。中世以降
「いざよひ」。なかなか進まない、ためらうという意 □立

たち

待
まち

の月 陰暦十七日の月。
立って待つ間に出る月。日没後、立って待っていても見ることができる月という意
味 □居

ゐ

待
まち

の月 陰暦十八日の月。月の出が満月より遅いので、座って待つ月 □臥
ふし

待
まち

の月・寝
ね

待
まち

の月 陰暦十九日の月。月の出が遅いので、臥して（寝て）待つ月
□更
ふけ

待
まち

の月・宵
よい

闇
やみ

の月 陰暦二十日ごろの月 □有
あり

明
あけ

の月 陰暦二十日以降の月 □新
しん

月
げつ

陰暦晦
つご

日
もり

ごろの月 □山 比叡山延暦寺 □川 賀茂川 □寺 三井寺（園城寺）
□花 桜または梅

□あかず 満足しない □あととふわざ 死後の法事 □あなかしこ ああ、縁起が悪い
□あなかしこ……な 決して……するな □あなかま しっ、静かに □あへてなし ま
ったくない □あめのした 世界 □あめり あるようだ □あらぬ 違った □ありあり
て あげくのはてに □ありつる さきほどの □ありとある すべての □あるかなき
か 生きているのか死んでいるのか □あるやう 事情 □あんなり あるそうだ □い
かがせまし どうしたらよかろう □いかがせむ どうしようか □いかにもあれ どう
でもいい □いきとしいけるもの 生きているものすべて □いくばくもなし いくら
も時間がたたない □いさしらず さあ、知らない □いたづらになる 死ぬ □いつ
しかと 思いがけなく早くも □いはく いうことには □いふかたなし いいようもな
い □いふもおろかなり いってもいい尽せない □いまはかぎり 生涯の最後 □い
まゆくすゑ これから先 □いもねず 眠らない □いろにいづ 様子に現われる □う
きにたへず つらさに堪えられない □うたてあり 気にくわない □えさらず やむを
えない □えならず 何ともいえない □えもいはず 何ともいいようのない □えも
いひやらず 最後までいえない □おとにきく うわさに聞く □おともせず 便りもな
い □おもふどち 気のあった仲間 □おもほえず 思いがけなく □おろかならず ひ
と通りではない □かかれば だから □かしらおろす 出家する □かたちをかふ 出
家する □かちより 徒歩で □かの あの □かへらぬひと 死んでしまった人 □きょ
うなし おもしろみがない □きょうにいる おもしろがる □くさのいほ そまつな仮
の住まい □くものうへびと 宮中の人 □ぐゎんたつ 神仏に祈る □けしからず 異
様だ □けしきあし きげんが悪い □けしきあり 風情がある □げには 実際には
□けらし ……したに違いない □こころもそらに ぼんやりと □こしかたゆくすゑ 
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過去・未来 □ことのこころ 歌の意味 □ことのたより 何かのついで □さまあし 
みっともない □さもあり なるほどそうだ □さらぬわかれ 避けられない死別
□さりとも そうではあっても □さるほどに そうこうしているうちに □しかあれ
ど それはそうだけれど □しかず 及ばない □すゑのよ 後世 □せきあへず こらえ
きれない □せむかたなし どうするすべもない □ぞかし ……であるよ □そこは
かとなし それとははっきりしない □そのかみ その当時 □そのこととなし 何とい
うこともない □つねなし たえず変化する □つひにゆくみち だれもが最後に行く
死の道 □てふ ……という □ときにあふ 時機にめぐりあい栄える □ときをうし
なふ 時勢にあわず落ちぶれる □とまれかうまれ ともかくも □とみのこと 急の用
事 □ともかくも なんとも □ながきわかれ この世の別れ □ながめあかす 物思い
に沈んで夜を明かす □なくもがな なければよいなあ □などか どうして……か
□なにおふ 有名である □なべてならず 並ひと通りでない □におよばず ……する
必要がない □ねをなく 声をあげて泣く □のちのよ 死後の世 □のちのわざ 死者
の冥福を祈る法事 □はかなくなる 死ぬ □ひとやりならず 自ら求めてする □ま
たのひ 翌日 □みぐしおろす 出家なさる □みのほど 分相応 □むねつぶる どきど
きする □めをそばむ 横目で見る □もこそ ……したら大変だ □もぞ ……したら
大変だ □ものならず 物の数ではない □ものにもにず たとえようもない □もの
のこころ 物の道理 □ものもおぼえず 無我夢中である □ゆきもてゆく どんどん行
く □ゆふさる 夕方になる □よからぬひと 身分教養のない人 □よのつねならず 
並ひと通りでない □よをすつ 出家する □れいの いつものように □をりしも ち
ょうどその時 □あかずやありけむ 名残がつきなかったのか □あかなくに 十分に
満足しないのに □あからめもせず わき目もふらず □あなこころう ああ、つらい
□あやめもしらず 分別がない □あらばこそ あったなら、それこそ □あられぬよ
住みにくい世間 □ありもつかず 落ちつかなくて □あるにもあらず 生きていると
も思えない □あるまじ とんでもない □あるやうこそは 何かわけがあるのだろう
□あれかひとかに ただぼう然と □いかがはせむ どうにもしかたがない □いかに
いはむや ましてや □いかにぞや どうしてなのか □いきもやらず さっさと歩きも
せず □いたりたるひと その道の奥義を極めた達人 □いつとなし いつもである
□いとままうす ひまをいただく □いはむかたなし いいようもない □いひけらく
いったことには □いふかひなくなる 死ぬ □いふべうもあらず いうまでもない
□いまはた 今となっては □いもねられず 眠ることができない □えあらじ 生きて
いけまい □おとなしくなる 大人っぽくなる □おもておこす 名誉となる □おも
はずなり 心外だ □おもはずに 予想外だと □かぎりもしらぬ いつ死ぬかわからな
い □かくては このままでは □かごとばかり ほんのわずか □かずならず 取るに

足りない □くものうへ 宮中 □くろききぬ 喪服 □けしうはあらず 悪くはない
□ここかしこ あちらこちら □こころにもあらず 思いがけない □こころをいたす
心をつくす □こはいかに これはどうしたことだ □さきをおふ 先払いする □さ
こそ それほど □さてもありぬべし そう悪くはない □さのみ そうむやみに □さ
らずは そうでないなら □さらでだに そうでなくてさえ □さらにかひなし まった
くどうしようもない □さらぬ そのほかの □さりぬべし 適当である □さるべき
そうしなければならぬ □さるまじ そうたいしたものでもない □さもあれ えい、
ままよ □しかはあれど そうではあるが □しさいにおよばず あれこれ事情をいう
必要がない □すゑばのやどり 晩年の住居 □せずやあらまし しないでおこうか
□そでのわかれ 夜明け方の愛人との別れ □ただならず 並々でない □たれてふ 誰
という □ときしらず 時節をわきまえない □ときならず 時節はずれだ □ところ
う 得意になる □ところおく 遠慮する □とばかりありて しばらくたって □なさ
けあり 思いやりがある □なでふことなし 何ということもない □なにかはせむ 何
になろうか □なにきく 名前通り □なにたつ 評判になる □なのめならず ひと通
りでない □のがり ……のもとへ □のちのこと 死後の法事 □はちすのうへ 極楽
浄土 □はねをならぶ 夫婦仲をよくする □ひとづてならで 人を介してでなく
□ひとにおくる 人に死なれる □まうけのきみ 皇太子 □またのつとめて 次の日の
早朝 □みをすつ からだを投げ出す □むなしくなる 死ぬ □むねあく 心が晴れる
□もののきこえ 世間の評判 □ものまうす お尋ねいたす □やるかたなし 気を晴ら
す方法もない □よしあり 由緒ある □よにあらじ まさかそんな事はあるまい
□よにしらず 比類がない □よになし この上なくすばらしい □よのおぼえ 世間の
評判 □よのきこえ 世間の評判 □よのためし 世間話のひきあい □よのなか 男女
の間柄 □よをおこなふ 政治を行う □よをしる 政治をとる □よをそむく 出家す
る □れいならず いつもとは違う □われにもあらず 気を失う □あへず ……しき
れない □あらなくに ないのになあ □ありやうにしたがふ 成りゆきにまかせる
□あれかにもあらず 無我夢中で □いざたまへ さあ、いらっしゃい □いひしらず
いい表しようがない □いひてありなん いっておくがよかろう □いへばさらなり
いうまでもない □おもはぬほか 予想外 □かうぶりたまはり 位階の昇進 □かみ
なかしものひと 上中下どんな身分の人 □こころもえず よくわからない □こしを
れたること つたない腰折れ歌 □さしもあらぬ それほどでもない □さなめり その
ようです □さのみやは そうばかりも……ない □さはれ どうにでもなれ □さも
あらばあれ どうでもかまわない □さればこそ やはり思った通りだ □さればよ 思
った通りだ □しかながら そのまま全部 □しかるべし そうなる運命だ □ずは 
……しないで □とあり、かかり ああだ、こうだ □なかりせば もしなかったとし
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過去・未来 □ことのこころ 歌の意味 □ことのたより 何かのついで □さまあし
みっともない □さもあり なるほどそうだ □さらぬわかれ 避けられない死別
□さりとも そうではあっても □さるほどに そうこうしているうちに □しかあれ
ど それはそうだけれど □しかず 及ばない □すゑのよ 後世 □せきあへず こらえ
きれない □せむかたなし どうするすべもない □ぞかし ……であるよ □そこは
かとなし それとははっきりしない □そのかみ その当時 □そのこととなし 何とい
うこともない □つねなし たえず変化する □つひにゆくみち だれもが最後に行く
死の道 □てふ ……という □ときにあふ 時機にめぐりあい栄える □ときをうし
なふ 時勢にあわず落ちぶれる □とまれかうまれ ともかくも □とみのこと 急の用
事 □ともかくも なんとも □ながきわかれ この世の別れ □ながめあかす 物思い
に沈んで夜を明かす □なくもがな なければよいなあ □などか どうして……か
□なにおふ 有名である □なべてならず 並ひと通りでない □におよばず ……する
必要がない □ねをなく 声をあげて泣く □のちのよ 死後の世 □のちのわざ 死者
の冥福を祈る法事 □はかなくなる 死ぬ □ひとやりならず 自ら求めてする □ま
たのひ 翌日 □みぐしおろす 出家なさる □みのほど 分相応 □むねつぶる どきど
きする □めをそばむ 横目で見る □もこそ ……したら大変だ □もぞ ……したら
大変だ □ものならず 物の数ではない □ものにもにず たとえようもない □もの
のこころ 物の道理 □ものもおぼえず 無我夢中である □ゆきもてゆく どんどん行
く □ゆふさる 夕方になる □よからぬひと 身分教養のない人 □よのつねならず
並ひと通りでない □よをすつ 出家する □れいの いつものように □をりしも ち
ょうどその時 □あかずやありけむ 名残がつきなかったのか □あかなくに 十分に
満足しないのに □あからめもせず わき目もふらず □あなこころう ああ、つらい
□あやめもしらず 分別がない □あらばこそ あったなら、それこそ □あられぬよ
住みにくい世間 □ありもつかず 落ちつかなくて □あるにもあらず 生きていると
も思えない □あるまじ とんでもない □あるやうこそは 何かわけがあるのだろう
□あれかひとかに ただぼう然と □いかがはせむ どうにもしかたがない □いかに
いはむや ましてや □いかにぞや どうしてなのか □いきもやらず さっさと歩きも
せず □いたりたるひと その道の奥義を極めた達人 □いつとなし いつもである
□いとままうす ひまをいただく □いはむかたなし いいようもない □いひけらく
いったことには □いふかひなくなる 死ぬ □いふべうもあらず いうまでもない
□いまはた 今となっては □いもねられず 眠ることができない □えあらじ 生きて
いけまい □おとなしくなる 大人っぽくなる □おもておこす 名誉となる □おも
はずなり 心外だ □おもはずに 予想外だと □かぎりもしらぬ いつ死ぬかわからな
い □かくては このままでは □かごとばかり ほんのわずか □かずならず 取るに

足りない □くものうへ 宮中 □くろききぬ 喪服 □けしうはあらず 悪くはない
□ここかしこ あちらこちら □こころにもあらず 思いがけない □こころをいたす
心をつくす □こはいかに これはどうしたことだ □さきをおふ 先払いする □さ
こそ それほど □さてもありぬべし そう悪くはない □さのみ そうむやみに □さ
らずは そうでないなら □さらでだに そうでなくてさえ □さらにかひなし まった
くどうしようもない □さらぬ そのほかの □さりぬべし 適当である □さるべき
そうしなければならぬ □さるまじ そうたいしたものでもない □さもあれ えい、
ままよ □しかはあれど そうではあるが □しさいにおよばず あれこれ事情をいう
必要がない □すゑばのやどり 晩年の住居 □せずやあらまし しないでおこうか
□そでのわかれ 夜明け方の愛人との別れ □ただならず 並々でない □たれてふ 誰
という □ときしらず 時節をわきまえない □ときならず 時節はずれだ □ところ
う 得意になる □ところおく 遠慮する □とばかりありて しばらくたって □なさ
けあり 思いやりがある □なでふことなし 何ということもない □なにかはせむ 何
になろうか □なにきく 名前通り □なにたつ 評判になる □なのめならず ひと通
りでない □のがり ……のもとへ □のちのこと 死後の法事 □はちすのうへ 極楽
浄土 □はねをならぶ 夫婦仲をよくする □ひとづてならで 人を介してでなく
□ひとにおくる 人に死なれる □まうけのきみ 皇太子 □またのつとめて 次の日の
早朝 □みをすつ からだを投げ出す □むなしくなる 死ぬ □むねあく 心が晴れる
□もののきこえ 世間の評判 □ものまうす お尋ねいたす □やるかたなし 気を晴ら
す方法もない □よしあり 由緒ある □よにあらじ まさかそんな事はあるまい
□よにしらず 比類がない □よになし この上なくすばらしい □よのおぼえ 世間の
評判 □よのきこえ 世間の評判 □よのためし 世間話のひきあい □よのなか 男女
の間柄 □よをおこなふ 政治を行う □よをしる 政治をとる □よをそむく 出家す
る □れいならず いつもとは違う □われにもあらず 気を失う □あへず ……しき
れない □あらなくに ないのになあ □ありやうにしたがふ 成りゆきにまかせる
□あれかにもあらず 無我夢中で □いざたまへ さあ、いらっしゃい □いひしらず
いい表しようがない □いひてありなん いっておくがよかろう □いへばさらなり
いうまでもない □おもはぬほか 予想外 □かうぶりたまはり 位階の昇進 □かみ
なかしものひと 上中下どんな身分の人 □こころもえず よくわからない □こしを
れたること つたない腰折れ歌 □さしもあらぬ それほどでもない □さなめり その
ようです □さのみやは そうばかりも……ない □さはれ どうにでもなれ □さも
あらばあれ どうでもかまわない □さればこそ やはり思った通りだ □さればよ 思
った通りだ □しかながら そのまま全部 □しかるべし そうなる運命だ □ずは 
……しないで □とあり、かかり ああだ、こうだ □なかりせば もしなかったとし
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たら □なくてありなん ないほうがいいだろう □なくに ……ないことだのになあ
□ひととせながら 一年中 □ほいにはあらで 本来の望み通りでなく □ものかは 物
の数ではない □ようせずは どうかすると □よのしれもの 大変な馬鹿者 □よの
なかさわがし 疫病が流行する □らうあり 物事に熟練している □をこのこと 馬鹿
げたこと

□遊
あそ

ばす ①（和歌を）「詠む」（漢詩を）「作る」（楽器を）「弾
ひ

く」（文字を）「書く」
の尊敬 お詠みになる・お作りになる・お弾きになる・お書きになる ②尊敬の補助
動詞 お～になる・お～なさる □いますかり＝いまそかり ①「あり」「をり」の尊
敬 いらっしゃる ②尊敬の補助動詞 ～でいらっしゃる □ 承

うけたまは

る ①「受く」の謙
譲 お受けする ②「聞く」の謙譲 お聞きする □おはす＝おはします・います ①
「あり」「をり」の尊敬 いらっしゃる ②「行く」「来」の尊敬 おいでになる ③尊敬
の補助動詞 ～ていらっしゃる・～ておいでになる □思

おぼ

す＝思
おぼ

ほす・思
おぼ

しめす 「思
ふ」の尊敬 お思いになる □大

おほ

殿
との

籠
ごも

る 「寝
ぬ

」（「寝
い

ぬ」）の尊敬 おやすみになる □聞
き

こゆ＝聞
き

こえさす ①「言ふ」の謙譲 申し上げる ②謙譲の補助動詞 ～申し上げ
る □聞

き

こす＝聞
き

こしめす ①「聞く」の尊敬 お聞きになる ②「飲む」「食ふ」の尊
敬 お飲みになる・召し上がる ③「治む」の尊敬 お治めになる □啓

けい

す （院・中宮・
東宮などに対して）「言ふ」の謙譲 申し上げる □ご覧

らん

ず 「見る」の尊敬 ご覧にな
る □知

し

ろしめす＝知
し

らしめす ①「知る」の尊敬 知っていらっしゃる・ご存知だ 
②「領

し

る」の尊敬 お治めになる □奏
そう

す （帝・神仏に対して）「言ふ」の謙譲 申し
上げる □ 奉

たてまつ

る ①「与ふ」の謙譲 さし上げる・献上する ②「乗る」「着る」の尊
敬 お乗りになる・お召しになる ③謙譲の補助動詞 ～申し上げる □賜

たまは

る・給
たまは

る 
①「受く」の謙譲 いただく②「与ふ」「授く」の尊敬 お与えになる・くださる ③
尊敬の補助動詞 ～て下さる □給

たま

ふ（四段）＝たうぶ・たぶ・たまはす ①「与ふ」
の尊敬 お与えになる ②尊敬の補助動詞 お～になる・お～なさる □給

たま

ふ（下二段） 
謙譲の補助 ～ます・～させていただく □仕

つか

う奉
まつ

る＝仕
つか

へ奉
まつ

る・ 仕
つかまつ

る ①「仕ふ」
の謙譲 お仕え申し上げる ②「す」「ものす」の謙譲 いたします ③謙譲の補助動詞 
～申し上げる □宣

のたま

ふ＝宣
のたま

はす・仰
おほ

す 「言ふ」の尊敬 おっしゃる □侍
はべ

り＝侍
さぶら

ふ・候
さうら

ふ ①「をり」「仕ふ」の謙譲 お仕えする ②「あり」「をり」の丁寧 ありま
す・おります ③丁寧の補助動詞 ～です・～ます □申

まう

す ①「言ふ」の謙譲 申し上
げる ②謙譲の補助動詞 ～申し上げる・お～ます ③「言ふ」の丁寧 ～と申しま
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す □参
まう

づ 「行く」「来」の謙譲 参上する・参詣する □罷
まか

る＝罷
まか

づ 「行く」「来」「出
づ」の謙譲 退出する・出る・参る □参

まゐ

る ①「行く」「来」の謙譲 参上する・参詣
する ②「与ふ」の謙譲 差し上げる ③「飲む」「食ふ」の尊敬 お飲みになる・召し
上がる □参

まゐ

らす ①「与ふ」の謙譲 差し上げる ②謙譲の補助動詞 ～申し上げ
る □召

め

す ①「呼ぶ」「招く」の尊敬 お呼びになる ②「飲む」「食ふ」「乗る」「着る」
の尊敬 お飲みになる・召し上がる・お乗りになる・お召しになる

□えまうでず。参上することができない。□さらにしられじ。まったく知られま
い。□ないりたまひそ。お入りになってはいけない。□なににかはせむ。どうしよ
うか、いやどうしようもない。□あさましかりぬべし。きっと驚きあきれた状態に
なるはずだ。□おとりてやはある。劣っているか、いや劣っていない。□かたなこ
そさせひとうつすべしらず。刀をさしているが、人を殺す方法を知らない。□ゆめ
としりせばさめざらましを。夢だと知っていたなら、覚めなかっただろうにな
あ。□すてたうびてよ。お捨てになってしまいなさいよ。□こぼれさいはひなきに
しもあらず。思いがけない幸福が必ずしもないわけではない。□なかなかあたとな
るものを。かえってうらみとなるのになあ。□おろかにおもほすな。愛情がうすい
なんてお思いになってはいけません。□おもひしにはあらずいとほいなくくちを
し。期待したのと違ってたいそう不本意で残念だ。□いつしかそのつきひになれか
し。はやくその月その日になって欲しい。□こころありしひとびとにみせまほしき
よ。風流心を持った人々に見せたいよ。□あないみじ、これをひとにみせばや。あ
あすばらしい、これを他の人に見せたいなあ。□たよりあらばいかでみやこへつげ
やらむ。機会があるなら、何とかして都へ知らせてやりたい。□しらではいかでか
あらむ。どうして知らないでいられようか、いや、いられない。□しづまばしづめ。
沈むなら沈んでもかまわない。□いかがはべらん。どういうことでございましょう
か。□もののけにあづかりてこうじにけるにや。物怪に関わって疲れてしまったの
であろうか。□あめもぞふる。雨が降ったら困る。□こばこ。来るなら来い。□し
ほみちくればかたをなみ 海水が満ちてくると干

ひ

潟
がた

がなくなるので □はかなききず
もうちつけられなばよしなし。ちょっとした傷でも負わされてしまったならばつま
らない。□みぐしおろしたてまうてけり。お髪をお切り出家なさってしまっ
た。□をさをさまうでたまはず。ほとんど参上なさらない。□あからさまにまゐら
せたまへ。ほんのちょっと参上なさい。□めしにせうそこきこえむ。あなたにお便
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たら □なくてありなん ないほうがいいだろう □なくに ……ないことだのになあ
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よ。風流心を持った人々に見せたいよ。□あないみじ、これをひとにみせばや。あ
あすばらしい、これを他の人に見せたいなあ。□たよりあらばいかでみやこへつげ
やらむ。機会があるなら、何とかして都へ知らせてやりたい。□しらではいかでか
あらむ。どうして知らないでいられようか、いや、いられない。□しづまばしづめ。
沈むなら沈んでもかまわない。□いかがはべらん。どういうことでございましょう
か。□もののけにあづかりてこうじにけるにや。物怪に関わって疲れてしまったの
であろうか。□あめもぞふる。雨が降ったら困る。□こばこ。来るなら来い。□し
ほみちくればかたをなみ 海水が満ちてくると干

ひ

潟
がた

がなくなるので □はかなききず
もうちつけられなばよしなし。ちょっとした傷でも負わされてしまったならばつま
らない。□みぐしおろしたてまうてけり。お髪をお切り出家なさってしまっ
た。□をさをさまうでたまはず。ほとんど参上なさらない。□あからさまにまゐら
せたまへ。ほんのちょっと参上なさい。□めしにせうそこきこえむ。あなたにお便
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り申し上げよう。□ものなどまゐる。お食事などめし上がる。□しろきみぞむつな
むつばかりたてまつりて 白いお着物を六つ七つほどおめしになって □つかうまつ
りてさぶらひしなり。和歌を詠みもうしあげたのでございます。□つとめてまか
れ。翌朝退出せよ。□ゆきふらなむ。雪が降ってほしい。□なげかずもがな。嘆き
悲しむことがなければよいのになあ。□いかでこころとてしにもしにがな。何とか
して思いのままに死んでしまいたい。□あはれみかたがな。ああ、味方がほしいな
あ。□やさしきものから けなげであるけれど □もとばかりためらひつつ しばら
く気を鎮めては □ありしかたちにもあらず。以前の顔つきと、違っている。□い
ざたまへ。さあいらっしゃい。□おのがこころをいふはさらにもいはず。自分の心
を言う場合は言うまでもない。□なかるることのうたてさよ。自然と泣かれてしま
うことが情けないことよ。□昔より、かしこき人の、とめるはまれなり。昔から、
かしこい人で、富んでいるのはまれである。□時のまの煙ともなりなんとぞ、うち
見るより思はるる。わずかな時間で燃えて煙ともなってしまうだろうと、ちょっと
見るとすぐ思われる。□雨降らば、え行かじ。雨が降ったら行くまい。□雨降れば、
え行かず。雨が降るので、行くことができない。□雨降れば、え行かず。雨がふる
と、行くことができない。□雨降れば、え行かず。雨が降るといつも、行くことが
できない。□雨降るとも、行かむ。雨が降っても、行こう。□雨降れども、行かむ。
雨が降るけれど、行こう。□すべて折につけつつひととせながらをかし。すべて、
その時その時に応じて、一年中（一年そっくりそのまますべて）すばらしい。□を
さをさ都に劣らざるものを。ほとんど都に劣らないのになあ。□さもなかりしもの
を たしかにそうでもなかったのだが □などか山林に行ひたまふとも、ここにだに
消息ものたまはぬ。どうして山や林で修行なさっても、私の所にさえも手紙もくだ
さらないのですか。□夢をだに見ばや。せめて夢をだけでも見たい。□空のけしき
などさへ、あやしうそこはかとなくをかしきを 空の様子などまでが、どこという
こともなく趣深いのを □后の位も何にかはせむ。皇后の位も何であろうか、何で
もない。□人の召しに従うてこそ参れ、人によばれてから参上するのに、□花咲か
なむ。花が咲いてほしい。□花咲きなむ。きっと花が咲くだろう。□花なむ咲きけ
る。花が咲いた。

マントラ　古文例文

縦
の
列
の
「
あ
い
う
え
お
」、「
か
き
く
け
こ
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な
ど
を
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行ぎ

ょ
う
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と
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ま
す
。
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「
あ
か
さ
た
な
は
ま
や
ら
わ
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い
き
し
ち
に
ひ
み
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り
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」
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ど
を
「
段だ

ん

」
と
言
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ま

す
。

「
い
」
と
「
え
」
が
ア
行
と
ヤ
行
に
出
て
き
て
、「
う
」
が
ア
行
と
ワ
行
に
出
て

き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
カ
行
の
ウ
段
は
「
く
」
と
な
り
、
ワ
行
の
エ
段
は
「
ゑ
」
と
な
り
ま
す
。

逆
に
、「
ゐ
」
は
ワ
行
の
イ
段
、「
な
」
は
ナ
行
の
ア
段
と
な
り
ま
す
。

古
文
の
五
十
音
図
は
動
詞
の
活
用
の
種
類
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
な
の
で
、
必
ず
暗

記
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト

古
文
の
五
十
音
図

ワ
行

ラ
行

ヤ
行

マ
行

ハ
行

ナ
行

タ
行

サ
行

カ
行

ア
行

ん わ ら や ま は な た さ か あ ア段

ゐ り い み ひ に ち し き い イ段

う る ゆ む ふ ぬ つ す く う ウ段

ゑ れ え め へ ね て せ け え エ段

を ろ よ も ほ の と そ こ お オ段

ヤントラ　古典文法（古典文法の基本図表）
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り申し上げよう。□ものなどまゐる。お食事などめし上がる。□しろきみぞむつな
むつばかりたてまつりて 白いお着物を六つ七つほどおめしになって □つかうまつ
りてさぶらひしなり。和歌を詠みもうしあげたのでございます。□つとめてまか
れ。翌朝退出せよ。□ゆきふらなむ。雪が降ってほしい。□なげかずもがな。嘆き
悲しむことがなければよいのになあ。□いかでこころとてしにもしにがな。何とか
して思いのままに死んでしまいたい。□あはれみかたがな。ああ、味方がほしいな
あ。□やさしきものから けなげであるけれど □もとばかりためらひつつ しばら
く気を鎮めては □ありしかたちにもあらず。以前の顔つきと、違っている。□い
ざたまへ。さあいらっしゃい。□おのがこころをいふはさらにもいはず。自分の心
を言う場合は言うまでもない。□なかるることのうたてさよ。自然と泣かれてしま
うことが情けないことよ。□昔より、かしこき人の、とめるはまれなり。昔から、
かしこい人で、富んでいるのはまれである。□時のまの煙ともなりなんとぞ、うち
見るより思はるる。わずかな時間で燃えて煙ともなってしまうだろうと、ちょっと
見るとすぐ思われる。□雨降らば、え行かじ。雨が降ったら行くまい。□雨降れば、
え行かず。雨が降るので、行くことができない。□雨降れば、え行かず。雨がふる
と、行くことができない。□雨降れば、え行かず。雨が降るといつも、行くことが
できない。□雨降るとも、行かむ。雨が降っても、行こう。□雨降れども、行かむ。
雨が降るけれど、行こう。□すべて折につけつつひととせながらをかし。すべて、
その時その時に応じて、一年中（一年そっくりそのまますべて）すばらしい。□を
さをさ都に劣らざるものを。ほとんど都に劣らないのになあ。□さもなかりしもの
を たしかにそうでもなかったのだが □などか山林に行ひたまふとも、ここにだに
消息ものたまはぬ。どうして山や林で修行なさっても、私の所にさえも手紙もくだ
さらないのですか。□夢をだに見ばや。せめて夢をだけでも見たい。□空のけしき
などさへ、あやしうそこはかとなくをかしきを 空の様子などまでが、どこという
こともなく趣深いのを □后の位も何にかはせむ。皇后の位も何であろうか、何で
もない。□人の召しに従うてこそ参れ、人によばれてから参上するのに、□花咲か
なむ。花が咲いてほしい。□花咲きなむ。きっと花が咲くだろう。□花なむ咲きけ
る。花が咲いた。
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ら
わ
」、「
い
き
し
ち
に
ひ
み
い
り
ゐ
」
な
ど
を
「
段だ

ん

」
と
言
い
ま

す
。

「
い
」
と
「
え
」
が
ア
行
と
ヤ
行
に
出
て
き
て
、「
う
」
が
ア
行
と
ワ
行
に
出
て

き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
カ
行
の
ウ
段
は
「
く
」
と
な
り
、
ワ
行
の
エ
段
は
「
ゑ
」
と
な
り
ま
す
。

逆
に
、「
ゐ
」
は
ワ
行
の
イ
段
、「
な
」
は
ナ
行
の
ア
段
と
な
り
ま
す
。

古
文
の
五
十
音
図
は
動
詞
の
活
用
の
種
類
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
な
の
で
、
必
ず
暗

記
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト

古
文
の
五
十
音
図

ワ
行

ラ
行

ヤ
行

マ
行

ハ
行

ナ
行

タ
行

サ
行

カ
行

ア
行

ん わ ら や ま は な た さ か あ ア段

ゐ り い み ひ に ち し き い イ段

う る ゆ む ふ ぬ つ す く う ウ段

ゑ れ え め へ ね て せ け え エ段

を ろ よ も ほ の と そ こ お オ段

ヤントラ　古典文法（古典文法の基本図表）
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英
語

国
語

別冊付録一発合格マントラ・ヤントラ

連用形

き

（
せ
）

○

き

し

し
か

○

過
去
〈
直
接
体
験
〉（
…
た
）

け
り

（
け
ら
）

○

け
り

け
る

け
れ

○

過
去（
…
た
・
…
た
そ
う
だ
）
詠
嘆（
…
だ
な
あ
・
…
な
こ
と
よ
）

け
む（
け
ん
）

○

○

け
む

け
む

け
め

○

過
去
推
量
（
…
た
だ
ろ
う
）

過
去
の
原
因
（
な
ぜ
…
た
の
だ
ろ
う
）

過
去
の
婉
曲
（
…
た
よ
う
な
・
…
た
と
か
い
う
）

つ

て

て

つ

つ
る

つ
れ

て
よ

完
了
（
…
た
）

強
意
（
き
っ
と
…
）

ぬ

な

に

ぬ

ぬ
る

ぬ
れ

ね

た
り

た
ら

た
り

た
り

た
る

た
れ

（
た
れ
）

存
続
（
…
て
い
る
・
…
て
あ
る
）

完
了
（
…
た
・
…
し
て
し
ま
っ
た
）

サ変
未然形

四段
已然形

り

ら

り

り

る

れ

（
れ
）

終止形

ら
む（
ら
ん
）

○

○

ら
む

ら
む

ら
め

○

現
在
推
量
（
今
頃
は
…
て
い
る
だ
ろ
う
）

現
在
の
原
因
（
な
ぜ
…
た
の
だ
ろ
う
）

婉
曲
・
伝
聞
（
…
た
よ
う
な
・
…
た
）

べ
し

〔
べ
く
〕

べ
く

べ
し

べ
き

べ
け
れ

推
量
（
…
だ
ろ
う
）
命
令
（
…
し
ろ
）

適
当
（
…
が
よ
い
）
意
志
（
…
し
よ
う
）

勧
誘
・
可
能
（
…
で
き
る
）

当
然
（
…
は
ず
の
・
…
す
べ
き
）

べ
か
ら

べ
か
り

べ
か
る

○

ら
し

○

○

ら
し

（
ら
し
）

（
ら
し
）

○

推
定
（
…
ら
し
い
）

め
り

○

（
め
り
）

め
り

め
る

め
れ

○

推
量
（
…
よ
う
だ
）

婉
曲
（
…
よ
う
だ
・
…
と
思
わ
れ
る
）

な
り

○

（
な
り
）

な
り

な
る

な
れ

○

伝
聞
（
…
と
い
う
・
…
だ
そ
う
だ
）

推
定
（
…
よ
う
だ
）

ま
じ

〔
ま
じ
く
〕

ま
じ
く

ま
じ

ま
じ
き

ま
じ
け
れ

打
消
推
量（
…
な
い
だ
ろ
う
）
打
消
当
然（
…
は
ず
が
な
い
）

打
消
意
志
（
…
し
な
い
つ
も
り
だ
）

不
適
当
（
…
な
い
ほ
う
が
よ
い
）

不
可
能
（
…
で
き
な
い
）
禁
止
（
…
す
る
な
）

（
ま
じ
か
ら
）

ま
じ
か
り

（
ま
じ
か
る
）

○

連体形
体言

な
り

な
ら

な
り

な
り

な
る

な
れ

な
れ

断
定
（
…
で
あ
る
）

存
続
（
…
に
あ
る
・
…
に
い
る
）

に

た
り

た
ら

た
り

た
り

た
る

た
れ

た
れ

断
定
（
…
で
あ
る
）

と

ご
と
し

〔
ご
と
く
〕

ご
と
く

ご
と
し

ご
と
き

○

○

比
況
（
…
の
よ
う
だ
）
例
示
（
…
よ
う
だ
）

接

続

基
本
形

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

意

味

〜
ズ

〜
タ
リ

〜
。

〜
時

〜
ド
モ

〜
。

未然形

る

れ

れ

る

る
る

る
れ

れ
よ

受
身
（
…
れ
る
・
…
ら
れ
る
）

自
発
（﹇
自
然
と
﹈…
れ
る
・
…
ら
れ
る
）

可
能
（
…
で
き
る
）

尊
敬
（
お
…
に
な
る
・
…
な
さ
る
）

ら
る

ら
れ

ら
れ

ら
る

ら
る
る

ら
る
れ

ら
れ
よ

す

せ

せ

す

す
る

す
れ

せ
よ

使
役
（
…
せ
る
・
…
さ
せ
る
）

尊
敬
（
お
…
に
な
る
・
…
な
さ
る
）

さ
す

さ
せ

さ
せ

さ
す

さ
す
る

さ
す
れ

さ
せ
よ

し
む

し
め

し
め

し
む

し
む
る

し
む
れ

し
め
よ

ず

（
な
）

（
に
）

ず

（
ぬ
）

（
ね
）

打
消
（
…
な
い
・
…
ぬ
）

﹇
ず
﹈

ず

ざ
ら

ざ
り

ざ
る

ざ
れ

ざ
れ

む
（
ん
）

（
ま
）

○

む

む

め

○

推
量
（
…
だ
ろ
う
）
意
志
（
…
し
よ
う
）

適
当
（
…
が
よ
い
）
婉
曲
（
…
の
よ
う
な
）

仮
定
（﹇
も
し
﹈…
と
し
た
ら
）

勧
誘
（
…
し
ま
せ
ん
か
）

む
ず（
ん
ず
）

○

○

む
ず

む
ず
る

む
ず
れ

○

ま
し

ま
し
か

（
ま
せ
）

○

ま
し

ま
し

ま
し
か

○

反
実
仮
想
（
も
し
〜
だ
っ
た
ら
、
…
だ
ろ
う
に
）

希
望
（
…
た
ら
い
い
の
に
）

推
量
・
意
志
（
…
し
よ
う
か
し
ら
）

じ

○

○

じ

（
じ
）

（
じ
）

○

打
消
の
推
量
（
…
な
い
だ
ろ
う
）

打
消
の
意
志
（
…
な
い
つ
も
り
だ
）

ま
ほ
し

﹇
ま
ほ
し
く
﹈

ま
ほ
し
く

ま
ほ
し

ま
ほ
し
き

ま
ほ
し
け
れ

希
望
（
…
た
い
・
…
し
て
ほ
し
い
）

ま
ほ
し
か
ら

ま
ほ
し
か
り

ま
ほ
し
か
る

○

連用形

た
し

〔
た
く
〕

た
く

た
し

た
き

た
け
れ

希
望
（
…
た
い
・
…
し
て
ほ
し
い
）

た
か
ら

た
か
り

た
が
る

○

助
動
詞
の
活
用
表

ヤントラ　古典文法（助動詞の活用表） ヤントラ　古典文法（助動詞の活用表）
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英
語

国
語

別冊付録一発合格マントラ・ヤントラ

連用形

き

（
せ
）

○

き

し

し
か

○

過
去
〈
直
接
体
験
〉（
…
た
）

け
り

（
け
ら
）

○

け
り

け
る

け
れ

○

過
去（
…
た
・
…
た
そ
う
だ
）
詠
嘆（
…
だ
な
あ
・
…
な
こ
と
よ
）

け
む（
け
ん
）

○

○

け
む

け
む

け
め

○

過
去
推
量
（
…
た
だ
ろ
う
）

過
去
の
原
因
（
な
ぜ
…
た
の
だ
ろ
う
）

過
去
の
婉
曲
（
…
た
よ
う
な
・
…
た
と
か
い
う
）

つ

て

て

つ

つ
る

つ
れ

て
よ

完
了
（
…
た
）

強
意
（
き
っ
と
…
）

ぬ

な

に

ぬ

ぬ
る

ぬ
れ

ね

た
り

た
ら

た
り

た
り

た
る

た
れ

（
た
れ
）

存
続
（
…
て
い
る
・
…
て
あ
る
）

完
了
（
…
た
・
…
し
て
し
ま
っ
た
）

サ変
未然形

四段
已然形

り

ら

り

り

る

れ

（
れ
）

終止形

ら
む（
ら
ん
）

○

○

ら
む

ら
む

ら
め

○

現
在
推
量
（
今
頃
は
…
て
い
る
だ
ろ
う
）

現
在
の
原
因
（
な
ぜ
…
た
の
だ
ろ
う
）

婉
曲
・
伝
聞
（
…
た
よ
う
な
・
…
た
）

べ
し

〔
べ
く
〕

べ
く

べ
し

べ
き

べ
け
れ

推
量
（
…
だ
ろ
う
）
命
令
（
…
し
ろ
）

適
当
（
…
が
よ
い
）
意
志
（
…
し
よ
う
）

勧
誘
・
可
能
（
…
で
き
る
）

当
然
（
…
は
ず
の
・
…
す
べ
き
）

べ
か
ら

べ
か
り

べ
か
る

○

ら
し

○

○

ら
し

（
ら
し
）

（
ら
し
）

○

推
定
（
…
ら
し
い
）

め
り

○

（
め
り
）

め
り

め
る

め
れ

○

推
量
（
…
よ
う
だ
）

婉
曲
（
…
よ
う
だ
・
…
と
思
わ
れ
る
）

な
り

○

（
な
り
）

な
り

な
る

な
れ

○

伝
聞
（
…
と
い
う
・
…
だ
そ
う
だ
）

推
定
（
…
よ
う
だ
）

ま
じ

〔
ま
じ
く
〕

ま
じ
く

ま
じ

ま
じ
き

ま
じ
け
れ

打
消
推
量（
…
な
い
だ
ろ
う
）
打
消
当
然（
…
は
ず
が
な
い
）

打
消
意
志
（
…
し
な
い
つ
も
り
だ
）

不
適
当
（
…
な
い
ほ
う
が
よ
い
）

不
可
能
（
…
で
き
な
い
）
禁
止
（
…
す
る
な
）

（
ま
じ
か
ら
）

ま
じ
か
り

（
ま
じ
か
る
）

○

連体形
体言

な
り

な
ら

な
り

な
り

な
る

な
れ

な
れ

断
定
（
…
で
あ
る
）

存
続
（
…
に
あ
る
・
…
に
い
る
）

に

た
り

た
ら

た
り

た
り

た
る

た
れ

た
れ

断
定
（
…
で
あ
る
）

と

ご
と
し

〔
ご
と
く
〕

ご
と
く

ご
と
し

ご
と
き

○

○

比
況
（
…
の
よ
う
だ
）
例
示
（
…
よ
う
だ
）

接

続

基
本
形

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

意

味

〜
ズ

〜
タ
リ

〜
。

〜
時

〜
ド
モ

〜
。

未然形

る

れ

れ

る

る
る

る
れ

れ
よ

受
身
（
…
れ
る
・
…
ら
れ
る
）

自
発
（﹇
自
然
と
﹈…
れ
る
・
…
ら
れ
る
）

可
能
（
…
で
き
る
）

尊
敬
（
お
…
に
な
る
・
…
な
さ
る
）

ら
る

ら
れ

ら
れ

ら
る

ら
る
る

ら
る
れ

ら
れ
よ

す

せ

せ

す

す
る

す
れ

せ
よ

使
役
（
…
せ
る
・
…
さ
せ
る
）

尊
敬
（
お
…
に
な
る
・
…
な
さ
る
）

さ
す

さ
せ

さ
せ

さ
す

さ
す
る

さ
す
れ

さ
せ
よ

し
む

し
め

し
め

し
む

し
む
る

し
む
れ

し
め
よ

ず

（
な
）

（
に
）

ず

（
ぬ
）

（
ね
）

打
消
（
…
な
い
・
…
ぬ
）

﹇
ず
﹈

ず

ざ
ら

ざ
り

ざ
る

ざ
れ

ざ
れ

む
（
ん
）

（
ま
）

○

む

む

め

○

推
量
（
…
だ
ろ
う
）
意
志
（
…
し
よ
う
）

適
当
（
…
が
よ
い
）
婉
曲
（
…
の
よ
う
な
）

仮
定
（﹇
も
し
﹈…
と
し
た
ら
）

勧
誘
（
…
し
ま
せ
ん
か
）

む
ず（
ん
ず
）

○

○

む
ず

む
ず
る

む
ず
れ

○

ま
し

ま
し
か

（
ま
せ
）

○

ま
し

ま
し

ま
し
か

○

反
実
仮
想
（
も
し
〜
だ
っ
た
ら
、
…
だ
ろ
う
に
）

希
望
（
…
た
ら
い
い
の
に
）

推
量
・
意
志
（
…
し
よ
う
か
し
ら
）

じ

○

○

じ

（
じ
）

（
じ
）

○

打
消
の
推
量
（
…
な
い
だ
ろ
う
）

打
消
の
意
志
（
…
な
い
つ
も
り
だ
）

ま
ほ
し

﹇
ま
ほ
し
く
﹈

ま
ほ
し
く

ま
ほ
し

ま
ほ
し
き

ま
ほ
し
け
れ

希
望
（
…
た
い
・
…
し
て
ほ
し
い
）

ま
ほ
し
か
ら

ま
ほ
し
か
り

ま
ほ
し
か
る

○

連用形

た
し

〔
た
く
〕

た
く

た
し

た
き

た
け
れ

希
望
（
…
た
い
・
…
し
て
ほ
し
い
）

た
か
ら

た
か
り

た
が
る

○

助
動
詞
の
活
用
表

ヤントラ　古典文法（助動詞の活用表） ヤントラ　古典文法（助動詞の活用表）
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●
四
段
活
用
五
十
音
図
の
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
の
四
段
に
活
用
す
る
。

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

カ
行

書
く

か

か
か

か
き

か
く

か
く

か
け

か
け

a

i

u

u

e

e

●
上
一
段
活
用
五
十
音
図
の
イ
段
に
活
用
す
る
。

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

ワ
行

居
る

（
ゐ
）

ゐ

ゐ

ゐ
る

ゐ
る

ゐ
れ

ゐ
よ

i

i

i

i

i

i

主
な
上
一
段
活
用
の
動
詞
は
暗
記
す
る
。「
干
る
」、「
射
る
」、「
着
る
」、「
似
る
」、「
見
る
」、「
居ゐ

る
」、「
率ゐ

る
」。

●
上
二
段
活
用
五
十
音
図
の
イ
段
と
ウ
段
に
活
用
す
る
。

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

ヤ
行

老
ゆ

お

お
い

お
い

お
ゆ

お
ゆ
る

お
ゆ
れ

お
い
よ

i

i

u

u

u

i

ヤ
行
上
二
段
活
用
の
動
詞
は
「
老
ゆ
」、「
悔
ゆ
」、「
報
ゆ
」
の
三
語
の
み
な
の
で
、
暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

●
下
一
段
活
用
五
十
音
図
の
エ
段
に
活
用
す
る
。

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

カ
行

蹴
る

（
け
）

け

け

け
る

け
る

け
れ

け
よ

e

e

e

e

e

e

下
一
段
活
用
の
動
詞
の
動
詞
は
「
蹴
る
」
の
み
な
の
で
、
暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

●
下
二
段
活
用
五
十
音
図
の
ウ
段
と
エ
段
に
活
用
す
る
。

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

ワ
行

据
う

す

す
ゑ

す
ゑ

す
う

す
う
る

す
う
れ

す
ゑ
よ

e

e

u

u

u

e

ア
行
下
二
段
の
動
詞
は
「
得う

」「
心
得う

」
の
二
語
の
み
、
ワ
行
下
二
段
活
用
の
動
詞
は
「
植
う
」「
飢
う
」「
据す

う
」
の
三
語
の
み
な
の
で
、

暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

●
ナ
行
変
格
活
用

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

ナ
行

死
ぬ

し

し
な

し
に

し
ぬ

し
ぬ
る

し
ぬ
れ

し
ね

a

i

u

u

u

e

ナ
行
変
格
活
用
の
動
詞
は
「
死
ぬ
」、「
往い

ぬ
」
の
二
語
の
み
な
の
で
、
暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト 動

詞
の
活
用
表

動
詞
と
は
「
〜
ウｕ

」
で
言
い
切
る
も
の
。

ヤントラ　古典文法（動詞の活用表）ヤントラ　古典文法（動詞の活用表）
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別冊付録 一発合格マントラ・ヤントラ

英
語

国
語

別冊付録一発合格マントラ・ヤントラ

●
四
段
活
用
五
十
音
図
の
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
の
四
段
に
活
用
す
る
。

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

カ
行

書
く

か

か
か

か
き

か
く

か
く

か
け

か
け

a

i

u

u

e

e

●
上
一
段
活
用
五
十
音
図
の
イ
段
に
活
用
す
る
。

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

ワ
行

居
る

（
ゐ
）

ゐ

ゐ

ゐ
る

ゐ
る

ゐ
れ

ゐ
よ

i

i

i

i

i

i

主
な
上
一
段
活
用
の
動
詞
は
暗
記
す
る
。「
干
る
」、「
射
る
」、「
着
る
」、「
似
る
」、「
見
る
」、「
居ゐ

る
」、「
率ゐ

る
」。

●
上
二
段
活
用
五
十
音
図
の
イ
段
と
ウ
段
に
活
用
す
る
。

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

ヤ
行

老
ゆ

お

お
い

お
い

お
ゆ

お
ゆ
る

お
ゆ
れ

お
い
よ

i

i

u

u

u

i

ヤ
行
上
二
段
活
用
の
動
詞
は
「
老
ゆ
」、「
悔
ゆ
」、「
報
ゆ
」
の
三
語
の
み
な
の
で
、
暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

●
下
一
段
活
用
五
十
音
図
の
エ
段
に
活
用
す
る
。

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

カ
行

蹴
る

（
け
）

け

け

け
る

け
る

け
れ

け
よ

e

e

e

e

e

e

下
一
段
活
用
の
動
詞
の
動
詞
は
「
蹴
る
」
の
み
な
の
で
、
暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

●
下
二
段
活
用
五
十
音
図
の
ウ
段
と
エ
段
に
活
用
す
る
。

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

ワ
行

据
う

す

す
ゑ

す
ゑ

す
う

す
う
る

す
う
れ

す
ゑ
よ

e

e

u

u

u

e

ア
行
下
二
段
の
動
詞
は
「
得う

」「
心
得う

」
の
二
語
の
み
、
ワ
行
下
二
段
活
用
の
動
詞
は
「
植
う
」「
飢
う
」「
据す

う
」
の
三
語
の
み
な
の
で
、

暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

●
ナ
行
変
格
活
用

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

ナ
行

死
ぬ

し

し
な

し
に

し
ぬ

し
ぬ
る

し
ぬ
れ

し
ね

a

i

u

u

u

e

ナ
行
変
格
活
用
の
動
詞
は
「
死
ぬ
」、「
往い

ぬ
」
の
二
語
の
み
な
の
で
、
暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト 動

詞
の
活
用
表

動
詞
と
は
「
〜
ウｕ

」
で
言
い
切
る
も
の
。

ヤントラ　古典文法（動詞の活用表）ヤントラ　古典文法（動詞の活用表）
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別冊付録 一発合格マントラ・ヤントラ

英
語

国
語

別冊付録一発合格マントラ・ヤントラ

●
ラ
行
変
格
活
用

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

ラ
行

あ
り

あ

あ
ら

あ
り

あ
り

あ
る

あ
れ

あ
れ

a

i

i

u

e

e

ラ
行
変
格
活
用
の
動
詞
は
「
あ
り
」、「
居
り
」、「
侍
り
」、「
い
ま
そ
か
り
」
の
四
語
の
み
な
の
で
、
暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

●
カ
行
変
格
活
用

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

カ
行

来

（
く
）

こ

き

く

く
る

く
れ

こ
（
よ
）

o

i

u

u

u

o

カ
行
変
格
活
用
の
動
詞
は
「
来
」
の
み
な
の
で
、
暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

●
サ
行
変
格
活
用

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

サ
行

す

（
す
）

せ

し

す

す
る

す
れ

せ
よ

e

i

u

u

u

e

サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
は
「
す
」
の
み
な
の
で
、
暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

連
用
形
接
続
の
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
接
続
は
、
カ
行
変
格
活
用
の
「
く
」
と
サ
行
変
格
活
用
の
「
す
」
に
は
特
殊
な
接
続
の
仕
方
を
す
る
の
で
暗
記

し
て
お
こ
う
。

カ
行
変
格
活
用
の
未
然
形
「
来こ

」
へ
の
接
続
は
「
来こ

し
」、「
来こ

し
か
」
と
な
り
ま
す
。
連
用
形
「
来き

」
へ
の
接
続
は
「
来き

し
」、「
来き

し
か
」
と
な
り
ま
す
。

サ
行
変
格
活
用
の
未
然
形
「
せ
」
へ
の
接
続
は
「
せ
し
」、「
せ
し
か
」
と
な
り
ま
す
。
連
用
形
「
し
」
へ
の
接
続
は
「
し
き
」
と
な
り
ま
す
。

「
来こ

し
」、「
来こ

し
か
」、「
来き

し
」、「
来き

し
か
」、「
せ
し
」、「
せ
し
か
」、「
し
き
」
と
何
度
も
音
読
し
て
、
体
で
暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

《
動
詞
の
活
用
の
種
類
の
見
分
け
方
》

未
然
形
を
つ
く
っ
て
（「
ず
」
を
つ
け
て
み
て
）
ア
段
に
な
れ
ば
、
四
段
活
用
。
例
え
ば
、
書
か
﹇
ア
﹈（
ず
）。
イ
段
に
な
れ
ば
、
上
二
段
活
用
。
例
え
ば
、

起
き
﹇
イ
﹈（
ず
）。
エ
段
に
な
れ
ば
、
下
二
段
活
用
。
例
え
ば
、
捨
て
﹇
エ
﹈（
ず
）。

上
一
段
活
用
、
下
一
段
活
用
、
ナ
行
変
格
活
用
、
ラ
行
変
格
活
用
、
カ
行
変
格
活
用
、
サ
行
変
格
活
用
、
こ
れ
ら
の
動
詞
に
つ
い
て
は
暗
記
し
て
お
く
。

●
ク
活
用

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

高
し

た
か

高
〔
く
〕

高
く

高
し

高
き

高
け
れ

○

高
か
ら

高
か
り

○

高
か
る

○

高
か
れ

●
シ
ク
活
用

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

楽
し

た
の

楽
〔
し
く
〕

楽
し
く

楽
し

楽
し
き

楽
し
け
れ

○

楽
し
か
ら

楽
し
か
り

○

楽
し
か
る

○

楽
し
か
れ

ク
活
用
と
シ
ク
活
用
は
、
動
詞
「
な
る
」
を
つ
け
て
み
る
。「
高
く
な
る
」
の
よ
う
に
「
〜
く
」
と
な
る
も
の
は
、
ク
活
用
。「
楽
し
く
な
る
」

の
よ
う
に
「
〜
し
く
」
と
な
る
も
の
は
、
シ
ク
活
用
。
活
用
の
左
側
の
行
（
か
ら
・
か
り
・
◯
・
か
る
・
◯
・
か
れ
）
は
、
下
に
助
動
詞
が

つ
く
と
き
に
用
い
る
。

ポ
イ
ン
ト

ヤントラ　古典文法（動詞の活用表）ヤントラ　古典文法（形容詞の活用表）

形
容
詞
の
活
用
表

形
容
詞
と
は
「
〜
し
」
で
言
い
切
る
言
葉

42



別冊付録 一発合格マントラ・ヤントラ

英
語

国
語

別冊付録一発合格マントラ・ヤントラ

●
ラ
行
変
格
活
用

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

ラ
行

あ
り

あ

あ
ら

あ
り

あ
り

あ
る

あ
れ

あ
れ

a

i

i

u

e

e

ラ
行
変
格
活
用
の
動
詞
は
「
あ
り
」、「
居
り
」、「
侍
り
」、「
い
ま
そ
か
り
」
の
四
語
の
み
な
の
で
、
暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

●
カ
行
変
格
活
用

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

カ
行

来

（
く
）

こ

き

く

く
る

く
れ

こ
（
よ
）

o

i

u

u

u

o

カ
行
変
格
活
用
の
動
詞
は
「
来
」
の
み
な
の
で
、
暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

●
サ
行
変
格
活
用

行

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

サ
行

す

（
す
）

せ

し

す

す
る

す
れ

せ
よ

e

i

u

u

u

e

サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
は
「
す
」
の
み
な
の
で
、
暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

連
用
形
接
続
の
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
接
続
は
、
カ
行
変
格
活
用
の
「
く
」
と
サ
行
変
格
活
用
の
「
す
」
に
は
特
殊
な
接
続
の
仕
方
を
す
る
の
で
暗
記

し
て
お
こ
う
。

カ
行
変
格
活
用
の
未
然
形
「
来こ

」
へ
の
接
続
は
「
来こ

し
」、「
来こ

し
か
」
と
な
り
ま
す
。
連
用
形
「
来き

」
へ
の
接
続
は
「
来き

し
」、「
来き

し
か
」
と
な
り
ま
す
。

サ
行
変
格
活
用
の
未
然
形
「
せ
」
へ
の
接
続
は
「
せ
し
」、「
せ
し
か
」
と
な
り
ま
す
。
連
用
形
「
し
」
へ
の
接
続
は
「
し
き
」
と
な
り
ま
す
。

「
来こ

し
」、「
来こ

し
か
」、「
来き

し
」、「
来き

し
か
」、「
せ
し
」、「
せ
し
か
」、「
し
き
」
と
何
度
も
音
読
し
て
、
体
で
暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

《
動
詞
の
活
用
の
種
類
の
見
分
け
方
》

未
然
形
を
つ
く
っ
て
（「
ず
」
を
つ
け
て
み
て
）
ア
段
に
な
れ
ば
、
四
段
活
用
。
例
え
ば
、
書
か
﹇
ア
﹈（
ず
）。
イ
段
に
な
れ
ば
、
上
二
段
活
用
。
例
え
ば
、

起
き
﹇
イ
﹈（
ず
）。
エ
段
に
な
れ
ば
、
下
二
段
活
用
。
例
え
ば
、
捨
て
﹇
エ
﹈（
ず
）。

上
一
段
活
用
、
下
一
段
活
用
、
ナ
行
変
格
活
用
、
ラ
行
変
格
活
用
、
カ
行
変
格
活
用
、
サ
行
変
格
活
用
、
こ
れ
ら
の
動
詞
に
つ
い
て
は
暗
記
し
て
お
く
。

●
ク
活
用

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

高
し

た
か

高
〔
く
〕

高
く

高
し

高
き

高
け
れ

○

高
か
ら

高
か
り

○

高
か
る

○

高
か
れ

●
シ
ク
活
用

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

楽
し

た
の

楽
〔
し
く
〕

楽
し
く

楽
し

楽
し
き

楽
し
け
れ

○

楽
し
か
ら

楽
し
か
り

○

楽
し
か
る

○

楽
し
か
れ

ク
活
用
と
シ
ク
活
用
は
、
動
詞
「
な
る
」
を
つ
け
て
み
る
。「
高
く
な
る
」
の
よ
う
に
「
〜
く
」
と
な
る
も
の
は
、
ク
活
用
。「
楽
し
く
な
る
」

の
よ
う
に
「
〜
し
く
」
と
な
る
も
の
は
、
シ
ク
活
用
。
活
用
の
左
側
の
行
（
か
ら
・
か
り
・
◯
・
か
る
・
◯
・
か
れ
）
は
、
下
に
助
動
詞
が

つ
く
と
き
に
用
い
る
。

ポ
イ
ン
ト

ヤントラ　古典文法（動詞の活用表）ヤントラ　古典文法（形容詞の活用表）

形
容
詞
の
活
用
表

形
容
詞
と
は
「
〜
し
」
で
言
い
切
る
言
葉
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別冊付録 一発合格マントラ・ヤントラ

英
語

国
語

別冊付録一発合格マントラ・ヤントラ

●
ナ
リ
活
用

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

あ
て
な
り

あ
て

あ
て
な
ら

あ
て
な
り

あ
て
な
り

あ
て
な
る

あ
て
な
れ

あ
て
な
れ

◯

あ
て
に

◯

◯

◯

◯

●
タ
リ
活
用

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

平
然
た
り

へ
い
ぜ
ん

平
然
た
ら

平
然
た
り

平
然
た
り

平
然
た
る

平
然
た
れ

平
然
た
れ

◯

平
然
と

◯

◯

◯

◯

《
形
容
動
詞
の
判
別
法
》

も
の
ご
と
の
状
態
・
様
子
＋「
な
り
」
ま
た
は
「
た
り
」。「
な
り
」
の
上
に
「
か
・
ら
・
げ
」
の
文
字
が
あ
る
（「
し
づ
か
な
り
」「
き
よ
げ
な
り
」
な
ど
）。

上
に
「
い
と
（
非
常
に
）」
を
付
け
て
も
自
然
。

接

続

格
助
詞

意
味
・
用
法
・
現
代
語
訳

﹇
体
言
﹈

がの

主
格
（
〜
が
）
連
体
修
飾
格
（
〜
の
）
同
格
（
〜
で
）
準
体
格
（
〜
の
も
の
）
連
用
修
飾
格
（
〜
と
﹇
共
に
﹈）

﹇
体
言
﹈

を

対
象
（
〜
を
）
起
点
（
〜
か
ら
）
経
過
点
（
〜
を
通
っ
て
）

﹇
体
言
﹈

に
て

帰
着
点
・
時
（
〜
に
）
対
象
・
相
手
（
〜
に
）
目
的
（
〜
で
・
〜
の
た
め
に
）
変
化
の
結
果
（
〜
に
）

原
因
・
理
由
・
方
法
（
〜
で
・
の
た
め
に
）
比
喩
の
基
準

強
意
（
〜
に
・
〜
よ
り
）

場
所
（
〜
に
）
動
作
主
の
暗
示
（
〜
と
﹇
共
に
﹈）

﹇
体
言
﹈

し
て

手
段
・
方
法
（
〜
で
）
共
同
者
（
〜
と
﹇
共
に
﹈）
使
役
の
相
手
（
〜
に
﹇
命
じ
て
﹈）

﹇
体
言
﹈

か
ら

起
点
（
〜
か
ら
）

﹇
体
言
﹈

に

場
所
（
〜
に
）
時
（
〜
に
）
対
象
・
相
手
（
〜
に
）
原
因
・
理
由
・
目
的
（
〜
で
・
〜
の
た
め
に
）

変
化
の
結
果
（
〜
に
）
比
較
の
基
準
（
〜
と
・
〜
と
比
べ
て
）

﹇
体
言
﹈

へ

方
向
（
〜
へ
・
〜
に
）

﹇
体
言
﹈

と

相
手
・
共
同
者
（
〜
と
）
変
化
の
結
果
（
〜
と
・
〜
に
）

引
用
（
〜
と
）
並
列
（
〜
と
〜
と
）
比
較
の
基
準
（
〜
と
・
〜
と
比
べ
て
）

﹇
体
言
﹈

よ
り

起
点
（
〜
か
ら
）
経
過
点
（
〜
を
）
比
喩
の
基
準
（
〜
よ
り
）
手
段
・
方
法
（
〜
で
・
〜
に
よ
っ
て
）

即
時
（
〜
す
る
や
い
な
や
）

﹇
体
言
﹈

な
ど

例
示
（
〜
な
ど
）
婉
曲
（
〜
な
ど
）

﹇
体
言
﹈

ししも

強
意
（
訳
す
必
要
な
し
）

ヤントラ　古典文法（形容動詞の活用表）

形
容
動
詞
の
活
用
表

形
容
動
詞
と
は
「
〜
な
り
」、「
〜
た
り
」
で
言
い
切
る
言
葉

助
詞
一
覧
表

ヤントラ　古典文法（助詞一覧表）
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英
語

国
語

別冊付録一発合格マントラ・ヤントラ

●
ナ
リ
活
用

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

あ
て
な
り

あ
て

あ
て
な
ら

あ
て
な
り

あ
て
な
り

あ
て
な
る

あ
て
な
れ

あ
て
な
れ

◯

あ
て
に

◯

◯

◯

◯

●
タ
リ
活
用

例

語

語

幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

平
然
た
り

へ
い
ぜ
ん

平
然
た
ら

平
然
た
り

平
然
た
り

平
然
た
る

平
然
た
れ

平
然
た
れ

◯

平
然
と

◯

◯

◯

◯

《
形
容
動
詞
の
判
別
法
》

も
の
ご
と
の
状
態
・
様
子
＋「
な
り
」
ま
た
は
「
た
り
」。「
な
り
」
の
上
に
「
か
・
ら
・
げ
」
の
文
字
が
あ
る
（「
し
づ
か
な
り
」「
き
よ
げ
な
り
」
な
ど
）。

上
に
「
い
と
（
非
常
に
）」
を
付
け
て
も
自
然
。

接

続

格
助
詞

意
味
・
用
法
・
現
代
語
訳

﹇
体
言
﹈

がの

主
格
（
〜
が
）
連
体
修
飾
格
（
〜
の
）
同
格
（
〜
で
）
準
体
格
（
〜
の
も
の
）
連
用
修
飾
格
（
〜
と
﹇
共
に
﹈）

﹇
体
言
﹈

を

対
象
（
〜
を
）
起
点
（
〜
か
ら
）
経
過
点
（
〜
を
通
っ
て
）

﹇
体
言
﹈

に
て

帰
着
点
・
時
（
〜
に
）
対
象
・
相
手
（
〜
に
）
目
的
（
〜
で
・
〜
の
た
め
に
）
変
化
の
結
果
（
〜
に
）

原
因
・
理
由
・
方
法
（
〜
で
・
の
た
め
に
）
比
喩
の
基
準

強
意
（
〜
に
・
〜
よ
り
）

場
所
（
〜
に
）
動
作
主
の
暗
示
（
〜
と
﹇
共
に
﹈）

﹇
体
言
﹈

し
て

手
段
・
方
法
（
〜
で
）
共
同
者
（
〜
と
﹇
共
に
﹈）
使
役
の
相
手
（
〜
に
﹇
命
じ
て
﹈）

﹇
体
言
﹈

か
ら

起
点
（
〜
か
ら
）

﹇
体
言
﹈

に

場
所
（
〜
に
）
時
（
〜
に
）
対
象
・
相
手
（
〜
に
）
原
因
・
理
由
・
目
的
（
〜
で
・
〜
の
た
め
に
）

変
化
の
結
果
（
〜
に
）
比
較
の
基
準
（
〜
と
・
〜
と
比
べ
て
）

﹇
体
言
﹈

へ

方
向
（
〜
へ
・
〜
に
）

﹇
体
言
﹈

と

相
手
・
共
同
者
（
〜
と
）
変
化
の
結
果
（
〜
と
・
〜
に
）

引
用
（
〜
と
）
並
列
（
〜
と
〜
と
）
比
較
の
基
準
（
〜
と
・
〜
と
比
べ
て
）

﹇
体
言
﹈

よ
り

起
点
（
〜
か
ら
）
経
過
点
（
〜
を
）
比
喩
の
基
準
（
〜
よ
り
）
手
段
・
方
法
（
〜
で
・
〜
に
よ
っ
て
）

即
時
（
〜
す
る
や
い
な
や
）

﹇
体
言
﹈

な
ど

例
示
（
〜
な
ど
）
婉
曲
（
〜
な
ど
）

﹇
体
言
﹈

ししも

強
意
（
訳
す
必
要
な
し
）

ヤントラ　古典文法（形容動詞の活用表）

形
容
動
詞
の
活
用
表

形
容
動
詞
と
は
「
〜
な
り
」、「
〜
た
り
」
で
言
い
切
る
言
葉

助
詞
一
覧
表

ヤントラ　古典文法（助詞一覧表）
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英
語

国
語

別冊付録一発合格マントラ・ヤントラ

接

続

接
続
助
詞

意
味
・
用
法
・
現
代
語
訳

未
然
形

ば
（
は
）

順
接
の
仮
定
条
件
（
も
し
〜
な
ら
ば
）

已
然
形

順
接
の
確
定
条
件

原
因
・
理
由
（
〜
の
で
）
偶
然
（
〜
し
た
と
こ
ろ
）
必
然
（
〜
す
る
と
〔
い
つ
も
〕）

終
止
形

と
も

逆
接
の
仮
定
条
件
（
〜
し
て
も
）

已
然
形

どども

逆
接
の
確
定
条
件
（
〜
だ
が
・
〜
け
れ
ど
も
）

連
体
形

が

逆
接
（
〜
だ
が
）

連
体
形

に

順
接
（
〜
な
の
で
）
逆
接
（
〜
だ
が
）
添
加
（
〜
す
る
と
）

連
体
形

を

順
接
（
〜
の
で
）
逆
接
（
〜
だ
が
）

連
体
形

も
の
を

も
の
の

も
の
か
ら

逆
接
（
〜
だ
が
）

連
用
形

てして

単
純
な
接
続
（
〜
て
・
〜
で
）

未
然
形

で

打
消
接
続
（
〜
な
い
で
）

連
用
形

つ
つ

反
復
・
継
続
（
〜
し
て
は
）
同
時
並
行
（
〜
し
な
が
ら
）

連
用
形

な
が
ら

逆
接
（
〜
だ
が
・
〜
な
が
ら
）
同
時
並
行
（
〜
し
な
が
ら
）

接

続

間
投
助
詞

意
味
・
用
法
・
現
代
語
訳

﹇
文
末
﹈

﹇
文
中
﹈

を
・
や
・
よ

詠
嘆
（
〜
だ
な
あ
）

接

続

副
助
詞

意
味
・
用
法
・
現
代
語
訳

﹇
体
言
﹈

連
体
形

だ
に

類
推
（
〜
さ
え
）
限
定
（
せ
め
て
〜
だ
け
で
も
）

連
体
形

す
ら

（
そ
ら
）

類
推
（
〜
さ
え
）

連
体
形

さ
へ

添
加
（
〜
ま
で
も
）

様
々
な
語

の
み

限
定
（
〜
だ
け
・
〜
ば
か
り
）
強
意
（
た
だ
も
う
〜
ば
か
り
）

様
々
な
語

ま
で

限
度
（
〜
ま
で
）
程
度
（
〜
ほ
ど
）

様
々
な
語

ば
か
り

限
度
（
〜
だ
け
）
程
度
（
〜
ほ
ど
）

様
々
な
語

し

強
意
（
訳
す
必
要
な
し
）

接

続

係
助
詞

意
味
・
用
法
・
現
代
語
訳

様
々
な
語

ぞなむ

（
な
ん
）

強
意
（
訳
す
必
要
な
し
）

様
々
な
語

や
（
や
は
）

か
（
か
は
）

疑
問
（
〜
〈
だ
ろ
う
〉
か
）

反
語
（
〜
〈
だ
ろ
う
〉
か
、
い
や
〜
な
い
）

様
々
な
語

こ
そ

強
意
（
訳
す
必
要
な
し
）

様
々
な
語

は

強
意
（
訳
す
必
要
な
し
）

様
々
な
語

も

強
意
（
訳
す
必
要
な
し
）

ヤントラ　古典文法（助詞一覧表）ヤントラ　古典文法（助詞一覧表）
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英
語

国
語

別冊付録一発合格マントラ・ヤントラ

接

続

接
続
助
詞

意
味
・
用
法
・
現
代
語
訳

未
然
形

ば
（
は
）

順
接
の
仮
定
条
件
（
も
し
〜
な
ら
ば
）

已
然
形

順
接
の
確
定
条
件

原
因
・
理
由
（
〜
の
で
）
偶
然
（
〜
し
た
と
こ
ろ
）
必
然
（
〜
す
る
と
〔
い
つ
も
〕）

終
止
形

と
も

逆
接
の
仮
定
条
件
（
〜
し
て
も
）

已
然
形

どども

逆
接
の
確
定
条
件
（
〜
だ
が
・
〜
け
れ
ど
も
）

連
体
形

が

逆
接
（
〜
だ
が
）

連
体
形

に

順
接
（
〜
な
の
で
）
逆
接
（
〜
だ
が
）
添
加
（
〜
す
る
と
）

連
体
形

を

順
接
（
〜
の
で
）
逆
接
（
〜
だ
が
）

連
体
形

も
の
を

も
の
の

も
の
か
ら

逆
接
（
〜
だ
が
）

連
用
形

てして

単
純
な
接
続
（
〜
て
・
〜
で
）

未
然
形

で

打
消
接
続
（
〜
な
い
で
）

連
用
形

つ
つ

反
復
・
継
続
（
〜
し
て
は
）
同
時
並
行
（
〜
し
な
が
ら
）

連
用
形

な
が
ら

逆
接
（
〜
だ
が
・
〜
な
が
ら
）
同
時
並
行
（
〜
し
な
が
ら
）

接

続

間
投
助
詞

意
味
・
用
法
・
現
代
語
訳

﹇
文
末
﹈

﹇
文
中
﹈

を
・
や
・
よ

詠
嘆
（
〜
だ
な
あ
）

接

続

副
助
詞

意
味
・
用
法
・
現
代
語
訳

﹇
体
言
﹈

連
体
形

だ
に

類
推
（
〜
さ
え
）
限
定
（
せ
め
て
〜
だ
け
で
も
）

連
体
形

す
ら

（
そ
ら
）

類
推
（
〜
さ
え
）

連
体
形

さ
へ

添
加
（
〜
ま
で
も
）

様
々
な
語

の
み

限
定
（
〜
だ
け
・
〜
ば
か
り
）
強
意
（
た
だ
も
う
〜
ば
か
り
）

様
々
な
語

ま
で

限
度
（
〜
ま
で
）
程
度
（
〜
ほ
ど
）

様
々
な
語

ば
か
り

限
度
（
〜
だ
け
）
程
度
（
〜
ほ
ど
）

様
々
な
語

し

強
意
（
訳
す
必
要
な
し
）

接

続

係
助
詞

意
味
・
用
法
・
現
代
語
訳

様
々
な
語

ぞなむ

（
な
ん
）

強
意
（
訳
す
必
要
な
し
）

様
々
な
語

や
（
や
は
）

か
（
か
は
）

疑
問
（
〜
〈
だ
ろ
う
〉
か
）

反
語
（
〜
〈
だ
ろ
う
〉
か
、
い
や
〜
な
い
）

様
々
な
語

こ
そ

強
意
（
訳
す
必
要
な
し
）

様
々
な
語

は

強
意
（
訳
す
必
要
な
し
）

様
々
な
語

も

強
意
（
訳
す
必
要
な
し
）

ヤントラ　古典文法（助詞一覧表）ヤントラ　古典文法（助詞一覧表）
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接

続

終
助
詞

意
味
・
用
法
・
現
代
語
訳

連
体
形

か
な

詠
嘆
（
〜
だ
な
あ
）

﹇
文
末
﹈

な

詠
嘆
（
〜
だ
な
あ
）・
念
押
し
（
〜
ね
）

終
止
形

な

禁
止
（
〜
な
）

﹇
文
末
﹈

か
し

念
を
押
す
（
〜
よ
）

﹇
体
言
﹈

連
用
形

て
し
か
な

に
し
か
な

希
望
（
〜
し
た
い
な
あ
）

未
然
形

な
む
・
な
ん

他
に
対
す
る
希
望
（
〜
し
て
ほ
し
い
）

﹇
体
言
﹈

連
用
形

も
が
な

が
な

他
に
対
す
る
希
望
（
〜
し
て
ほ
し
い
）

連
用
形

そ

禁
止
〈
多
く
「
な
〜
そ
」
の
形
で
〉（
〜
な
）

未
然
形

ば
や

希
望
（
〜
し
た
い
）

ヤントラ　古典文法（助詞一覧表）

マントラ（英語一問一答）─
英語の基礎知識がぎっしりと詰まっています。問題に
対して反射的に答えられるようにしてください。

マントラ（英単語）─
英語から日本語がパッと答えられるようになるまで練
習してください。【初級レベル】→【中級レベル】→
【上級レベル】→【特別レベル】と順に暗記していく
ようにしてください。

マントラ（英語語源）─
語源の意味を理解することによって、語彙力と類推力
が何倍にも高まります。語源と英単語をセットで暗記
してください。

マントラ（英熟語）─
英語から日本語がパッと答えられるようになるまで練
習してください。【初級レベル】→【中級レベル】→【上
級レベル】と順に暗記していくようにしてください。

英
語

別冊付録一発合格マントラ・ヤントラ48




